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辞

このたび、瀬峰町教育委員会では、文化財調査報告書の第 6集 として「下藤沢

H遺跡」を刊行することになりました。この下藤沢H遺跡の発掘調査は、昭和57

年度、瀬峰保育所の新築に先立って実施しましたが、諸般の事情から報告が遅れ

ていたものです。遺跡の立地する下藤沢 。長者原地域は町内でも文化財の密集す

る地域で、町教育委員会でもその保存に特に意を用いていたところの一つです。

調査の結果、排水施設を備えた奈良時代の住居跡や、鏡や煙管、古銭などが数

多く副葬された江戸時代の墓城群が検出されました。奈良時代の住居跡は、町内

をはじめ、県内でも多く発見されていますが、保存状態が良好であり、貴重な一

例を加えることになりました。また、江戸時代の墓
'広

群は東北地方においても調

査例が少なく、従来まで未解明の分野として取 り扱われてきましたが、この調査

によって多くの事実が判明しました。さらに、瀬峰町内に所在する近世墓標も収

録しました。これによって、宮城県北部における近世墓標の出現と、その変遷過

程を具体的に示すことができました。各地での、検討の下敷きにして頂ければ幸

いです。

現在、町内各所では宅地造成など、土地の開発が盛んに行われていますが、そ

れと同時に、こうした貴重な埋蔵文化財を手厚 く保存し、そして有効に活用して

いかなければならないと考えます。最後になりましたが、発掘調査、整理に暖か

い指導と協力をくださった諸機関、研究者の方々、そして現地での調査に快 く協

力して頂いた町民の方々に深く感謝いたします。今後とも、皆様のご支援を賜わ

りますことをお願い申し上げる次第です。

日召 不日 63 =午  3 月

発 の千1J

瀬峰町教育委員会 教 育 長 葛 城 教 信
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I-1.遺 跡の位置と地理的環境

I.遺跡の位置と地理的・歴史的環境

1。 遺跡の位置と地理的環境

宮城県の北西部に位置する栗原郡は岩手、秋田両県と境を接している。瀬峰町はその栗原郡

の東南端に所在し、宮城県西部を南北に貫 く奥羽山脈と、岩手県から宮城県北東部にかけての

びる北上高地とに挟まれた仙北平野低地帯のうち、北上川流域右岸の一画に位置している。

ここは奥羽山脈から次第に標高を減 じながら南東方向に連なる派生低丘陵のほぼ末端部分に

当たり、周辺には県北湖沼地帯として知られる伊豆沼、内沼、長沼、蕪栗沼が群在する。中で

も、慕栗沼は江戸時代の新田開発、さらには近年の千拓によって、急速に沼の面積を減じてい

るものの、瀬峰町を貫流する瀬峰川、小山田川、萱刈川の遊水地 として、当町の東南部に隣接

しているものである。

下藤沢H遺跡は、瀬峰町を東西に横切る緩やかで、低平な 4つの丘陵中、町北部 と中央部を

それぞれ東流する瀬峰川と小山田川とに挟まれた標高35m前後の寺沢丘陵東端部に位置してお

り、眼下には狭小な谷地を南北に貫 くJR東北本線の軌道を間近かに望むことができる。

地質的に見ると、本遺跡は礫岩、砂石、泥岩、凝灰岩からなる鮮新統 :瀬峰層が基盤をなし、

秋田県  ('        11 「!ミ県  f<
その上には礫岩と寵灰岩から構成され

る更新統 :高清水層、さらに、最上部に

は第四系 :中里火山灰が厚 く堆積して

おり、丘陵上に所在する町内の諸遺跡

とほぼ同じ様本目を呈している。

なお、本遺跡の周辺はもともと、豊

かな自然環境に囲まれた低丘陵地帯と

して町民に親しまれてきたが、」R東

北本線瀬峰駅から直線距離で 700mと

近いこともあって、近年、宅地化が進

み、急速に自然が失なわれつつある。

デ賛瑞蒐拶
I膿乳_1礫蕪M委岬■て手↑▼F甍趣券軽
ィ/〒了:駅、1婢

第 1図 瀬峰町位置図
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2.遺跡の歴史的環境

本項での記述は主に瀬峰町に限定したが

は、隣接地域の資料も用いてある。また、

、より広い地域で考えなければならない点について

記述を進めるにあたっては多数の文献を参考にした



1-2.遺跡の歴史的環境

が、一つひとつ明記すると文章が極めて煩雑になるところから、従来までの町内の成果が収録

されている「宮城県遺跡地名表」(宮城県教育委員会 :1981.2)を 基本とし、それに収録されてい

ない成果は文献名や註を文中に付し、説明を加えた。

■ 旧 石 器 時 代 ■|― ||||‐ ||.

近年、宮城県内では旧石器時代の遺跡の発見が相次いでいるが、瀬峰町内においては未発見

である。しかし、宮城県北部旧石器時代遺跡群から至近であること、当町の丘陵には厚い火山

灰の堆積が認められることなどから、近い将来、町内からも旧石器時代の遺跡が発見される可

能性が高い。

|■ 縄 文 時 代 ■|||.‐ ‐ ■

瀬峰町内において、縄文時代の遺物を出土する遺跡は19ヶ所を数えるが、その年代を特定で

きる遺跡は 7ヶ 所と極 く少ない。

早期、前期の遺跡としては、条痕文土器の細片を出土するところから縄文時代早期後葉 と考

えられる大鰐谷遺跡、早期後葉から前期前葉の繊維土器を出土する大境山遺跡 (阿部・赤沢 :

1983.3)が、この時期でも古い段階の遺跡として確認されている。これらに後続する遺跡 として

は、前期大木 4式を出土する筒ヶ崎遺跡 (佐藤信行 :1984.3)、 大木 6式を出土する大境山遺跡、

空堤遺跡、岩石 I遺跡が知られている。

中期では大木 8a式が岩石 I遺跡、大木 8b式が大境山遺跡、大木10式が岩石 H遺跡 (阿部・

赤沢 :1985.3)か ら出土している。

後期では門前式が大境山遺跡から、また、南境式が大鰐谷北向遺跡から出土している。

晩期の遺跡は今のところ、知られていない。

以上、時期の分かる遺跡を列挙したが、これらは全て丘陵上に位置している。時期不明の遺

跡についても同様である。また、土器の出上が極めて散発的で、しかも、細破片が少量しか発

見されないというのが現状である。今後、調査が進むと遺跡の数は増加するものと予想される

が、現時点では、当町域における縄文時代の遺跡のあり方は貧弱であると指摘せ ざるを得ない。

なお、その理由について現段階では、「縄文時代において当町域は概ね、蕪栗沼沿岸諸遺跡の後

背地 としてその生活領域内に包含され、活動の拠′点となる集落の形成はなされず、むしろ、こ

れら諸遺跡の生産活動を補完する狩猟、採集の場 として機能していた」(阿部
・赤沢 :1985.3)

と考えられている。

|15ホ 生 時 代 ■ ‐ |― ■||■ |



I-2.遺跡の歴史的環境

弥生時代の遺跡は 3ヶ 所、確認されているに過 ぎない。

発掘調査の実施された大境山遺跡では、極 く少量の円田式と多量の天王山式系の上器、それに

数′くのアメリカ式石鏃が出上した。主に、標高30数 mの丘陵頂部平担面から出上したが、30,000

余∬にもおよぶ調査区域内からは、この時期の遺構は全 く検出することができなかった。岩石 I

遺跡においては、その西北端、標高50数 mの丘陵頂部平担面から少量の天王山式系土器が採集

されている(卜可部・赤沢 :1985.3)。 標高30m前後の寺山遺跡では、天王山式に後続する弥生時

代後期最終末段階の土器が 1個体出上しているが、出土状況の詳細は不明である。

これらの 3遺跡は、いずれも瀬峰川と小山田川に挟まれた寺沢丘陵に立地するものであるが、

他の丘陵上からは未だ発見されていない。このような状況を考えると、当町域の弥生時代
の様

相は今のところ、ほとんど不明であると言わざるを得ないのが現状である。

古 墳 時 代    ■

瀬峰町内で発見されている古墳時代の遺跡は 6ヶ 所であるが、前期の遺跡としては大境山遺

跡と泉谷遺跡が知られている。寺沢丘陵に立地する大境山遺跡では、標高35m前後の丘陵頂部

平担面上に11基の住居跡が近接して発見されている。住居跡の大部分は、一辺 4n以下、平面

形は歪みのある方形、または長方形を呈する。塩釜式期の上師器のlThや高郭、甕、こ、土製紡

錘車、祗石、黒耀石製ラウンド・スクレーパーなどが出土しており、住居跡数基を単位とす る

稲作農耕小集国の様子を具体的に知ることができるものである。泉谷遺跡にお
いても、塩釜式

期の上師器高郭、器台、黒耀石製スクレーパー (佐藤信行 :1984.3)が採集されているが、蕪栗

沼に半島状に突出する、標高20m弱の丘陵上に位置するところから、当時の生業や領域を考 え

る上で、特筆される遺跡でもある。

中期の遺跡としては荒町遺跡が知られている。小山田川の南岸、標高20m前後のなだらかな

丘陵上に位置するものであるが、南小泉式期の高杯が発見されているだけで、その詳細は不明

である。

後期の遺跡としては泉谷館跡、民生病院裏遺跡、三代遺跡が知られているが、いずれも標高

20m～ 30m前後の丘陵上に位置するものである。

昭和61、 62年度の 2ヶ 年にわたって調査が実施された泉谷館跡 (卜可部・赤沢・佐藤 :1987.3)

からは、11基の住居跡が検出され、栗囲式期の上器 とそれにほぼ併行すると考えられる関東地

方鬼高式期の土器が出土している。ちなみに、近年、仙台市郡山遺跡 (木村・長島 :1983.31ま

か )、 古川市名生館遺跡 (白鳥
。後藤 :1985.31よ か )、 志波姫町御駒堂遺跡 (小井川

。小
'II:1982.3)

などでは、 7世紀後半から8世紀前半にかけての関東系の上器が相次いで出土しているが、泉

谷館跡出上の関東系土器の年代は概ね、 7世紀前半と考えられ、それらに先行する段階のもの
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として注目を集めている。

同種の関東系土器は、出土状況が明確ではないものの、民生病院裏遺跡からも出上してお り、

現在、町教育委員会で検討がなされている。

三代遺跡 (阿部正光 :1983.3)か らは、栗囲式の中でも新しい段階に属する一括資料が得られ

ている。

以上、古墳時代の遺跡の概要を述べたが、いずれも蕪栗沼、もしくは、それに流入する小山

田川を間近かに望める丘陵上に位置している。よって、当時、既に小山田川の上砂逗搬作用に

よって徐々に沖積地化しつつあった旧慕栗沼縁辺部において、遺跡ごとに水田経営が展開され

ていたと推定されるが、今後は、同一水系における遺跡の編年 とその関連を、より詳細に究明

することも必要 と思われる。なお、関東系土器に象徴される関東地方との交流経路につ
いては、

当町域の地理的条件から陸路より、むしろ、旧蕪栗沼から迫川、北上川を経て太平洋に通じる

海路を考えた方が妥当と思われる。

奈 良・平 安 時 代

瀬峰町で遺跡の数が最も多いのは奈良 。平安時代で、49遺跡を数えることができる。桃生田

遺跡1桃生田前遺跡を除いた全ての遺跡が丘陵上に形成されるが、現在までのところ、岩石 I

遺跡、長者原H遺跡、大境山遺跡、民生病院裏遺跡、下藤沢H遺跡、清水山 I遺跡 (卜可部・赤沢・

佐藤 :1987.3)に ついて発掘調査が実施されている。

一連の調査によって、多数の住居跡と豊富な遺物が発見されており、宮城県北部における当

時の集落構造を考える上で良好な資料を提供している。即ち、36,000m2を 調査し、23基の住居

跡が検出された大境山遺跡では、各住居跡が適度に散在する現象が顕著に認められているが、

こうした傾向は、前述の遺跡においても認めることができるものである。宮城県北部における

集落の―タイプとして抽出されるものであろう。

一方、集落跡以外の遺跡はほとんど確認されておらず、蔵骨器が出土した蒲盛遺跡 (阿部
・

赤沢 :1984.3)が墓制に関する遺跡として、唯一、知られている程度である。今後、窯跡や製鉄、

畑や水田など、生産に関する遺跡や経塚など宗教に関する遺跡等、多面的な調査活動を行う必

要に迫まられている。

中世の館跡として、確実なものとしては藤沢館跡、古館館跡、殿上館跡、小深沢殿上館跡が

あげられる。いずれも瀬峰川に面する丘陵上に形成され、自然地形を利用した空掘りや土塁で

区画された単郭式の小規模なもので、日艮前には狭小な沖積低地を望むことができる。

世中
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集落跡の正式な調査例はないが、珂ヽ山田川によって形成された河岸段丘に立地する下富前遺

跡 (佐々木・阿部 :19823)か らは、14世紀初め頃の龍泉窯青磁皿の破片が採集されており、蕪

栗沼に面する中世遺跡として知られている。珂ヽ山田川の南岸、丘陵上に展開する荒町遺跡 (佐藤

信行 :1976.12、 1984.3)か らは14世紀初め頃の古瀬戸壺の肩部破片、16世紀代の瀬戸、もしく

は美濃と考えられる灰釉皿の口縁・体部破片が出土しており、下富前遺跡と同様、良好な中世

遺跡としてその解明が期待されている。

現在までのところ、中世の所産と考えられる塚は、以下の通 りである。寺沢丘陵の西部、標

高60余 mの丘陵頂部に位置する経壇遺跡は 7基の塚から構成されるが、そのうち 1基からは銅

製経筒が出土したと伝えられているところから、平安時代末期から中世にかけての経塚 と推定

されている。泉谷館跡 (阿部・赤沢・佐藤 :1987.3)か らは東西14m、 南北15mの方形にめ ぐる

溝が検出されたが、堆積上の状況から、溝で囲まれた空間には当初、マウンドがあったと推定

されている。青磁大形花瓶の体部破片、築館町熊刈窯 (工藤・藤沼ほか :1979.3)製 品と思われ

る簑の口縁部、体部破片の出土から、鎌倉時代中期から後期にかけての宗教的な壇であると考

えられている。寺沢遺跡からは昭和56年度、草地造成の際、強い火熱によって複雑に変形した

鎌倉時代の和鏡が、削平された塚の基底部から焼土 と共に出上している。

なお、板砕については大正年間、20数基あることが知 られていた(鈴木玄雄 :1922.12)が 、近

年、破損したり、または所在不明になるものもあり、現在では17基確認されているに過ぎない。

石に刻まれた中世文書とも言うべき資料であり、早急な保護策を講じる必要がある。

現在の瀬峰町は、近世においては奥州仙台領栗原郡の藤沢村、富村、中村に分かれていた。

藤沢村には、栗原郡 と登米郡を結ぶ佐沼街道 (高清水宿～佐沼宿～登米宿 )の宿駅、瀬嶺宿が設

置され、人馬の往来で大いに賑わったという。この瀬嶺宿の西方、約2 5km、 藤沢村の寺沢地内

と富村の北ノ沢地内を横切る佐沼街道には、道をはさんで一対の一里塚が保存されている。明

治以降、道路の拡張によって大多数が破壊されたため、一対 となって残る例は極めて少なく、

交通史上、貴重な遺構である。

中村の泉谷地区には、仙台藩士、橋本氏 (知行高80貫380文 )の在郷屋敷がある。昭和61年度、

62年度にかけて発掘調査が行なわれ、数棟の掘立柱建物跡や西門跡、塀跡などが検出された(阿

部 。赤沢・佐藤 :1987.3)。 17世紀中頃、泉谷地区の新田開発の拠点として造営されたもので、

その周囲には家中屋敷が均等に分与されている。

中村の荒町地区には、除と呼ばれる所がある。仙台藩士、蟻坂氏の在郷屋敷で、寛永21年 (1644

年 )、 所替 となるまで居住したと伝えられている。発掘調査を実施すれば、泉谷地区の橋本氏屋

世近
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敷跡 と同様、近世初期の在郷屋敷が姿 を現わす もの と思われる。

町内には多数の塚が知 られているが、確実に江戸時代 と分かるもの としては、先述 し
た佐沼

街道一里塚 、元文年間に一宇一石 を埋納 した と伝 えられる諏訪原経塚、承応年間
に僧清林 を葬

った壇 と伝 えられる清林壇、それに、発掘調査によって盛土 を伴 う墓であることが確かめ られ

た下藤沢Ⅱ遺跡の塚群 (本書所収 )を あげることができるだけで、その大部分は所属年代
が未だ

明らかにされていない。今後、詳細な分布調査や踏査、発掘調査などを通 して年代や性格
の確

定 に努めな くてはならない。

近年、町内各地の旧家か ら続々 と近世文書の発見が相次いで
いる。現在は、それを解読す る

講座 (葛城・佐々木・佐々木・阿部 :1987.3ほ か )や作業が着々 と推 し進め られて
いるが、今後

は、それ らを地域全体の文化財 として正 しく位置づけ、近世 史を編纂す る基本資料 とす
るため

に、本格的に取 り組 まなければならないと考えられる。なお、講中供養碑など
の石造物につい

ては、昭和 55年度か ら拓本悉皆調査 を継続的に実施 してお り、近世における民衆の信仰生活
の

実態が徐々に明 らかにされてきている(佐々木・阿部・赤沢
・佐藤 :1987.3ほ か )。

註 1:昭和61年 11月 、文化財パトロールの際、発見された遺跡である。

註 2:昭和49年 3月 、土地所有者、青沼弘氏によって採集されている。

註 3:昭和56年 7月 、宅地造成の際、採集されたものである。

註4:昭和62年 4月 、発見された遺跡である。

註 5:昭和62年 10月 、現地を調査した結果、道の両側に 2基の塚(高 さ約18m、基底部直径約9mの円形、塚顔部

中心での距離約19m)を確認し、さらに、宮城県立図書館所蔵『栗原郡登米郡御部司方ぢ相出候扱切絵図』(元禄

15年 )に も一里嫁の記載があることを確かめている。

II 査 経 過

1.調査に至る経過

寺沢丘陵の最東端に位置する下藤沢H遺跡周辺には、奈良・平安時代の集落跡として登録さ

れている長者原 H遺跡、下藤沢 I遺跡、中世の館跡である藤沢館跡、さらには大小 8基の塚か

らなる下藤沢H遺跡 (佐藤・阿部・赤沢・佐藤 :1987.3)があり、瀬峰町内でも遺跡の集中度が

高いところとして知られていた。

昭和56年 、それまで瀬峰町藤沢宇下藤沢 1171こ あった瀬峰町保育所が老旧化したため、瀬峰町

は新 しい保育所を藤沢字下藤沢314(下藤沢H遺跡地内 )|こ移転することを決定した。その連絡

を受けた瀬峰町教育委員会では早速、現地踏査を実施 し、建設予定地、およびその近接地に大

小13基の塚 (予定地内に所在する塚は 6基 )が存在することを確認し、関係機関と協議を重ねた。

.調
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遺 跡 名 種 時 代 遺 跡 名 種   別 時 代

1 王 壇 遺 跡 塚、包含地
余 良・十 女 、
中世 (?)

八 幡 前 遺 跡 塚 中世・近世

2 四 ッ 壇 遺 跡 塚、包含地 奈
良。平安 、
中世 (?) 長 者 原 H遺 跡 集落跡 奈良・平安

3 桝 形 館 跡 包含地、城館 縄文、奈良
・

平 弁 由 冊
一 本 松 遺 跡 包含地 奈良・平安

4 四 ッ 塚 遺 跡 塚 平 安(?) 大 境 山 遺 跡 集落跡
和こ)(、 И 二ヽE、 由 l員

奈良・平安

5 伊 勢 堂 館 跡 包含地、塚、城館 縄 文 、奈 良
・

平 李 中世 清水 沢 I遺 跡 包含地 中世・近世

6 藤 沢 館 跡 城 館 中 世 坂ノ下浦H遺跡 亀含地 奈良。平安

7 殿 上 館 跡 城 館 縄文、中世 i青 水 沢 H遺 跡 塚 中世 。近世

経 壇 遺 跡 経  塚 中 世 町 田 遺 跡 包含地 奈良・平安

9 小深沢殿上館跡 城  館 中 世 薬 沢 東 遺 跡 集落跡 縄文、奈良。平安

館 山 館 跡 包含地、城館 縄文、奈良・平安、中世 桃生 田前遺跡 集落跡
余 艮 ・十 女 、

中世・近世

11 的 場 山 遺 跡 包含地 縄文、奈良・平安 下 富 前 遺 跡 包含地 奈良。平安、中世

古 館 館 跡 城 館 中 世 伯者 ヶ崎遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

13 大鰐谷北向遺跡 包含地 縄文 (後 ) 中 三 代 遺 跡 集落跡 奈良・平安

空 堤 遺 跡 包含地 縄文(前 ) 長 根 遺 跡 包含地 奈良・平安

寺 山 遺 跡 包含地、寺院跡(? 弥生、平安(?) 諏 訪 神 社 遺 跡 包含地 縄文、奈良・平安

砂  田 遺 跡 包含地 奈良・平安 諏 訪 原 経 塚 経  塚 近  世

17 岩 石 I遺 跡 集落跡、塚 紀文 (前 中)・rN生 古IA

奈良 平安、中世 近世 鼻 欠 遺 跡 包含地、塚 縄文、奈良・平安

下 山 遺 跡 包含地 奈良・平安 野 沢 遺 跡 包含地 奈良。平安

19 三 代 遺 跡 包含地 古墳、奈良・平安 袋 沢 遺 跡 包含地 奈良。平安

荒 町 遺 跡 包含地 縄文、古墳 、
奈良・平安 、中世

五 輪 堂 山遍 跡 集落跡 奈良。平安

四 ッ壇 原遺跡 包含地、塚 奈良・平安、近世 57 小 深 沢 I遺 跡 集落跡 奈良。平安

筒 ヶ 崎 遺 跡 包含地
縄文 (前 )
奈良・平安 卜深沢 H遺 跡 集落跡 奈良・平安

泉 谷 遺 跡 包含地 縄文、古墳 、
奈良・平安 横 森 遺 跡 包含地 奈良・平安

長者 原 I遺 跡 包含地 奈良・平安 ホ イ ト塚 遺 跡 塚 中世・近世

下藤沢 H遺 跡 集落跡、塚 奈良・平安、近世 北 ノ 沢 遺 跡 包含地 奈良・平安

杉 ノ 壇 遺 跡 塚 中世・近世 清水 山 H遺 跡 塚 中世・近世

下 藤 沢 Ⅲ遺 跡 包含地、塚 余
良・平安、
中 世 ・析 世 神 田 遺 跡 集落跡 奈良。平安

泉 谷 館 跡 集落跡、塚、城館 古墳、中世・近世 岩 石 H遺 跡 包含地 縄文 (中 )

除  館  跡 城 館 近  世 寺 沢 遺 跡 集落跡、塚
奈良・平安 、
中世 。近世

旗 塚 遺 跡 包含地、塚 奈良
・平安 、
由■H‐ .→岸IB‐ 蒲 盛 遺 跡 火葬墓 奈良・平安

古 塚 遺 跡 塚 中世・近世 寺 浦 遺 跡 包含地 縄  文

清 水 山 I遺 跡 集落跡 奈良・平安 清 林 壇 遺 跡 塚 近  世

下藤沢 I遺 跡 集落跡 奈良・平安 大 鰐 谷 遺 跡 包含地 縄 文

坂ノ下浦 I遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 桃 生 田 遺 跡 包含地 奈良・平安

ニ ッ 谷 遺 跡 集落跡 奈良。平安 佐沼街道一里塚 塚 近  世

民生病院裏遺跡 集落跡 古墳、奈良・平安

第 1表 瀬峰町の遺跡 (地名表 )
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第 3図 調査区と周辺の地形
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II-2.調査の方法と基本層序

その結果、遺跡の密集度が特に高いこの地域では、予定地周辺に遺跡として登録されていない

別の土地を確保することが不可能 と判断されたため、町単独事業として本遺跡の発掘調査を実

施することとなった。

今回の発掘調査対象地は、下藤沢Ⅱ遺跡の中でも南端部分にあたり、杉 と雑木で覆われた標

高35m前後の丘陵頂部平担面、および緩斜面になっている。また、13基の塚が群在するその一

画は瀬峰町藤沢字下藤沢311、 門脇吉郎家の旧墓地であったが、近年、改葬し、墓標などは観昌

寺に不多動したという。

2.調査の方法と基本層序

今回の発掘調査は、昭和57年 4月 中旬から杉や雑木の伐採、地形測量 (縮尺250分の 1)、 塚の

現況写真撮影などの予備調査に取 りかか り、翌 5月 上旬、ユンボを用いて抜根 と表上の除去を

行なった後、本格的な調査に入った。ただし、塚が群在する地区については、ユンボは投入せ

ず、手掘 りで遺構確認作業を行った。その結果、竪穴住居跡が 2棟、塚を伴う墓城が 6基、墓

城が15基検出されたが、一部の遺構は保育所建設予定地東側にもその範囲がのびることから、

地権者の諒承を得て発掘区の拡張を行った。調査面積は1,536∬ 、各遺構の掘 り上げ、精査、各

種実測図 (糸宿尺20分の 1)の作成、写真撮影等、一連の作業は、当初の予定通 り、翌 6月 下旬に

無事、終了することができた。

本遺跡の基本層序は次のとおりである。

〔I層〕

表土で、暗褐(10YR%)色シルト、軟らかく、粘性はない。層厚は約10～ 20cm、 攪乱が著しい。

極く少量の遺物を出土する。

〔H層〕

塚を伴う墓城は本層上面から掘り込んでいる。旧表上であろう。暗褐(10YR%)色砂質シルト

で、 I層 と比べるとややかたいが、粘性は同じくあまりない。層厚は約10～ 15cm、 若千、草木

根の攪乱が認められる。極く少量の遺物を出土する。

〔Ⅲ層〕

褐(10Y R4/6)色砂質シルトで、ややかたく、粘性はない。層厚は15～ 20cm、 下部になるにつれ

て漸移的にⅣ層と似てくる。

〔Ⅳ層〕

本遺跡の地山である。明責褐(10Y R7/6)色粘上で、粗砂とパミスを多く含み、かたく、粘性に

富む。Ⅳ層は中里火山灰と呼ばれ、本遺跡が所在する丘陵を形成する瀬峰層、高清水層上に厚

く堆積するものである。



H-2 調査の方法と基本層序

第4図 下籐沢H遺跡遺構配置図



Ⅲ-1.住 居跡と出土遺物

Ⅲ.検出された遺構と出土遺物

1.住居跡と出土遺物

1号住居跡

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔重複・増改築〕東壁、南壁、西壁の各壁から、10Cm前後離れた内側を並行して走る周溝が検

出されたが、増改築の有無は不明である。

〔規模 。平面形〕東壁と西壁の最大幅4.09m、 南壁と北壁の最大幅は386m、 ほぼ正方形であ

る。

〔竪穴層位〕竪穴層位は 3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。第 1層 (層 No2、 3)は

住居の中央部を中心に分布するが、攪乱層(層 No l)に よって大きく削りとられている。第 2層

(層 No4、 5、 6)は住居全体に分布するが、床面まで覆うものではない。壁際では極めて厚 く、住居

中央部では薄 く堆積している。第 3層 (層 No7、 8)は住居の全体、床面を薄 く覆う初期堆積上であ

る。

〔壁〕基本層序Ⅳ層からなり、最も保存の良い東壁中央部では48cmの高さで残存している。床

面から急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面とし

ており、凹凸はない。床面レベル

は北東隅下がやや高く、外延溝の

ある南西隅下に近づくにつれて低

くなる。全体的にかたいが、住居

中央部からカマ ドにかけての部分、

および南壁に並行して走る周溝内

側から検出された長円形の高まり

部分が特にかたい。なお、この長

円形の高まりは基本層序Ⅳ層を削

り出したものである。

〔柱穴〕ピ ッヽト1、 2、 3、 4は

柱穴と考えられる。

〔カマド〕燃焼部と煙道部からな

―
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HI-1.住居跡と出土遺物

るカマ ドが北壁に付されているが、両部分とも竪穴外に突き出している。燃焼部は奥行き83cm、

幅88cm、「n」字形を呈する。燃焼部内部の底面、および、両側壁内面は火燃によって赤変してお

り、支脚と考えられる礫 と土師器の簑が出土した。底面レベルは煙道部に近づ くにつれて高 く

なる。煙道部は長さ60cm、 幅24cm、 先端に煙出しピットをもつ。底面はほぼ水平である。なお、

カマ ド内堆積土層No16か らは、カマ ド構築土と思われる焼土ブロックが分量に出土したが、そ

の割れ口には意図的に混入したと推定される本直物性繊維が顕著に認められた。

〔貯蔵穴状ピット〕 1個検出された。カマドの燃焼部から外延溝のある南西隅下に続く床溝と

連結するもので、長軸94cm、 短軸88cm、 深さ19cm、 不整形をなす。ビット内の上部から下部に

かけては、床面を覆っている竪穴層位第3層 (層 No7、 8)が堆積しているところから、住居が廃棄

されるまでピットが開口していたと考えられる。底面には、暗褐(7 5YR%)色 を呈するシルト

質砂が薄く堆積している。

〔周濤〕東壁、南壁、西壁沿いに幅24～ 12cm、 深さ10～ 2cm、「u」字形の断面を呈する周溝が検

出されたが、それらは、いずれも10Cm前後離れて、並行するものである。底面レベルは東壁沿

いの北端、西壁沿いの北端が最

も高 く、外延溝のある南西隅下

に近づ くにつれて徐々に低 くな

る。これらの周溝は内部の堆積

土の状況から、貯蔵穴状ピット

番  号 区  別 深 さ 色 土    性 臆

ピット1
オ
跡
り
痕
掘
柱

明黄褐ユOY R%
晴編10Y R% 砂質ンル ト 炭化物、焼土、明黄褐10Y R6/8枯 上を斑状に含む。

方
助
り
痕
州
柱 賢驀綿ザ常功

% Ⅲ占    土
砂質ンルト 炭化物、焼土を斑状に含む。

ピ ′卜3
方
跡
り
痕
掘
柱

明黄褐10Y R%
暗褐10Y R% 砂質ンル ト 炭化物、焼上、明☆褐iOY R%柏 上を斑状に含む。

方
助
り
痕
掘
柱

明黄悟10Y R%
黒褐10Y R%

粘   土
砂資シル ト 炭化物 焼土 明黄褐10Y R%Iお 上を斑1人に含t・。

第 3表 1号住居跡ピット

色 」:    ‖| 術 抹取肝名 川11単 Tt,H

によい女褐10Y R% 砂質シル り1責福10Y R%ホ h土 をブロック状に含む。木のllvを 大量に含む。投缶しIf.

黒75Y R% V大 将イサ

第 1肝
,夷気25Y% 灰白色火山灰。

福10Y R% 砂質シル ト 微モの炭化物、焼」iを含む .
仔

肝
胡
２

駐

舛
貧tttiOY R% 砂質シル ト 微量の炭化物、焼」!を 含む。

黄橙 10Y R/8 1占    ■ 徹■の炭化物、焼」:を 含む。

略赤褐5Y R% 砂質ンル ト 少工の炭化物 外■の焼」iブ ロ ノクを含む。 位

肘
朝
３

Ｖ

第ユ禍5Y R% 砂質シル ト 多itの炭化材、炭化物 少量の焼上を含む。

晴褐75YR% 砂質ンル ト 微Jの炭化物、焼」:を 含む。 円お
「
肝 用

肘晴褐75YR% ンル ト質砂 工みがかった砂を多■に含む。女橙IOY Rス ンルトを含む。

欄75YR% 砂質ンル ト 少旦の炭化物 タユの焼■ブロンクを含む。
黄鵜ユOY R% 砂質シル ト 少二との炭化物 焼■を含む。

晰褐10Y R3/4 砂質シル ト 多量の炭化物 少 !!tの粧上を含む。

明 貨縄 iOY R6/R 少■の炭化物を含む。

暗編iOY R% 砂質ンル「 多五tの炭化物、少ユの焼■を含む。

艤晰赤褐5Y R% 砂質シル ト 多liの焼■プロ ック(れ1物 障:叙糾 ノタラ含入)炭 化物を含む。

貧褐ЮYR% 砂 Frシ ル ト 微■の炭化物 焼■を含む。

外 延 イh

によい黄調iOY R% 砂質ンル ト 微itの炭化物 糀J:を 含む。

黄偶]OY R% 砂質ンル ト 微htの炭化物 雄■を含む。

町偶iOY R% 砂質シル ト 微■の炭化物 、焼■ を ,む。

町褐75Y Rχ ル ト質砂 黒みがかった1/を 多itに 含tJo rt峰 loY Rス シル トを
'む
。

第 4表 1号住居跡雄積土



Ⅲ-1.住 居跡と出土遺物

o             5

|

種   別 層位 外 部 考

土EI確手イ 横ナデ RIIキ によい女橙ユOY R% 磨 キ 廃キ 具ヽ色処理、黒75YR% 図版 5-1

■師 B.ITN 床 画 樅ナデ 削 り 橙75Y R% 磨キ 具色処理、黒7 5Y R2/

笈忠器 17N 床 面 髄転ナデ 削り、によい黄澄10Y R% 機櫨ナデ 色調外面と同じ 図版 5-2

須恵器ネ 機転ナデ 肖」り、浅黄25Y% 回転糸Vlり  出Jリ 磯強ナデ 色調外面と同じ 図版 5-3

須な器lFN 床面 機強ナデ、灰75Y% 回転箆切 り 機転ナテ 貌撞ナア、色調外面と同し

笈忠器ネ 床面 機憮ナデ、灰iO Y% 回転箆 llり 強転ナデ 色調外面と同し

須意器鉢 縫転ナデ 尚Iり 、灰黄25Y% 機強ナデ 削 り、色調外面と同 し 図版 5-5

第 6図 1号住居跡出土遺物伯)



Ⅲ-1.住 居跡と出土遺物

同様、本住居が廃棄されるまで機能していたと推定される。なお、カマ ドの付された北壁から

は検出されなかった。

〔床溝〕カマ ド燃焼部のところから南西隅に向ってのび、貯蔵穴状ピットと外延溝に連結する。

幅10Cm前後、深さは 9～ 2 cm程度、「U」字形の断面を呈する。カマ ド燃焼部手前に位置する不

整長方形の溝ともつながっている。

〔外延溝〕住居の南西隅から住居外緩斜面、西方向にのびる。長さは4.86mにわたって検出さ

れ、幅は0.88m、 深さは045m、 断面は「U」字形である。住居から離れるにつれて、底面レベ

ルは低 くなる。

〔出土遺物〕堆積土(層 No2、 4、 5～ 6、 7、 9、 11～ 16、 17、 ピット2掘 り方埋土 )、貯蔵穴状ピット底面、

カマ ド燃焼部底面、および床面から多数の遺物が出土した。とりわけ、カマ ド燃焼部底面と床

面からは完形、もしくは図化し得る土師器の郭、簑、須恵器のlTh、 鉢、それに祗石が出土した。

0            5            10cm

ドヽ ヽヽ#
ャ＼＼＼`キ

隠甫ドi
＼＼ヽ＼、ド ヽ

種   別 層  位 面 底  部 画 備   考

土師器褒 カマド底面 積ナデ 周1り 、橙5Y R% 木葉痕 横ナデ 箆ナデ、色調外面と同じ 図脱 5-6

土ET器蜜 方マ ド支脚 横ナア・削り、によい赤悟5Y R% 横ナデ ナデ、によい褐75YR%

第7図 1号住居跡出土遺物121
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℃

、＼ヽ キ|   ||

試|｀ |||||||キャ|
iャキ1下 ||||
|ヽ ヤヽキlt

トキ|キキ
キ
ャキ|

キ＼|ャヤ

好 ン族 :

改ぶ坤IⅢ
韻く1職Ⅲ
卜
｀
)、卜」`、ハ II

Ir  別 層  ly 外 底 部 面 縮    を

■師器寮 積ナデ 肖
`り

、橙5Y R% 樹ナデ 箆ナデ 橙7 5Y R%
■師器寮 床 削り、におfヤ 橙ヽ5Y R% 削  リ ナア、鼻褐75YR%

■Fn器褒 カマ ド蔵苗i 横ナデ 削り 橙5Y R% 削  リ 横ナア、明赤褐25Y R% 国脱 6-3

土師器甕 積ナデ 削 り、橙5Y R7/8 横ナデ 箆ナデ 色調外画と同し

」i師器褒 床 肖Iり 、橙5Y R% 木葉痕 ナア、浅賛橙7 5YR%

第 8図 1号住居跡出主遺物131



鰯 壽
5

1中

D講

11-1.住 居跡と出土道物

馨

種  別 内 IRI   巧

」
=師
器嚢 層Nα 16(カ マ ド内 )上前 積ナデ 肖Jり  橙5Y RS/6 肖1 ウ 積ナデ 箆ナア、によい橙75Y R% 図Ot 6-9

独志器lr 層Nα 9 iO 機犠ナア 灰75Y6/ 機強ナテ 灰7 5YS/

須な器●●7 層Nα 0 10 機転ナデ 灰75Y4/ 犠犠ナデ、灰白5Y%
■師器萎 層No 7 積ナテ 肖より 浅寅橙75Y R% 箆ナデ、橙5Y R7/6

須な器鉢 機強ナデ 肖!り 、灰iO Y% 犠韓ナデ 色調外面と同じ

独灯器妻 層Nα 5 6 all日 、灰白10Y% 当日、色調外面と同 ヒ

種別 層位 長Xtt XttCm 石 材 備    考

Th石 床面 (52)× (48)× 20 (525) 疑灰岩

床画 (200) 疑灰岩

第 9図 1号住居跡出土遺物141



Ⅲ-1.住 居跡 と出土遺物

2号住居跡

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模。平面形〕今回の発掘調査区域の南東端から、北隅と北西壁の一部が検出されたに過ぎ

ないため、規模は不明である。方形、或いは長方形を呈するものと推定される。

〔竪穴層位〕竪穴層位は 4層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。第 1層 (層 Nol、 2)は

住居の中央、最上部に堆積するものである。第 2層 (層 No3、 4)は住居のほぼ全面、上部から下部

に厚く堆積する。第 3層 (層 Nα5)は壁、および周溝内に堆積するもので、片側に焼面を有する粘

土ブロ ッヽクを含有している。第 4層 (層 No6)は 床面全体を薄く覆っている初期堆積上である。

〔壁〕基本層序Ⅳ層からなり、北隅では48Cmの 高さで残存している①床面から急な角度で立ち

T    T
♀ | , 1 , I , 1 1 1 †

m

ぐ

色 土    性 備 考 lr様 範 囲

黒褐10Y R% ン ル  ト
竪穴層位第1層

濠黄25Y% ン ,レ  ト 灰自色火山灰。

黄福10Y R% 砂質ンル ト 少量の炭化物を斑状に含む。
竪穴層位第2層

糞褐10Y R5/3 砂質シル ト 少量の炭化物 を斑状に含む。

禍75Y R% 砂質ンル ト 挙毒遺祭指留争警晩猛皇

'Ъ

与甥じ答悪:右 竪穴層位第 3層

暗褐iOY R% 砂質ンル ト 炭化材を大量に含む。 竪穴層位第 4層

によい黄橙10Y R% 梢    土 福10V R%砂質シルトを少量薙状に含む。 住居掘 り方理■

第10図 2号住居跡



ΠI-2.募 砿 と出土遺物

上がる。

〔床面〕層No 7(住居掘り方埋土)上面を床面とする。残存する限りでは、北西壁から北隅に近

づくにつれてやや低くなるが、凹凸はない。住居中央から離れているためか、軟らかい。

〔柱穴〕検出されなかった。

(カマド〕検出されなかった。

〔周溝〕壁と同様、一部分しか検出されなかったが、壁沿いに一周するものと思われる。幅12

～ 9 cm、 深さ8～ 6 cm、「U」宇形の断面を呈するものである。底面レベルは、北西壁下から北隅

下に近づくにつれて徐々に低くなり、床面レベルと同様の状況を示している。

〔出土遺物〕出土しなかった。

2.墓城と出土遺物

発掘調査に着手する時点で、本遺跡には盛上部 と竪穴部からなる墓城が 13基認められたが、

保育所建設予定地には 6基が含まれていた。よって、本項で報告するのはその 6基 と、発掘調

査によって新たに検出された竪穴部だけからなる墓拡15基、合計21基 である。なお、今回の発

掘調査範囲外には、盛上部と竪穴部からなると推定される墓城が 7基存在するが、正式な発掘

調査を実施すれば、今回と同様、竪穴部だけからなる墓城が夕数検出されるものと予想される。

1号墓城

墓城群中、南西端に位置し、盛上部と竪穴部からなる。

〔盛上部〕基底部分での大きさは北西～南東4.00m、 北東～南西3.90m、基本層序H層 (層 No6)

上面から盛土(層 No l)上面までの高さは0.42mで、平面形は隅丸方形を呈する。盛土は単層(層

Nol)で、竪穴部のところでわずかに ム
下方に落ち込んでいる。

〔竪穴部〕基本層序 II層上面から確

認された。長軸173m、 短軸1.02m

隅丸長方形を呈する。堆積土は 4層

(層 No2～ 5)に 細分される。壁は基本

層序 H・ III・ Ⅳ層からなり、深さ092

m、 急な角度で立ち上がる。底面は

基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく

ほぼ水平である。底面から寛永通宝

が27枚、淳化元宝が 1枚出土した。

第11図 1号墓拡断面図

さ

色 土   性 備 考

黒偶iOY R% 砂質シル Ⅲ

黒褐iOY R% 砂質ンル ト

暗褐10Y R% 砂質シル ト 徹量の明黄偶,OY R%粘■を斑状に含む。

明黄褐10Y R8/8 猫    土 褐10Y R%砂質シルトをアElッ タ状に含む。

Bi灰 黄25Y%

嚇福10Y R3/1 砂質ンル ト ‖i表」



m-2.墓 拡 と出土遺物

寛永通宝は12枚 、 8枚、 3枚がそれぞれ錆で覆われ、一塊となっていた。

⑬餞

③ 鬱

③鍮3 鋤 4

餞
18

鱒
２

鱒鱒

③餞5

拶亀
28

1■―+―十引【与fr_十―卜J―fCm

ぬ

PI  称 層位 普 材Ft 初 鋳 年 備

寛永通宝 寛永18年 古寛 永

No l～ 1謝よ鋪で凝わ

れ、一塊。

寛永通宝 底 面 9Fl 寛永18年 1636) 古寛永

寛永通宝 底面 J・ l 斑永13年 古寛永

寛永通宝 寛永13年 (1686) 古寛永

斑永通宝 底面 銅 斑永13年 古寛永

寛永通宝 底面 鍋 寛永13年 1636) 古寛永

寛永通室 寛永13年 古寛永

寛永通宝 底面 銅 寛永 3年 1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 錦 寛永13年 古寛永

寛永通宝 底 面 寛永13年(1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年(1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 錦 寛永13年(1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 寛永13年(1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 寛永ユ3年 (1636) 古寛永

名   称 層位 初 男  年

寛永通宝 底面 銅 克永い年 (1636) 古寛永

No 13～ 20は 舗で覆わ

寛永通宝 底面 銅 寛永い年 (1630) 古寛永

寛永通宝 寛永い年(1686)

寛永通宝 底面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永 れ、
一塊 .

寛永通宝 底面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 寛永い年(1636)

寛永通宝 底面 銅 寛永い年(1686) 古寛 永

No21～ 23は 銘で覆わ

れ、一塊。
寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 寛永13年 (1686) 古寛永

寛永通宝 底 面 銅 蒐永お年(1636) 古寛永

寛永通室 底面 銅 寛永13年 (1636) 古寛泳

寛永通宝 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通京 底面 銅 寛永13年 (1686) 古寛永

淳化元宝 麿面 鍋 年(990) 北宋銭 私鋳銭かは不明

第12図 1号墓広出止遺物



Ⅲ-2 墓拡と出上遺物
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第13図 1号・ 2号・ 3号墓砿



II-2,墓拡と出土遺物

0         1        2m

第 14図 2号墓拡断面図
」:    ‖: ll

晰禍10Y R% 砂質ンル |

HI褐 10Y R% 砂質ンル ト 微itの ulj黄偶JOY R%Fri■ を斑状に含む。

明黄福10Y R% 4h  Ji 1莞黄25Y%XItt F・ rtt10Y R/砂 質ンルトをブロ/ク状に含む。

暗灰黄25Y%

呼褐iOY R% 砂質シル ト Ⅲl表よ。

〔竪穴部〕基本層序H層上面から確認された。長軸1,70m、 短軸113m、 隅丸長方形を呈する。

堆積土は3層 (層 No2～ 4)に細分される。壁は基本層序HoⅢ・Ⅳ層からなり、深さ085m、 急

な角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、ほぼ水平である。底面から

染付磁器碗、和鏡と布片が付着 した木製の鋭箱

残片、釘状鉄製品、和鋏、錠前、火打鉄、火打

日           12

2号墓城

墓城群中、西端に位置し、盛上部 と

竪穴部からなる。26号墓城によって切

られている。

(盛土部〕基底部分での大きさは北西

～南東359m、 北東～南西362m、 基

本層序H層 (層No5)上面から盛土(層 No

l)上面までの高さは0.31mで、平面形

は隅丸方形を呈する。盛土は単層 (層

No l)で 、竪穴部のところで、大きく下

方に落ち込んでいる。

第15図 2号墓拡出土遺物仰)

種    別 層位 面 底  部

染仕戴器碗 底面 「金名題□」銘、釉〔明青灰5B% 乾輸ナデ 見込「■」銘、釉 :色調外面と同じ 端皮り硫。制れ口に漆が付IIし ている

権房J 層位 長X幅 ×厚 (Cm) 材質 備

和鏡 底 面 銅 製 円鏡。「天下一」の銘が入っている



Ⅲ-2.墓 拡 と出土遺物

石、それに寛永通宝が21枚、永楽通宝が 1枚出上した。それらは 9枚 (穿に紐が通され、さらに

布でくるまれていた。)、 6枚 (穿に紐が通され、さらに布でくるまれていた。永楽通宝も含む。)、

4枚がそれぞれ錆で覆われ、一塊となっていた。残る3枚のうち、 2枚は保存状況が極めて悪

く、採拓することができなかった。

¶
――
氏

０
博

／
◇

９
Ａ
ＩＩ

‐‐

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日
日

Ｈ

日

Ｈ

ＩＩ

Ｖ

_5

°~ll~

‖‖

一 血|             |

|          :

℃董0あ)ホ
Ю

0     25     5

局

７

0          5          10(lm

種   別 届位 長 X litX厚 (Cm) 材質 備

鋭箱 底面 (121)X(84)X06 木製 外面に布 Hが付着。

釘状鉄製品

木岩が付着して出土。

釘状鉄 製品 底面 鉄製

,J状鉄製品 底EI (62)X06X05 鉄製

釘状鉄製品 底画 鉄製

底面 鉄製

種   別 層tl 長 Xtt X厚 (cm) 脩 士

釘状鉄製品 底面 (33)× 06× 00 鉄 製 木片が付諸して出J:。

和 鋏 底 面

錠 前 臨面 鉄 製

火打鉄 底面 68X(26)X05 鉄 製

底 面

火打石 底面 石 案 重 さ lo 2g

第16図 2号墓拡出土遺物121



II-2.墓拡と出土遺物

鬱韻 ⑬鰻

餓 ⑬に1鶴 9

鯵畿3鰺鬱

3号墓城

墓拡群中、南端に位置し、盛土部

と竪穴部からなる。

〔盛上部〕基底部分での大きさは北

西から南東2.33m、 北東～南西2,72

m、基本層序 H層 (層 No5)上面から盛

土(層 No l)上面までの高さは0.16m

で、平面形は隅丸長方形を呈する。

盛土は単層(層 Nol)で、竪穴部のとこ

鬱

攀
ミ ゝ

熱、

鬱鬱2

亀i6

◇鐘
0   25   5 cm

翰 8

第17図 2号墓拡出土遺物131

層位 背 材質 初 鋳 年 備

寛永通宝 底面 寛永13年(1686) 古寛永

Noユ ～ 9は (穿 に紐が

通され、さらに布で

くるまれていた。)鏑

で覆われ、一塊。

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 炭 面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底面 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 寛永13年 (1686) 古寛永

寛永通宝 銅 寛永13年 (1686) 古寛永

寛永通宝 底面 寛永13年 (1636) 古寛 永

寛永通宝 底面 銅 寛永13年 (1696) 古寛永

寛永通宝 底 面 銅 寛永ユ8年 (1636) 古寛永

琵永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

名  前F 層位 背 初 鋳 卒 備

寛永通宝 底面 寛永13年 (1636) 古究永
N。 lo～ 15は (穿 にイlI

が通され、さらにれ,

で くるま
'し

てヽ`た。

'舗で覆われ 一塊 .

寛永通宝 底画 銅 寛永13年 (1686) ど∫寛 永

寛永通宝 寛永13年(1636) 古寛永

寛永通宝 虞 m 究永13年 (1636) 古寛水

永楽通ま 底面 9111 永楽 年 (14∝ 錫銭かは不け,引

琵永通宝 trl 寃永ユ3年 (1636) 古琵永

N916～ 19は 錨で歿わ

れ 一塊。
寛永通宝 底 面 寛水〕3年 (1636)

寛永通宝 底 面 釧 究 永 年(1636) 古寛永

死永通宝 究永13年 (1696) 古寛永

寛永通ま 底 hi 究永i3年 (1636)

() 05  1 ni
l…

第18図 3号墓拡断面図

色 土    ‖ 備

明黄褐10Y R% 偶IOY R%砂質ンルトをプロック状に含む。

偶IOY R% 砂質ンル |

=Aiい黄給IOY R% 掲10Y R%VjN質 シルト、明黄褐IOY R6/slh上 をアロック状に含む。

瑞灰黄25Y%
FVttIOY R% VJN質 シルト 日表ヨ:.



Ⅲ-2.墓拡と出土遺物

ろで極 く大 きく下方に落ち込んでいる。

〔竪穴部〕基本層序H層上面から確認された。長軸095m、 短軸082m、 やや歪んだ隅丸長方

形を呈する。堆積土は 3層 (層 No2～ 4)に 細分される。壁は基本層序 H・ Ⅲ・Ⅳ層からなり、深

さ0.74m、 急な角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、ほぼ水平であ

る。底面から煙管、飴釉陶器碗が出土した。

―

一

-    1

―
◎

4号墓城   ―■■

墓城群中、最北端に位置し、臨

上部 と竪穴部からなる。

〔盛上部〕基底部分での大きさは

北西～南東390m、 北東～南西

421m、 基本層序H層 (層 No6)上面

から盛土(層 No l)上面までの高さ

は029mで、平面形は隅丸方形を

呈する。ただし、本墓拡は北西辺、

北東辺、南西辺に溝がめぐらされ

ており、実際の高さよりも高く見

える。盛土は単層(層 Nol)である。

0            5           10Cm

第19図 3号墓拡出土遺物

第20図 4号墓拡断面図
色 ■    ‖i lFl 与

HV褐 10Y R% 砂質シル ト

無褐10Y RZ/2 砂質ンル ト 微員の朔責褐 ,OY RS/Rlh■ を班状に含む。

明黄偶10Y R% やi    J「 によい糞橙10Y R%Wよ、晰褐10Y R3/1砂 質ンルトをアロック71Aに含む。

明黄褐10Y RC/A によい女橙iOY R%Wi■  明黄掲iOY RS/81h〕 :を プロック状に含む。
灰黄褐10Y R4/7

嚇禍10Y R3/1 砂質ンル ト

ム
５６

▼

導
長 X中出X「・/にm) を

j4■ llf首 :78X15X01
1吸口 !63X08X01 釧 製 竹製のVケか一部遺布している

輝|■ 嵐 mi
lll茸 :57X14X01

銅 製 竹製のⅢ■が一部44し ている。

内

仕1和 陶 P.碗 髄軸ナテ fl:オ リーブ編25Y% 機強 ナテ 機描ナテ fI:し 胡外山
'と “

」し 41ナ i 笑濃系ltl器。

〔竪穴部〕基本層序H層上面から確認された。長軸1.55m、 矩軸099m、 隅丸長方形を呈する。



II-2.墓砿と出土遺物

堆積土は 4層 (層 No 2～ 5)|こ細分される。壁は基本層序 H・ Ⅲ

急な角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からな

り、凹凸はなく、ほぼ水平である。底面から寛永通宝

1枚 (木片が付着していた。)が出土した。なお、基本

層序H層から須恵器簑の体部破片が出上している。
名  前t ナげly オオτ賃 初 勢 年 常I イ

交永通ま 底 面 911 充永13年 (1636)

'「

究永

第21図 4号墓拡出主遺物

Ⅳ層からなり、深さ100m、

餓阻割卿

12号墓拡

2号墓城と13号墓拡の中間に位置し、盛上部 と竪穴著【〕からなる。25号墓城に切 られている。

幾

畿

齢 t晩

翰1

①5

畿9

鬱■` ' 10

畿

畿

鱒

翰
名  称 層位 材質 を

寛永通宝 底面 釦 寛永13年 古寛永

寛永通宝 底 面 寛永13年 古寛永

寛永通宝 底面 鋼 寛永13年 (1686) 古寛永

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 古寛永

寛永通宝 底面 寛永ユ3年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 究永18年 (1636) 古寛 永

寛永通宝 銅 寛永13年 (1686) 古寛永

寛永通宝 底面 鋼 寛永13年 (1636)

寛永通室 底 面 鋼 寛 3年 (1686 古充永

寛永通宝 寛 3年 (1636 古寛永

寛永通宝 底 面 fl・l 究永19年 (1636)

「
_永通ま k前 JE 3年 (1636 P,究 永

名  /1〔 層0 背 材質 初 筑 年 考

寛永通ま Fk面 銅 寛永19年 (1636) 古寛永

■永通家 銅 寛永13年 古寛永

寛永通宝 底節 寛永13年 (1636) 古琵 永

寛永通ま 庶画 銅 覚 永 3年 古寛永
通され、さらに布で

くるまれていた。)錯

で種われ、一塊。
寛永通室 9「l 寛永ユ8年 (1636) 古寛永

寛永通家 Fk面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 痕mi 銅 寛 永 古寛永

寛永通家 底 面 寛永13年 (1636) 古寛永

琵永通支 寛 永 13年 (1686) 古寛永

第22図 12号墓拡出主遺物(1)
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Ⅲ-2.業 拡と出土Jfl物

Ji    

“

「

'“

褐iOY R% 砂質ンル ト

切黄褐IOY R孫 ホh  J H帝撮10Y R%砂質ンルト に,I,い貧橙10Y R/Wi■ をブロックljNに 含む。

り,女禍 10Y R隊 常褐10Y R%砂蜜ンルト に工い黄給10Y R%lh■ をアロ′ク1人に含む。

晰オリーブ褐25Y3/1

晰IFJIOY R% 砂質シル ト I表 Ji

〔盛上部〕基底部分での大き

さは北西～南東3 27na、 北東

～南西339m、 基本層序 H層

(層 No5)上面から盛土 (層 Nol)

上面までの高さは0.25mで、

平面形は隅丸方形を呈する。

盛土は単層(層 No l)で、竪穴

部のところで極 く大きく下方

に落ち込んでいる。

(竪穴部〕基本層序H層上面

から確認された。長軸1.40m、 短軸105m、 隅丸長方形を呈する。堆積土は 3層 (層 No2～ 4)に

細分される。壁は基本層序H・ III・ Ⅳ層からなり、深さ086m、 急な角度で立ち上がる。底面

は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、ほぼ水平である。底面から寛永通宝が33枚、宋通元宝

が 1枚 、洪武通宝が 1枚出土した。それらは21枚 (穿に紐が通され、さらに布でくるまれてい

鏃 柁餞③0
鱒

鰻3
⑬ 範

名  称 層位 初 鋳 キ 備 者

寛永通宝 底 面 銅 寛 永 3年 (1636) 古寛永

No l-9は (穿 に紐が

通されていた。)鈴 で

猛われ、一塊 .

寛永通貧 寛永18年(1686) 古寛永

寛永通宝 底 面 錦 寛永13年 (1636) 古寛 永

寛永通宝 底面 銅 寛永 古寛永

寛永通宝 銅 寛永13年 1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 寛永13年 (1686) 古寛永

名  称 層位 背 材 質 備

寛永通宝 底面 鋼 寛 永 3年 (1636 古寛永

寛永通室 底 面 寛 永 13年(1636) 占寛永

寛永通室 底面 銅 寛永13年(1630) 占寛永

寛永通宝 底面 銅 寛 永 3年 1636) 占寛永

寛永蝠宝 寛永18年 (1636) 占寛永

来通元宝 底 面 銅 建隆 1年 (960) 北宋銭か私鋳銭かは不明。

洪武通宝 底 面 捌 洪 武 明銭か私鋳戯かは不明。

第25図 12号墓拡出土遺物口
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Ⅲ-2 墓呟と出土遺物

13号墓砿

4号墓城の南東に位置

し、 盛土音Ьと堅穴吉Lか ら

なる。23号墓ナ広によって

切 られている。

〔盛上部〕基底部分での大きさ

は北西～南東454m、 北東～南

西490m、 基本層序Ⅱ層(層No 8)

上面から盛土(層 No l)上面まで

の高さは034mで、平面形は隅

丸方形を呈する。ただし、本墓

第27図 13号墓拡聯面図

J:    ‖| lrl 考

褐iOY R% fl質 シル ト

貫禍10Y R% 砂 lFfン ル ト 微置の IIjl丈偶10Y RS/a釉 J:を 斑状に含む。

工褐iOy R% 微]の明irt褐 10Y R%IIi■ を4f状に含む

叫1黄禍iOY R% 黒欄10Y R%シ ルトをブロィクヨ入に含む。

明黄褐 10Y R銘 ‖   士

によいiyt橙 10Y R% 明 黄褐 10Y R%rl i、 RItt10V R%砂 質 ンル トをブ ロ ック状 に含む。

オリーブ褐25Y%

晰樹IOY R% I表 J:。

厚

城は北東辺に濤がめぐらされており、実際の高さよりも高く見 える。盛土は単層(層 No l)で 、

竪穴部のところでわずかに下方に落ち込んでいる。

〔竪穴部〕基本層序H層上面から確認された。長軸154m、短軸119m、隅九長方形を呈する。

堆積土は 6層 (層 No2～ 7)に 細分される。壁は基本層序 H・ Ⅲ・Ⅳ層からなり、深さ081m、 急

鬱

讐

鱒鏡 鰺

簸

建
1

餞

畿0

鰺
８

一鰺

⑬Q
25 5 Cm

名  称 層位 材質 初 鋳 年 備 子

寛永通宝 寛永13年(1636) 古寛 永

Nα l-6は (穿 に4れが
通され、さらに布で

くるまれていた。)鈴
で凝われ、一塊。

寛永通宝 底面 銅 寛永131F(1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通室 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 電永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1686) 古寛永

寛永通宝 寛永13年 (1686) i;寛 永

第28図 13号墓拡出土遺物

名  称 層位 初 鋳 年 俯

寛永通雲 底 面 銅 寛永13年 (1686) 古寛永 況
竹
か
錆

状
係
な
が

。

存

きヽ
枚
塊

保
く
で
５

一

と
悪
が
の

１０
て
と
枚
れ

ヽ
め
こ
１
わ

７
極
る
た
覆

�
が
す

つ
で

寛永通宝 寛永13年 (1606) 古寛永

寛永通宝 底 面 斑永13年 (1636) 古寛 永

寛永通宝 底面 銅 寛永18年 (1686) 古究永

仕指していた。)銘 で

覆われ 一塊。
寛永通宜 底 面 寛永13年 (1630) 古寛永

琵永通焦 残 面 銅 琵永i3年 (1636) 古寛 永

元豊通宣 底 面 朗 元建通宝 (1078) 北末錢′私鋳鋭かは不明 |



Ⅲ-2 墓転 と出土遺物

な角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、ほぼ水平である。底耐iか ら

克永通宝が14枚 、元豊通宝が 1枚出土した。それらは 6枚 (穿に絹たが通され、さらに布で くるま

れていた。)、 5枚 (1枚は保存状況が徹めて悪 く、採拓することができなかった。)、 4枚 (木居

が付着していた。)がそれぞれ鋪で覆われ、一塊となっていた。

14号墓城

2号墓城の北西に位置し、竪穴部からなる。近時の改葬のため、上半部が破域されている。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。062m四方のllPj丸方形を呈する。堆積土は2層 (層 Nfl

1～ 2)に細分される。壁は基本層序Ⅳ

層からなり、残存する深さは026m、

急な角度で立ち上がる。底面は基本層

序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水平で

:        I  〕
2

1     
∝m

⑬5鬱斡
鋤
］

◎

③
8

-機
2

∞餞9建
第29図 14号墓拡出土遺物(1)

早   2i5`..写
(ln

II  別 1層位 /1 面 Fk 部 内 面 備  考

白確付皿 1底 面 沈線、灰白10Y% ,デ rd i灰 由 N8/

II  房1 層位 長×幅×厚 (cm) 材質 備  考

かんざし 広 面 鍋 製

名   れi 席位 初 射 守
`

寛永通すt 度面 寛保 1年 (1741) 新究永

No3-20は (穿 に紐が

通され、さらに布で

くるまれていた。)銘

で覆われ 一塊

寛永麺雪: 底面 釧 延 宝 年(1673 所寛永

寛永通貨〔 釧 延Ⅲ(1年 (1673) 新奄永

寛永 IFuttt 底 画 延宝 二年(1673) 新寛永

班永通す 臨面 延
=
年 (1673) 新寛永

究永通荀t 延0(1年 (1673) 新寛永

文久永缶: 底 面 H波

文久永す 底面 11波 釦 文久 3年 (1863)

文久 3年 (1863)

名   鴇( 層t 背 材質 ち

文久永室 嵐 画 文久 3年 (1863)

文久永
=

文久永宝 底 面 だ久 3年 (1863)

文久永宝 底 面 3・l 文久 3年 (1863)

文久永ま 文久 3年 (1863)

文久永宝 底 面 11涯 釧 文久 3年 (1863)

文久永宝 度 面 朗 丈久 3年 (1863)

文久永宝

文久永う: 氏蘭| 文久 3年 (186お )



Ⅲ-2 墓拡 と出土遺物

0   05   1m
l…

第30図 14号墓拡断画図

と 11 円 偶

り,Xtt10Y R% 灰女禍10Y R%砂 Ifン ルト イ貨■25Y%*hiを フロック状に含む。

,常 オリーブ拙25γ %

ある。底面から白磁紅皿、かんざし、それに寛永通宝が12枚、文久永宝が16枚 、天保通宝
が 1

枚出上した。それらは18枚 (穿に紐が通され、さらに布でくるまれて
いた。)、 5枚 (穿に紐が通

され、さらに布でくるまれてし!た。)がそれぞれ錆で覆われ、一塊となって
いた。なお、木片や

板ガラス小破片も数枚出土している。

鬱)⑬
l

一敬

⑬鰺
5
鬱

6

11

と十→―卜rttf二十引卜十fCm

15号墓城

2号墓城と9号墓城の中間に位置する。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。

積土は3層 (Nol～ 3)に細分される。壁は基

本層序Ⅳ層からなり、深さ076m、 急な角

度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層から

なり、凹凸はなく、水平である。底面から   ♀ !i! Im

和鏡、煙管、それに寛永通宝 9枚 (布でくる

まれていた。 1枚は保存状況が極めて悪く、

採拓することができなかった。)が錆で覆わ

れ、一塊となって出上した。

長軸 130m、 短軸1 1lm、 隅丸長方形を呈する。堆

F星
騨

名   鴇( 層位 初 男 牛

売永通宝 FA tti 延ぢ:1年 (1673) 刑i究永

NoI-5は (穿に朝「か

通され さらにれで
くるまれていた。)飴

で覆われ 一塊。

売永逝ζ: Aれ i 削 延〔111年 (1673) 新■永

寛永通室 k面 延イ 年(1673 新 究 水

寛永 lftl字 /Ami 延tl年 (1673) 翔i査 永

究永通宝 Iflt二 年 新班永

究永通生 lk tti 延よ1年 研究 ボ

文久永宝 底 両 ■ rk

文久永0ミ 鋼 文久 3年 (1863)

文久永宝 底面 文久 3年 (lS63)

文久永京 底面

天保通雪ミ FA面 天llt 6年 (lS35)

第31図 14号墓拡出上遺物121

第32図 15号墓拡断面図

色 i   性 備

暗褐iOY R% 砂質ンル ト 黄橙iOY R7/8お ■、浅黄25Y%格 土をアロック状に含t・。

黄橙10Y R7/s イ占    ■ 浅女25Y%枯土をアロック状に含む。炭化物を含む。

兵10Y R1/ シ リレ  ト 少量の炭化物を含む。
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II-2 墓城と出土遺物

0            5           10Cm

―
◎

鬱餓 ⑬
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簸

鑢
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5 Cm
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第 35図 16号墓拡 断面國

深さ098m、 急な角度で立ち上がる。

底面から煙管、古銭 (釘手ついているた

日 >カ

∞

詩

３

　

‐ＯＣ

―
◎

第36図 16号墓拡出土遺物

欝 4翻

16号墓転

2号来城こと15号真城の中間に位

診する。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認

された。長軸1.00m、 短軸090m、

ほぼ円形を呈し、本墓城群中、特

異な平面形をなす。堆積土は 3層

豆

″′

″

ヽ

(層 No l～ 3)に 細分される。壁は基本層序Ⅳ層からなり、

底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水平である。

め、その名称、枚数は不明である。)が出上した。

塙     ∈
1乖房1 層

'
長×幅×厚 (Cm) 材  質 偽 考

煙奮 底面
雁首 :48X17X01

銅  製 竹製の霧字が一部遺存している。

古銭 底 面 銅 鉄 鉄銭は l」I台 通まか
'

古銭 底 両 鉄銭は仙台通宝か '

II別 層位 長×幅 X厚 (Cm) 材質 考

和鋭 底面 91・ 製 柄鋭。「上鳴和泉Jの 銘が入っている。

‖省 底 面 吸口 :7 0Xl ,XO l 竹 製の冊宇が一部避
=し
てい る。

第34図 15号墓拡出土遺物

名  称 層位 背 初 鋳 年 備 考

寛永通宝 底面 文 銅 寛文 3年 (1668) 新寛永 況
拓
か
で
が

ｏ

状
採
な
布

。
，
塊

”一井］牽一

３
紅
る
た
る
で

亜
が
す

つ
く
錆

寛永通 宝 延 宝 二年 (1673) 新 寛 永

寛永通宝 /H面 銅 延 宝 年(1673 新寛永

寛永通宝 底両 銅 延宝 1年 (1673) 新寛永

名  称 痛位 |オ質 lJ 劣 年

寛永通宝 底面 銅 延宝 1年 (1673) 新寛永

寛 永通宝 新寛末

寛永通宝 底面 銅 延tl年 (1673) 新寛永

寛永通宝 底 面 銅 廷宝 1年 (1673) 新寛永

也 ‖ 七

`い
貫褐iOY R% 砂質ンル I h持 10Y R/8キイI■ をブロ′ク1人に含む。

にオい tVt拙 10Y R%ff/11ン ル ト |え IIt2 5 Y%*1,■ をブロ ′ク】人に行む

!禍25Y% 尺化物を介む



nI-2 墓拡と出上遺物

17号墓砿

2号墓転と9号墓城の中間、15号基

城の北側に位置する。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認され

た。長軸127m、 無,軸 108m、 隅丸長

o   05   1m

ー第 37図 17号墓拡断面図

し 七

マIい 気伽 oY R/ 砂τ:テ ルト ll猾 10Y R/*Jィ ■をプロック状に
'む
。

貫持 10Y R/R ll,    ■ えIWt2 5 Y%*hrを アロ′ク】入に
'む
す少llの炭化物を含と。

‐娃
ウ

ハ
Ｈ
ハ
旧
Ｈ
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L→ ‐ 十 革 +‐ 卜 劇

Cm

簸3

翰7

∞

回赳
=司

3

0        7

0

翰

匠y=三⊃]

玲
5

醇
|

方形を呈する。堆積土は 3層 (層 Nr)1～ 3)に細分される。壁は基本層序Ⅳ層からなり、深さ061

畿鶏8 購
rf 別 層位 長XIBI X厚 (cm) |ぢ Ff

観  冒 底画
雁首 :44X16XO]
吸口 :76× 08× Ol 鋼 製 竹製

の紺字が一部14存 している

金 具 底面 鉄製

金 具 底面 32X(19)X01 鉄 製

金  具 底 面 鉄 製

金 具 底画 鉄 製

金 具 底面 (33)X(14)X03 鉄 製

和 鋏 底面 (126)× 29× 04 欽 製

火打鉄 底 面 鉄 製

火打イi 底面 室 き

名   れ, 暇位 材 r/f 初 llf 年 考

■末通1そ 延 kl年 (1673) 新究水

究 永通 it 廷111年 (1673) 新寛永

寛永通 it 氏 I前 3・l 延
=1年
(1673) 新貨永

JL水通t Ft rH 延 質 年(1673 新寛永

寛 永通 :k 鷺 面 延 !貨 1年 (1673) 新寛永 が極めて悪く 採I●
することができなか

ったlkの 12枚 力Ц布
でくるま,し ていた )

靖で猛われ 一塊 ,

寛永通 I焦 新寛求

寛永通点 残 面 延 tl年 (1673) 新寛 永

寛永通 :t 底 面 銅 延
'1年
(1673) 新寛永

VE永 通 1貧 新寛末

斑末通 :蕉 lk面 鋼 延 iミ ニ年(1673) 新■ 水

寛水通 ヽ 底 Ih 延(1年 (1673) 新寃水第38図 17号墓拡出主遺物



Ⅲ-2 墓拡 と出土遺物

m、 急な角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水平である。底面か

ら煙管、金具、和鋏、火打鉄、火打石、それに寛永通宝12枚 (布でくるまれていた。1枚は保存

状況が極めて悪 く、採拓することができなかった。)が錆で覆われ、一塊となって出上した。

18号墓城

2号墓砿と17号来城の中間に

位置する。竪穴部からなる。

(竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確

認された。長軸098印 、短軸0

92m、 ほぼ円形を呈し、本墓城

群中、特異な平面形をなす。堆

ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹

凸はなく、水平である。底面から灰粕1陶器碗、

恩管、古銭 (錆ついているため、その名称、枚

数は不明である◎)が出上した。   0

第39図 18号墓拡断面図

と J:    441

におtい .lt樹 IOY R% 砂 質 ンル ト ltttiOY R%格 ■ 1夫貫25Y%*hJiを アロック1人に含む。

り1女褐10Y R% によい女褐10Y R%砂質シルト ikIV 2 5Y%lh■ をブロック1人に含む。

'Iオ
リーブ褐25Y%

積土は 3層 (層 No l～ 3)に 細分される。よは基本層序Ⅳ層からなり、深さ108m、 急な角度で立

吃20
◎

Ⅲf  "1 考

灰¬II`〕朴 tt (ti 租憶ナテ いは内1つ れ,:灰 山75Y% IA帖ナテ 馳構ナデ fI!也 調外面と同じ 瀬,i 美濃系」rJ器 。内 外ぬFに―割よつつ共独か入っている

第40図 18号墓拡出主遺物

19号墓城

12号基拡の南東に位置する。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。長軸121m、

匁,軸 093m、 隅丸長方形を呈する。堆積土は 3層 (層

No l～ 3)に 細分される。 壁は基本層序Ⅳ層からなり、

深さ073m、 急、な角度で立ち上がる。底面は基本層序

Ⅳ層からなり、凹凸はないが、南十員」がやや低い。医顧i

から和鏡、寛永通宝12枚が出土した。それらは 6枚 (穿

に紐が通されていた。木片が付着していた。)、 4枚 (穿

に細:が通され、さらに布でくるまれていた。)がそれぞ

れ鐸iで覆われ、一塊となっていた。なお、図化できな

かったが、本や布の小破片、炭化物も出上している。

種別 将位 長×幅 X厚にm) 材  rI ち

4管 庶面
雁
吸 aII 製

竹製のr4宇 が一吉[週 7Fし ている。ま
た、表節iに 布川が

'I折

している。

,f戯 嵐 ni 9・l欽 飲銭は■1+ュ ltb雪〔か
'

障
一
―⌒ ―
_却 η

村
"1

層& 筐 X IEI X厚 (Cm)

`
綿

和鋭 図版21

第41図 19号墓砿出主遺物(1)
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β
第42図 19号墓拡断面図

彩

0   0 5   1m
十

一

聾畿

鬱⑬

穴部か らなる。

∞
乃

1  1

③
、0  25  5
1…

鱒

③ 鬱 〇 巖

鬱
6

齢鋤 機幾1

第43図 19号墓拡出土遺物121

Cm

20号墓城

2号墓城と12号裏城の中間に位置するが、

時の改葬のため、西端部が破壊されている。

名   称 層位 オオ質 初 鋳 年 僑 七

寛永通宝 底面 寛永13年(1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 寛文 年(1668 新寛永 通 され、さらに布で

くるまれていた。)銘
で覆われ ―塊。

寛永通宝 延 T~1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 底面 銅 廷宝 1年 (1673) 新奄永

寛永通宜 Ft面 延 宝 年(1673 新寛永

寛 永通 窯 延宝 1年 (1673) 新究永

色 を

貰ヽ褐〕 R% 砂質ンル ト A怜ユOY Rスポ11ヨ iを ブロ′ク】入1こ 奮む。

'Iオ
リーブ褐25Y% rt物 を含む。

轟
―

近
　
竪

2的鶴3鵡餞

第45図 20号墓拡出土遺物

名  f/1( 層位 IIl " 守 備

`
寛永通ま 釘1 析究永

寛永通宝 底 面 明和 6年 (1769) 新寛永

寛永通争: 庶蘭i 明和 6年 (1769) 新究永

也 m

‖鶴,OY R% 砂質ンル ト 藍橙10V Rス Ih i ,表 批2 5YZ‖ ■をプロンクよに含む。

賛絶10Y Rス i文 虻25Y〃‖lJ:をブ9ッ ク1人に含む。

半褐2 5Yχ

名  称 層位 ,ヤ オヽ質 初 鋳 年 備 考

寛 永通 1掟 底 面 銅 寛永i3年 (1636) 古寛永

Nol～ 6は (穿に経が

通されていた。木片

が付■fし ていた。)鈴
で覆われ、一塊。

寛永通宗 底面 銅 延 宝 1年 (1673) 新舞 永

寛永通 li 茂 面 延 宝 年(1673) 新寛永

寛永通 i 銅 廷宝 1年 1673) 新寛永

寛永通宝 廣面 廷 宝 1年 (1673) 新寛泳

寛永通宝 底面 銅 延 宝 年 (1673) 新寛永

0  05  1m

第44図 20号墓拡断面図

fT男 J 層位 長X4EX厚 (cm) 材質 備   ;

煙 管
雁首 :4 0Xi eXo,

師 製

名   称 層位 材質 初 鋳 年 備 考

寛永通室 底面 銅 延宝 二年(1673) 新寛永

No 2～ 夕は鈴で種わ

れ、一塊。
寛永通宝 底面 銅 延宝 1年 (16″ 3) 新寛永

寛永通宝 底 面 延宝 1年 (1673) 新寛永



Ⅲ-2 墓拡出土遺物

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。長軸1.08m、 短軸094m、 隅丸長方形を呈する。堆

積土は 2層 (層 Nol～ 2)に 細分される。壁は基本層序Ⅳ層からなり、深さo30mで、他の墓城と

比較すると、極 く浅い。また、壁も緩やかな角度で立ち上がり、他と状況を異にしている。底面

は基本層序Ⅳ層からなり、中央部分が低く掘り窪められている。底面から煙管、それに寛永通

宝 6枚が錆で覆われ、一塊となって出土した。

21号墓城

19号墓城の北東に位置する。本墓城の北東部分が

今回の調査対象域から外れていたため、完掘するこ

とはできなかった。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。北西～南

東軸1.02m、 北東～南西軸は未調査であるが、概ね

隅丸方形を呈するものと思われる。堆積土は3層 (層

第46図 21号墓拡断面図

色 考

黄褐IOY R% 砂質シル ト 黄橙 iOY R/8格 土をプロ ッタ状に含む。

黄橙 10Y R7/8 オ占   士 浅黄25Y%II上 をプロック状に含む。
黒褐25Y%

No l～ 3)に 細分される。壁は基本層序Ⅳ層からなり、深さ0.82m、 急な角度で立ち上がる。底面

は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水平である。底面から寛永通宝 6枚 (布でくるまれてい

た。 1枚は保存状況が極めて悪 く、採拓することができなかった。)が錆で覆われ、一塊となっ

て出土した。

名  称 層位 背 |オ質 備 子

寛永通宝 底 面 銅 寛永18年 (1636) 古寛永
No l-5と 保存状況
が極めて悪く、採拓

することができなか
った1枚の6枚 (布 で
くるまヤしていた。)は

銘で覆われ、一塊。

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1686) 古寛永

寛永通宝 延宝 1年 (〕 673) 新寛永

寛永通宝 底 面 銅 廷宝 1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 底 画

⑬鶴i●餞 ③03°餞

第47図 21号墓拡出土遺物

22号墓城  ― |  |

21号墓城の北に位置する。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。長軸097m、

短軸090m、 ほぼ隅丸方形を呈する。堆積土は 3層 (層

No l～ 3)に細分される。壁は基本

層序Ⅳ層からなり、深さ0.93m、

そ、な角度で立ち上がる。底面は基

lm

第48図 22号墓墟断面図
色 士   性 備

暗掲10Y R% 砂質ンル ト 黄橙10Y R%枯土、浅黄25Y%構■をアロック状に含む。

黄橙ユOY R% 町褐]OY R%砂質シルト 浅責25Y%イ hiを プロック状に含む。
晰オリーブ偶25Y3/1 炭化移 を少量含 tJ。



Ⅲ-2 墓拡と出土遺物

叫

一

]
1

0            5            10Cnュ

⑬鱒2③

本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水平である。底面から和

鏡 (血盆経が記された和紙が付着 していた。)、寛永通宝22枚が

出土した。それらは 6枚 (穿に紐が通され、さらに布でくるま

れていた。)、 5枚 (布でくるまれていた。)、 4枚 (穿に紐が通

され、さらに布でくるまれていた。)、 3枚 (木片が付着してい

た。)、 2枚 (木片が付着していた。)がそれぞれ錆で覆われ、一

塊となっていた。

∞

鰺

磯.6
3鬱壽4

°16

鍮20

紬
◇w

⑬

③

◎鱒別
0   25   5 Cm

欝餓

15

餞9

第49図 22号墓拡出土遺物

種別 層位 長×幅×厚(Cm) 材質 備 考

和鋭 底 面 9R製 円鏡。血盆経が記された和紙が付着。

名  称 層位 材質 初 鋳 年 備

寛永通宝 底面 銅 寛永ユ3年 (1636) 占寛永

Nα2-7は (穿 に組が
通され、さらに布で

くるまれていた。)舗
で積われ、一塊。

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 寛永 13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 寛文 年(1668) 新寛永

寛永通宝 底 面 廷宝 1年 (1673) 新寛永

■永通宝 底面 錦 廷宝 1年 (1673) 新寛永

No8-12は (布 でくる

まれていた。)銘 で蔑

われ、一塊。

寛永通宝 底面 銅 延宝 年(1673) 新寛永

党永通宝 銅 延宝 二年(1673) 新寛永

寛永通室 底 面 IB 廷宝 二年(1673) 新寛永

寛永通宝 底 面 銅 廷 宝 年(1673) 新寛永

名  称 層位 背 材 質 初 鋳 年 備 考

寛 永通 室 銅 延宝 1年 (1673) 新寛永
No13～ 16は (穿 に紐

が通され さらに布
でくるまれていた。)

鏑で穫われ、一塊。

寛永通宝 底面 lF 廷宝 1年 (1673) 新寛永

党永通宝 底面 銅 廷宝 1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 底 面 銅 延宝 1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 底面 銅 寛永13年 (1686) 古寛永
lf9 17～ 10は (木 片が

付着していた。)鏑 で

覆われ、一塊。

完永通宝 底面 銅 廷宝 1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 銅 延宝 1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永 Nα20～ 21は (木 片が

付着していた。)舗 で

覆われ、一塊。寛永通宝 底面 鋼 廷宝 二年(1673) 新寛永

寛永通宝 銅 廷宝 1年 (1679) 新寛永 木片が付着。

寛永通宝 底画 銅 延玄 1年 (1673) 新寛 永 木片が付着.



23号墓城

13号墓拡の盛上部南隅を切っている。

竪穴部からなる。

〔竪穴部〕13号墓城盛上部の上面から確

認された。長軸132m、 短軸0.80m、 隅

丸長方形を呈する。堆積土は3層 (層 Nol

Ⅲ-2 墓城と出土遺物

0  05  1m

ー第50図 23号墓拡断面図

土    世 備

暗褐75YR% 砂質シル ト 黄燈10Y R%粘土、浅黄25Y%猫上をアロンク状に含む。
黄橙10Y R% 粘    土 浅黄25V%粘土をアロンク状に含む。

灰黄褐10Y R%

～3)に 細分される。壁は13号墓城盛上部、および基本層序 H・ Ⅲ・Ⅳ層からなり、深さ0.84m、

急な角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水平である。底面から寛

永通宝 8枚、名称不明の古銭 1枚 (布でくるまれていた。)が錆で覆われ、一塊となって出土した。

鰺 ◇ ③⑬2
⑬⑬

4

° 5 鰯⑬7

麟

24号墓城

13号墓城の南東に位置する。今回の調

査対象域から外れていた本墓城南東隅は、

検出することができなかった。竪穴部か

らなる。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。

長軸1.22m、 短軸099m、 隅丸長方形を

第51図 23号墓拡出土遺物

0  05  1 rn

…

第52図 23号墓拡断面図

色 土    世 備

暗褐10Y R% 砂質シル ト 黄橙ユOY R7/8Frj土 1売佗 5Y%枯土をブgッ ク状に含む。

黄橙10Y R% 晴褐ユOY R%砂質シルト、浅黄25Y%tr iを アロッタ状に含む。

黒褐25Y3/ 炭化物を少量含む。

呈する。堆積土は 3層 (層 Nol～ 3)に 細分される。壁は基本層序Ⅳ層からなり、深さ090m、 急

な角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水平である。底面から煙管、

名  称 層位 背 材質 初 鋳 年 備

寛永通宝 底面 銅 延室 1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 延雲 1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 底面 銅 延 宝 年 新寛永

寛永通宝 底面 錦 延宝 二年 673) 新寛永

寛永通宝 底 面 延 宝 1年 (1673) 新寛永

名称不明 底面 銅 ―――――― (―――)

名  称 層位 背 材質 初 鋳 年 備 考

寛永通宝 底 面 寛文 8年 (1668) 新寛 永
Nol～ 9は (布 でくる

まれていた。)鈴 で猛

われ、一塊。

寛永通宝 底 面 銅 延宝 1年 (1673) 新寛永

寛永通宝 底 面 銅 延宝 二年(1673) 新寛永



m-2 墓拡 と出土選物

鉄鍋 (伏せられた状態で検出された。)、 寛永通宝24枚が出土 した。それらは18枚 (穿に紐が通さ

れていた。)、 6枚 (穿に紐が通されていた。)がそれぞれ錆で覆われ、一塊となっていた。

中

|   】

◎

⑬ ③⑬
6

鰺
5

鰺
⑬

嬢

9翰
◇

③

③

＠

⑬

⑬の7③建

観 翰

鬱

10

14

0    25    5 cm鱒

範別 層位 長×幅 X厚 (Cm) 材質 備 考

煙 管 底 面
歴首 :O OXl l× 01
吸 口 :―― ― ― ―― ― ―

銅製 竹製の羅宇が一部遺存している

名  称 底 面 肯 材 質 初 鋳 年

寛永通宝 底 面 琵永ユ3年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 銅 寛永13年 (1636) 古寛永

寛永通宝 底面 銅 寛永13年 (1636) 古寃永

寛永通宝 寛文 8年 (1668) 新寛永

寛永通宝 底面 文 銅 寛文 8年 (1668) 新寛永

寛永通宝 底面 銅 新究永

寛永通宝 底 面 文 銅 寛文 8年 (1668) 新寛永

寛永通宝 底 面 文 銅 寛文 8年 (1668) 新寛永

寛永通雲 底面 寛文 8年 (1668) 新寛永

寛 永通宝 底 面 延宝 二年(1673) 新寛永

寛永通宝 底 面 銅 lI宝 1年 (1073) 新寛永

寛永通宝 底 面 銅 廷宝 1年 (1673) 新寛永

種別 層位 径×高 X厚 (em) 材質 備

鉄 製 ―対の耳と鍋尻に三脚がついている

名  称 層位 材質 者

寛永通宝 底面 銅 寛永ユ3年 (1636) 古寛永

No3-20は (穿 に経が

通されていた。)鈴 で

覆われ 一塊。

寛永通宝 底 面 錦 寛永13年 古寛永

寛永通宝 底 面 錦 寛永18年(1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 銅 寛永18年(1636) 古寛永

寛永通宝 底 面 錦 寛永13年 036) 古寛永

寛永通宝 底 面 錦 寛永18年 (1686) 古寛永

第53図 24号墓拡出土遺物(1)
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25号墓城

12号墓城盛上部の南東辺を切

っている。ただし、近時の改葬

のため、最上部が破壊されてい

る。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕12号墓拡盛上部の上

面から確認された。112m四方

の隅丸方形を呈する。堆積土は

m、 隅九長方形を呈する。堆積土は 3層 (層 Nαl～

3)に 細分される。壁は 2号墓城盛土部、および基

本層序HoⅢ・Ⅳ層からなり、深さ132m、 急な

角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、

凹凸はなく、水平である。底面から遺物は出上し

なかった。

第54図 24号墓拡出主遺物121

0  05  1m

―第 56図 26号墓拡断画 図

Ｍ鞘
廓
．Ｈ

0  05  1m

…

第55図 25号墓PFA断面図

■    ‖

にⅢいltt褐 10Y Rχ 砂質シル ド FVlttiO y R%Itt」 :、 i貨■25V%*h上 をフロ ック1人 に含む。
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3層 (層 Nol～ 3)に 細分される。壁は12号墓城盛上部、および基本層序 H・ Ⅲ・Ⅳ層からなり、

深さ1.36m、 急な角度で立ち上がる。底面は基本層序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水平である。

底面から遺物は出土しなかった。

26号墓城

2号墓城盛上部の北西辺、並びに同竪穴部の北隅を切っている。また、

近時の改葬のため、本墓城北半部が破壊されている。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕2号墓城盛上部の上面から確認された。長軸1.40m、短軸1,02

４
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Ⅲ-3 1層 ・H層出上の遺物

27号墓城

12号墓城の南に位置するが、近時の改葬のため、上半部から下半部にかけて破壌されている。

竪穴部からなる。

q      
「

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。長軸084m、

短軸065m、 隅丸長方形を呈する。堆横土は 2層 (層 Nol

～2)に 細分される。壁は基本層序Ⅳ層からなり、残存す

る深さは025m、 急な角度で立ち上がる。底面は基本層

序Ⅳ層からなり、凹凸はなく、水

平 である。底面から遺物は出土し

なかった。
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晴オリープ褐25Y%

28号墓城

2号墓城の北西、14号墓城の北に位置する。近時の改葬のため、上半部から下半部にかけて、

破壊されている。竪穴部からなる。

〔竪穴部〕基本層序Ⅳ層から確認された。長軸078m、 短軸073m、 ほぼ隅丸方形を呈する。

堆積土は 2層 (層 Nαl～ 2)に 細分される。壁は基本層序 呈 F

囀 潟 郷 、嚇 する脚 的 、急な角度で立
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しなかった。
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明黄褐10Y R6/8 灰黄褐10Y R4/2砂 質シルト、浅黄25Y%Itj土 をプロック状に含む。
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3.I層・ H層 出土の遺物

I層 (表土 )、 および塚を伴なう近世墓城が掘り込み面としている

II層 (I日表土)か ら出土した遺物としては、土師器、須恵器、磁器、

墓標があるが、それらは量的には極めて少ない。

細片のため図化し得ない土師器、須恵器については、第 5表に I

層・H層 出土土器破片資料として収録した。

実測が可能な須恵器、磁器、採拓可能な須恵器に関しては第59図

に1層出土遺物として掲載した。 1は底部に高台が付された須恵器
第 5表 I層・ II層出主
主器破片資料
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第59図 I層出止遺物(1)

種    別 外 底  部 内

須恵器PJ台 付 .・ 機転ナデ 灰5Y% 睦強ナテ 雑櫨ナア、灰れ5Y%

2 瓶志器蜜 ap日 、灰75Y% 当日、色調外面 と F・ lし

′煎な器蜜 叩日 灰5Y% 当日 色調外画と同じ

4 須忠器喪 町
'日
灰オリーブ5Y% 当日 色調舛画と同じ

白磁′よヽ不 釉 :灰 白5CY% 強強 ナ テ 釉 :色調外面と同じ 肥前磁器。   図llk25-5

の壺 である。 2～ 4は 内面の調整、厚さ、色調、胎土など、それぞれ微妙に異なるが、外面の

叩き目が酷似していることから、同一個体の可能 1生がある。 5は段によって体部と画された口

縁部が軽 く外反する白磁の高台付小lThである。本遺跡内にある墓の盛上部に供献されたか、あ

るいは、竪穴部に副葬されたものであろう。

第60図 1は高さ21cm、 幅15Cm、 花聞岩製の

丸石を用いた墓標である。上端部には円相が

配され、その下から下部にかけては「観円稚

児」 と戒名が刻み込まれている。そして、そ

の右側には「次郎左衛門子」、「文久二成年」(

1862年 )、 左側には「八月二日」、「寂辰ニオ」

と記されている。戒名の下には蓮弁が刻まれ

ている。本墓標は、近年、門脇家が行った改

葬の際、観昌寺には移動されずに、取 り残さ

れたものと思われる。

o      10      20(山
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Ⅳ-1.住 居跡

Ⅳ.考 察 遺物 と遺構の検討

1.住居跡

住居跡から出上した遺物とその年代

1号住居跡から出上した遺物のうち、図化し得たものとしては土師器郭(第 6図 1、 2)、 同甕

(第 7図 1、 2、第 8図 1～ 5、第 9図 1、 4)、 須恵器郭 (第 6図 3～ 6、 第 9図 2、 3)、 同鉢 (第 6

図 7、 第 9図 5)、 同甕 (第 9図 6)、 それに祗石 (第 9図 7、 8)がある。

上師器郭は、いずれも製作にあたってロクロを用いないものである。第 6図 1は体部外面に

段を有する丸底のもので、口縁部にはヨコナデ、体部から底部にかけてミガキ、内面には ミガ

キと黒色処理が施される。第 6図 2は休部外面に段が認められず、底部を欠くが、平底のもの

と考えられる。日縁部にはヨコナデ、体部にはケズリ、内面には ミガキと黒色処理が施される。

こうした特徴をもつ土師器ネは、瀬峰町大境山遺弥第 4土器群 (阿部正光・赤沢靖章 :1983.3)、

志波姫町糠塚遺跡(小井川和夫・手塚均 :1978.3)な どに類例を求めることができる。

上師器甕は全て、製作にあたってロクロを使用しなかったものである。外面は口縁部がヨコ

第61図 1号住居跡出主遺物
(縮尺 %)



Ⅳ-1.住 居跡

ナデ、体部がケズリ、内面は口縁部がヨコナデ、体部がヘラナデ、またはナデ調整が施されて

いる。器高が口径より大きい長胴形で大型のもの(第 7図 1、 第 9図 1)、 中型のもの(第 7図 2、

第 8図 2)、小型のもの(第 8図 1)、 器高と口径がほぼ等しい短胴型で小型のもの(第 8図 3)、

器高が口径より小さい広口形で小型のもの(第 8図 5、第 9図 4)、体部が極めて強い膨みをもつ

胴張り形のもの(第 8図 4)がある。大境山遺跡第 3土器群、並びに第 4土器群 とほぼ同じ内容

を持つものであるが、強いて述べれば、第 4土器群に強い類似性が認められる。

須恵器界には体部下半に極 く弱い膨みを有し、全体形に対して底径が大きく低平なタイプ(第

6図 3、 4)と 、底径がやや小さく、器高が高いタイプ(第 6図 5、 6、 第 9図 2、 3)と がある。

全体形が低平なタイプは、大境山遺跡 2号住居跡からまとまって出土して、第 3土器群に属す

るとされた須恵器郭 C11に も共通した器形を呈するが、体部下半の膨みが弱いという点を考慮

すれば、11号住居跡 と13号住居跡から出上して、第 4土器群に位置づけられた須恵器孫 C12に

より近似した特徴を備えている。底径がやや小さく、器高が高いタイプには底部の切 り離しが

回転ヘラ切 りによるもののほか、摩減や欠損のため不明のものがある。大境山遺跡出土資料の

うちで本例 と類似するものは、第 4土器群に位置づけられた22号小竪穴遺構出上の須恵器郭 C

Шがあげられる。

須恵器鉢 (第 6図 7、 第 9図 5)は底径が大きく低平なもので、体部が緩やかな九味をもって外

診乙畑
「

~¬
 第9図 7

―
υ拘∋
⊂ユ第9図 8

第62図
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Ⅳ-1.住 居跡

傾 し、口縁部に至って強 く外反する器形を呈する。

須恵器甕 (第 9図 6)とよ外面にタタキロを有する胴張 り形のものである。

祗石 (第 9図 7、 8)は凝灰岩を素材とするもので、第 9図 1は概ね方形を呈するものであるが、

第 9図 2は破損資料のため、全体の形状は不明である。

以上、 1号住居跡から出上した遺物についてその概略を述べたが、土師器郭や甕、須恵器爪

の特徴から東北地方南部における土師器編年上、国分寺下層式 (氏家和典 :1961,3、 1967.9)の

中でも糖塚遺跡第 1群土器や大境山遺跡第 4土器群に併行する段階、即ち、国分寺下層式の新

しい段階であることが判明した。年代的には 8世紀後半頃と把握するのが適当であろう。

住居跡の年代 とその特徴

1号住居跡から出上した遺物については前項での検討の結果、国分寺下層式の新段階、 8世

紀後半頃と位置づけることができた。 1号住居跡の機能した時期、廃棄された時期も概ね、そ

の年代 と考えられる。

1号住居跡の竪穴層位は 3層 に大別され、いずれも自然堆積層であるという報告はⅢ-1、

1号住居跡の項ですでに行った。ここで明記しておかなければならないことは、住居跡が廃棄

され、カマ ドの燃焼部 と煙道内に初期の堆積上が堆積 した時点で、竪穴住居内で火災が生 じた

という事実である。即ち、竪穴層位第 3層のうち、床面上に広 く分布する層No 8は 多量の炭化

材と炭化物、少量の焼土を含み、同じくその上に堆積する層Nα 7は 少量の炭化物 と分量の焼土

ブロックを含む層 として把握された。この調査結果を踏まえれば、本住居跡はいわゆる火災住

居 と呼ばれる例に該当し、また、その火災は住居跡が廃棄され、カマ ドの燃焼部 と煙道内に初

期の堆積上が堆積するまで発生しなかったという事実、さらに火災鎮火後、竪穴住居内を埋め

戻したことを示す人為的堆積土が認められず、10世紀前半頃と推定される灰白色火山灰 (白鳥

良一 :1980.3)降 下時まで、深い窪地として残っていたことも分かった。しかし、今回の調査

では残念ながらその火災の原因、または目的、意図などは明らかにすることはできなかった。

今後、十分な問題意識をもった精密な調査事例を重ねて、火災住居の成因を究明してゆく必要

があろう。

本住居跡のカマ ドについては燃焼部が竪穴外に「∩」形に突き出し、さらにその先端に煙道部

が付設された構造をなしている。このような例は稀で、瀬峰町内では大境山遺跡13号住居跡に

類例が認められるだけである。

また、本カマ ド内堆積土層No16イよ多量の焼土ブロックと炭化物を含む層であるが、この焼土

ブロックにはツタラ(功 )と考えられる植物性繊維が多量に含まれていた。カマ ドは本遺跡の地

山であるⅣ層を今」り抜いて構築されたものであるが、その際、同時にツタラ(功 )入 りの粘土も
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使用されたものと思われ、住居跡廃棄後、この粘土が崩落し、層No16に 多量に混入したものと

推定される。植物性繊維の種類について分析はしていないが、そのサンプルは瀬峰町教育委員

会で採取、保存している。

カマ ドが付設された壁の反対イ民J、 即ち、南に位置する壁の内側に長辺1.lm、 短辺02m、 高

さ01m程の長円形の高まりが検出された。本遺跡の地山Ⅳ層を削り出したもので、極めてかた

く締っているところから、踏みかためられた出入口の可能性が強い。類例を求めて、竪穴住居

跡の機能的内部構造について詳細な分析を加える必要があろう。

本住居跡の東壁と南壁、それに西壁の内側には、深さが約10cmか ら数Cmと 極 く浅い周溝が巡

らされている。また、カマ ド燃焼部から南西隅にかけて床溝、その南西隅から往居外の西側に

向って長さ約5.86mの外延溝が検出された。これらの溝状施設に共通していることは、周溝と

床溝が南西隅になるに従ってその底面レベルが下がり、外延溝もまた、住居から離れるにつれ

て同様に底面レベルが徐々に下がっていくということである。さらに、周溝、床溝、外延溝の

いずれの底面にも流水作用の結果、堆積 したと思われる黒味がかった砂を多量に含むシル ト質

砂が検出された。以上の調査結果から、 1号住居跡に付設された周溝、床溝、外延溝は竪穴住

唇内に浸透してくる水分を外に導き出すという、いわば、排水機能をもった施設 と考えること

ができる。

なお、床溝と運結して検出された貯蔵穴状ピット1の底面にも周溝、床溝、外延溝と同様の

堆積土が確認されたところから、同ピット1も 住居内に設けられた小規模な貯水 (湛水 )施設

と考えられる。ちなみに、周溝や床溝、外延溝の排水機能、これらに連結する貯蔵穴状ピット

の貯水機能については大境山遺跡 (阿部正光・赤澤靖章 :1983.3)の報告で詳しく述べているの

で参考にされたい。

2号住居跡は調査区の東南端において、北隅と北西壁の一部しか検出されず、しかも、遺物

も全 く出上しなかったため、住居跡の特徴や正確な年代を論じることは不可能である。ただし、

僅かに残った竪穴内の堆積上の中に、10世紀前半頃に降下したと考えられている灰白色火山灰

(層 No 2)が最終堆積土として上層に認められたことにより、その年代は国分寺下層式、または

降っても表杉ノ入式 (氏家和典 :1957.3)の 初期頃と推定することができる。

2.墓城

墓城から出土した遺物 とその年代

今回の発掘調査で、墓城から出土した遺物としては次のものがある。

〔陶磁器〕
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陶磁器は 3号、18号墓城、磁器は 2号、14号墓城からそれぞれ 1個ずつ出土している。また、墓

城からの出上ではないが、 I層 (表土 )か らも 1個体出土しているので、報告することにしたい。

3号墓城出上のものは瀬戸・美濃系の鈴釉陶器碗で、18世紀代に属するものと思われる。

18号墓拡出土のものは瀬戸・美濃系の小型の灰釉陶器碗で、染付に用いた呉須が口縁部の内

外面に lヶ 所ずつ付着している。18世紀末葉以降のものであろう。

2号墓拡出土のものは口縁部が強 く外反する端反りの中国製染付紘器碗で、外面には「金名

題□」、見込みには「貴」の文字が記されている。また、割れ口には接合に用いたと考えられる漆

が認められる。明から清にかけての頃、即ち17世紀中葉を中心とした年代に属するものと思わ

″化る。

14号墓城出上のものは型押し成形された白磁紅皿で、切込焼 (1978:東 北大学文学部考古学

研究会 )であろうか。年代は19世紀代 と思われる。

I層 (表土 )か ら出土したものは、区画された口縁部が強く外反する肥前の白磁小lThで、年代

は17世紀後葉から18世紀前葉頃 と考えられる。

〔古銭〕

検出された各墓城の底面からは合計230枚 の古銭 (こ のうち、 6枚は保存状況が悪 くて採拓す

ることができず、また、 1枚は古銭名を判定することができなかった)と 、3つの塊 りになった

古銭(錆ついているため、古銭名や枚数は不明である)が出土した。これらの古銭はいずれ も副

葬品で、その多くは絹に通され、さらに布でくるまれて一塊 りとなって出土した。

錆で一塊りとなって出土した古銭は、一枚ずつ分離することが可能なものと、分離すること

が不可能なものとがあった。前者は緑青によって固着したもので、銅銭 と考えられ、拓影図化

に努めた。後者は鉄錆によって固化したもので、鉄銭が包まれているものと思われ、分離する

ことは不可能であったため、塊 りのまま図化せ ぎるを得なかった。なお、今回出上した古銭の

材質については、本書では詳細な成分分析は行わず、全て肉眼での観察に基づいて表記したの

で、ご諒解願いたい。

出上 した古銭は渡来銭または私鋳銭 (模鋳銭 )、 公鋳銭、及び名称不明のものとに二大別する

ことができる。渡来銭、または私鋳銭 (模鋳銭 )と しては宋通元宝(1枚 )、 淳化元宝(1枚 )、 元

豊通宝 (1枚 )、 洪武通宝(1枚 )、 永楽通宝(1枚 )が出上している。公鋳銭としては寛永通宝一

文銭(204枚 )、寛永通宝四文銭 (3枚 )、 天保通宝百文銭 (1枚 )、 文久永宝四文銭(16枚 )が出上し

ている。名称不明の古銭は 1枚 と3塊 り出土 している。

宋通元宝・淳化元豊・元豊通宝 。洪武通宝・永楽通宝

宋通元宝は12号墓城から出上している。その初鋳年は北宋建隆元年(960年 )である。

淳化元宝は 1号墓址から出上している。初鋳年は北宋淳化元年(990年 )である。
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第 6表 古銭の分類と出土状況

銭古 合  計

名   称

渡来銭または私鋳銭(模鋳銭 ) 銭鋳公 不   明

宋
通
元
宝

一旱
化
元
宝

元
豊
通
宝

洪
武
通
宝

永
楽
通
宝

寛
永
通
宝

天
保
通
宝

文
久
永
宝

率日    号1

北
宋
銭
か
、
私
鋳
銭
か
は
不
明

北
宋
銭
か
、
私
鋳
銭
か
は
不
明

北
宋
銭
か
、
私
鋳
銭
か
は
不
明

明
銭
か
、
私
鋳
銭
か
は
不
明

明
銭
か
、
私
鋳
銭
か
は
不
明

一
文
銭

四
文
銭

不

　

明

百
文
銭

四
文
銭

古
寛
永
（潤
字

・
宝
足
ス
宝
）

新
寛
永
（細
字

・
宝
足
ハ
宝
）

新
寛
永

背   文
| | | |

| |

「文
」

|

コ
死
」

Ｈ

波

「当
百
」

且
波

初 鋳 年

北
⌒

理と

写e

（　
九
九
〇
年
）

北
宋
淳
化
元
年

（
一
〇
七
八
年
）

北
宋
元
豊
元
年

明全

洪=
武六

≡全

明
⌒

水 四

楽 ○

奪 全

（
一
六
三
六
年
）

寛

永

十
三

年

寛全

文 六

入 入

年 t

（
一
六
七
三
年
）

延

宝

元

年

（
一
七
四

十
年
）

寛

保

元

年

明
⌒

和 生

六 九

年 と

（
一
人
三
五
年
）

天

保

六

年

（
一
八
六
三
年
）

文

久

一二

年

1号墓拡 1枚 27本文 28オ貿

2号墓拡 1枚 21枚 22枚

3号墓拡 0枚

4号墓拡 1枚 1枚

12号墓拡 1枚 1枚 38枚 35枚

13号墓拡 1枚 14枚 15枚

14号墓拡 ■枚 1枚 1枚 16枚 29イ欠

15号墓拡 1枚 8t筵 9枚

16号墓拡 2塊 2塊

17号墓拡 12枚 12オ文

18号墓砿 1塊 1塊

19号墓城 2枚 l枚 9本文 12枚

20号墓拡 3オ父 3枚 6枚

21号墓拡 2本文 2本文 2枚 6枚

22号墓拡 6枚 1枚 15枚 22枚

23号墓城 1枚 7枚 1枚 9枚

24号墓拡 7枚 8枚 24枚

25号墓拡 0枚

26号墓拡 0枚

27号墓拡 0枚

28号墓拡 0枚

合   計
1本文 1枚 1枚 1枚 1枚 115枚 11枚 1枚 3枚 2枚 1枚 16枚 1枚 3塊 230本文 3塊

枚数 1塊数
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元豊通宝は13号墓城から出上している。初鋳年は北宋元豊元年(1078年 )である。

洪武通宝は12号墓城から出上している。初鋳年は明洪武元年(1368年 )である。

永楽通宝は 2号墓城から出上している。初鋳年は明永楽六年(1408年 )である。

寛永通宝一文銭

寛永通宝一文銭は寛永二年(1626年 )、 水戸の富商、佐藤新助が藩と幕府の許可を得て、銭文

に元号の寛永を用いて鋳造したことに始まると言われている。永の字が「二水象」と呼ばれる書

体で、背には「三」の文字が入るのを特徴 とする。

寛永十二年(1636年 )、 幕府では江戸浅草橋場町と近江坂本村に銭座を設け、ここで公鋳銭の

本格的鋳造に着手し、それ以後、明治二年(1869年 )|こ至るまで、幕府や各藩の銭座では盛んに

寛永通宝を生産するのである。しかし、このように長期間に亘って各地で大量に鋳造されたた

め、その銭座の経営実態や鋳造期間、銭貨の個体判別など、詳細な内容は未だに不明な点も多

いのが実状である。

現在のところ、寛永年間から明暦年間にかけて鋳造されたものを「古寛永」、寛文年間以降に

鋳造されたものを「新寛永」と呼んで二大別している。本書ではこの区別に従うこととし、さら

に銭文、背文により鋳造年代が明確に分かるものはその初鋳年を記した。ちなみに、古寛永と

新寛永の銭文の書体を比較すれば、古寛永は濶字、新寛永は細字であり、また、幾つかの例外

はあるものの、古寛永では費 (宝 )の字の足がスの形 (ス宝 )、 新寛永ではハの形 (ハ宝 )を呈して

いる。

古寛永は 1号、 2号、 4号、12号、13号、19号、21号 、22号、24号墓拡から合計 115枚出土

している。これらの中には寛永三年(1626年 )、 水戸で鋳造した銭貨は認められなかったため、

本書では上記の墓拡から出上した古寛永の初鋳年を寛永十二年(1636年 )と して取り扱った。な

お、寛永十四年(1637年 )か ら同十七年(1640年 )ま で、仙台藩でも栗原郡三迫で鋳銭しているが

今回出上した古寛永115枚の中から、これを識別することはできなかった。

新寛永(寛永通宝四文銭を除く)は 14号、15号、17号、19号、20号、21号、22号 、23号、24号

墓城から合計87枚出土している。背文に「文」の字があるものは江戸の亀戸で鋳造されたもので、

初鋳年は寛文八年 (1668年 )である。背文の無い(無背 )寛永通宝は製作年代の幅が広 く、特定は

困難であるが、本書ではその初鋳年である延宝元年(1673年 )を もって表記した。背文に「元」の

字があるものは摂津の大阪高津町で鋳銭されたもので、初鋳年は寛保元年(1741年 )である。

寛永通宝四文銭

寛永通宝四文銭は20号墓拡から3枚出土している。新寛永の部類に属する銭貨である。明和

五年(1768年 )、 江戸幕府は銀座懸りで背文に21波 を配 した真鍮製の寛永通宝四文銭を鋳銭し始

めた。しかし、翌年には背文は11波に変更され、さらに、文政期(1818～ 1829年 )以降はその素
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材も真鍮から銅に改められたといわれている。今回、出上した寛永通宝四文銭は銅を素材 とす

る銭貨と観察されたが、未熟な肉限での判定でもあるため、背文に11波 を鋳出した特徴に基づ

いて、その初鋳年を明和六年(1769年 )と 把握しておきたい。

天保通宝百文銭

天保通宝百文銭は14号墓拡から 1枚出上している。天保六年(1835年 )、 江戸幕府が浅草椅場

町の金座で製作したのが始まりで、万延・文久年間(1860～ 1863年 )の発行量が最も多く、明治

二年(1869年 )ま で鋳銭された。なお、文久二年(1862年 )、 薩摩藩が天保通宝型を用いた琉球通

宝の鋳銭許可を幕府から得た後、無許可で天保通宝の密造を行う藩が続出したと言われている。

文久永宝四文銭

文久永宝四文銭は14号墓拡か ら16枚出土している。鋳造期間は文久三年(1863年 )か ら慶応元

年(1865年 )ま でで、従来の寛永通宝四文銭を軽量化したものである。銭文には「文」の字が楷書

体で書かれた真文、「文」の字が草書休で書かれた草文、資の字が略字「宝」で書かれた略宝の三

種類の書体がある。真文は銀座懸 りの江戸深川東大工町銭座、草文 と略宝は金座懸 りの真崎銭

座 と葛飾郡小菅銭座で鋳銭された。

和鏡

和鏡は 2号、15号、19号、22号墓拡からそれぞれ一面ずつ出上している。

2号墓城出上のものは直角式高縁、中線二重圏界が巡らされ、鏡胎は 4 mmの 円鏡である。鏡

背の文様は亀形鉦の上部に菊花、左下には 2羽の鶴が描かれた蓬天鏡で、紐座の直下には「天

下一」の銘が認められる。17世紀のうちでも、天和三年(1682年 )、 江戸幕府による「天下一」銘

の禁止令以前に製作されたものであろう。

15号墓城出上のものは直角式低縁で無圏、鏡胎は 2 mmと 薄手の柄鏡であるが、柄の付け根部

分で折損したものである。鏡背には梅文が描かれ、左端に「上嶋和泉」の銘が認められる。18世

紀代のものであろう。

19号墓城出上のものは直角式中縁、肥線単圏が巡らされた円鏡で、鏡胎は 5 mmと 厚手のもの

である。鏡背には亀形鉦 と亀甲文が配されている。17世紀代から18世紀初め頃のものであろう。

22号墓址出土のものは内傾式中縁、肥線二重圏が巡る鏡胎が 3 mmの円鏡である。鏡背には麻

紐が通された亀形紐 と、 2羽の鶴が描かれている。17世紀代の作品であろう。
力
警
じ

警は14号墓城から出土している。従来まで着物を中心にして展開されてきた女性の服飾美が

結髪にも重きを置 くようになった結果、現われてきた装身具で、宝暦年間(1751～ 1763年 )頃か

ら明治時代にかけて分くの種類が考案された。本例は銅を素材とする極 く単純なタイプで、幕

末から明治にかけて、19世紀後半代の作品と思われる。
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和鋏

和鋏は 2号、17号墓拡からそれぞれ 1点ずつ出土している。「U」字形に曲がったバネ部分が

支点となる元支点型の握 り鋏である。

錠前

錠前は 2号墓城から 1点出土している。小型の南京錠で、和錠とも呼ばれるタイプである。

鰺

煙管は 3号墓拡から 2点、15号、16号、17号、18号、20号、24号墓拡からそれぞれ 1点ずつ

出上している。日本では慶長年間(1596～ 1614年 )以降、喫煙の流行に伴って普及したもので、

刻みたばこを詰める火皿がある雁首、煙を冷やす羅宇、そして吸い口から構成される喫煙具で

ある。

羅宇は雁首や吸い口に近い部分 しか残存せず、また、15号、18号、20号、24号墓城では発掘

調査段階での不手際から雁首、あるいは吸い口しか採取することができなかった。

火打石・火打鉄

火打石は 2号、17号墓拡からそれぞれ 1点ずつ出上している。また、これに伴 う火打鉄は 2

号墓拡から 2点、17号墓拡から 1点出土している。火打石 と火打鉄の稜角を打ち合わせて発火

させ、これを燃やす枝や葉、ガマの穂などの火口に移して火をとる道具である。

鉄鍋

鉄鍋は24号墓拡から 1点出土している。単孔をもつ一対の耳と、鍋尻に三個の脚部を有する

ものである。

釘状鉄製品

釘状鉄製品は 2号墓拡から 7点出上している。断面が四角形を呈し、頭部と体部 しか残存し

ていない 1点を除外すれば、残 りの 6点はいずれも尖端が「ノ」字形に湾曲しているものである。

金具

金具は17号墓拡から 5点出上しているが、どのような機能をもつものか、不明である。

板ガラス

板ガラスの小破片数枚は14号墓拡か ら出上している。小さな懐中鏡に用いられた板ガラスが

割れたものと思われる。

鏡箱

鏡箱の破片は 2号墓城から出上している。第15図 2に 掲げた双鶴文蓬茶鏡の鏡面に密着して

出上したもので、外面には極 く小さな布片が付着していた。漆塗 りの際、素地 を整える漆下地

布着せ段階の布の残片と考えられる。

木片



Ⅳ-2.墓 拡

螂　販　　　　　したｏ　嘩　枷　　　嬢　鶴　雌　婢　鏃　ずヽ身岨
　
眈
　
　
　
衣
裳
粥

・去
蝦
珂

・洗
畔
水
流
汚
漫
誤
諸
善
男

・女

レ
取
水
煎

るＪぐ
　
級
　
　
　
篠

二供
養
諸

一
聖

レ
致

二
令
不
弟
天
大
将
軍

二
答！
下
名
ヰ

ニ附
在
善

控
　
Ｄ
　
経
　
�
日
懺

・散
便

二
有
般
若
船

・
載

二過

・奈
珂

・江
峠
塘

・見
血
盆
池

緊
　
賦
　
眸
　
坤

二
有
五
染
蓮
華
出

一
現
罪
人
歓
喜
心
坐
葱
軌

・便

レ
得

二超
生

墓城の年代とその特徴

前項では各墓拡から出上した遺物の年代や特徴について簡単に述べたが、ここでは遺物の年

代やその組み合わせ、各墓城における盛上部の有無や竪穴部の形態、さらには墓城群全体にお



Ⅳ-2.墓 拡

ける位置関係などに基づいて、本遺跡の造墓活

動の変遷についてまとめてみたい。

第 1段階

9号墓城が該当するものと思われる。未発掘

のため詳細は不明であるが、墓拡群の中心に位

置すること、盛上部が約 6m四方、高さ約1.4m

と最大の規採であることを考慮すれば、墓城群ャ

中、最古の段階の所産であると推定される。本 |

書ではとりあえず、第 2段階に先行する年代、

即ち、17世紀前葉 と位置づけておきたい。

第 2段階

盛上部 と竪穴部から構成される 1号、 2号、

4号、12号、13号墓拡が相当する。 9号墓拡を

大きく取 り囲むかのように形成されている。盛

上部の平面形は方形を呈し、基部ではそれぞれ

約4.9m～ 3.3m、 高さは約04m～ o3mである。

竪穴部は長軸約17m～ 1.4m、 短軸約12m～

1.Om、長方形を基調 としている。今回の調査で

は葬法について断定できるだけの根拠を得るこ

とはできなかったが、竪穴部の形状から遺体は

棺を用いず、手足を折 り曲げた姿勢 (屈葬 )で、

埋葬されたものと推定される。

火酵吾「兵与褒,蟹摺晉i督綴換竪替i誓騒ォゞⅢ
ある。古銭の大部分は寛永通宝であるが、その

全ては古寛永 (初鋳年1636年 )である。さらに、
/

1号、 2号、12号、13号墓拡からは渡来銭、私

鋳銭 (模鋳銭 )の区別はできかねるものの、宋通

元宝 (初鋳年960年 )、 淳化元宝 (初鋳年990年 )、

元豊通宝(初鋳年1078年 )、洪武通宝 (初鋳年1868

年 )、 永楽通宝(初鋳年1408年 )が 1枚、もしくは

2枚出上した。

|

第64図 第2段階の墓砿(17世紀中葉～17世紀後葉)
1号。2号。4号。12号。13号墓砿

ヤ3墓 (オ○
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ヤ
ヽ
、、
キャー
ー
／
／
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染付磁器碗や和鏡の年代、新寛永 (背文「文」

寛永通宝の初鋳年1668年 、背文のない無背寛永

通宝の初鋳年1673年 、背文「元」寛永通宝の初鋳

年1741年 、背文11波寛永通宝四文銭の初鋳年17

69年 )が混入せず、古寛永と上記渡来銭、ある

いは私鋳銭 (模鋳銭 )だけが出土したことを考え

合わせると、第 2段階の墓城は17世紀中葉から

17世紀後葉に形成されたと推定することができ

る。

第 3段階

極 く低い盛上部と竪穴部からなる 3号墓拡、

竪穴部だけからなる21号 、22号、23号、24号墓

城が所属する。 1号墓拡の南隣接地、及び13号

墓拡 と9号墓城 との中間に形成されているが、

23号墓城は13号墓城盛上部を切って掘 り込んだ

ものである。 3号墓拡の盛上部は平面形が長軸
第65図 第3段階の墓飲(17世紀末葉～18世紀前葉)

3号。21号。22号。23号・24号墓飲

い
ヽヽ
、
、
キ
‐
‐
１
／
／
／

約27m、 短軸約2.3mと 小規模な長方形を呈し、高さは約0.2mと 極 く低平である。竪穴部は長

軸約1.Om、 短軸約08mと ゃや歪んだ長方形を呈するが、第 2段階の墓城と比較すれば、幾分

方形に近い形態に変化すると指摘することができる。深さは約07mで ある。21号、22号 、23号、

24号墓城の竪穴部は長軸約1.3～ 10m、 短軸約1.0～ 08mで 21号、22号墓拡は方形を呈するが、

23号 、24号墓城はどちらか といえば長方形に近い形態をなしている。深さは約0.9～ 0。 7mであ

る。本段階も第 2段階同様、遺体は棺を用いずに、手足を折 り曲げた姿勢 (屈葬 )で葬ったもの

と推定される。

副葬品として飴釉陶器碗、和鏡 (「血盆経」が付着していた )、 鉄鍋、煙管、寛永通宝、及び名

称不明の古銭が出上した。寛永通宝には古寛永(初鋳年1636年 )と 新寛永 (背文「文」寛永通宝の

初鋳年1668年 、背文のない無背寛永通宝の初鋳年1673年 )と があるが、数量的に新寛永が多い。

第 3段階の年代については飴釉陶器碗、和鏡、それに新寛永に相当数の古寛永が混じること

から、17世紀末葉から18世紀前葉に位這垂づけることができる。

第 4段階

竪穴部だけからなる15号、17号、19号、25号墓城が本段階に該当する。 2号墓城と9号墓城、

12号墓拡に囲まれた空間に列状に形成されているが、25号墓拡は12号墓城盛上部を切って掘 り

込まれたものである。15号 、17号、19号墓城の竪穴部は長軸約1.3m～ 12m、 短軸約 1.1～ 09



Ⅳ-2.墓 拡

m、方形に近い長方形を呈する。深さは約0.8～

0.6mである。25号墓城の竪穴部は約1 lm四 方

の正方形で、深さは約1.4mで ある。遺体は第 2

段階、第 3段階同様、無棺屈葬形式で葬 られた

のではあるまいか。

副葬品には和鏡、和鋏、火打石、火打鉄、煙

辱i魯景追畳 [|まを,と象争警葉暴豊f理 もζ
ヽ

永通宝の初鋳年1668年 、背文のない無背寛永通 サ

宝の初鋳年1673年 )であるが、19号墓城では 2枚
/

だけ古寛永 (初鋳年1636年 )が認められた。

和鏡の年代、古寛永が極めて少なくなること、

盛土部が完全に消滅することなどから、本段階

は18世紀中葉から18世紀後葉の時期 と位置づけ

ることが妥当と思われる。

第 5段階

竪穴部だけの16号、18号、20号、27号墓城が

該当する。第 4段階墓拡群の西側に一列に並ん

でいる。16号、18号墓城の竪穴部は直径が約10

～0,9mの 円形を呈し、深さは約11～ 1.Omであ

る。20号 、27号墓拡は長軸約 1.1～ 0.8m、 短軸

約0.9～ 07mと方形に近い長方形を基調 とする。

晉昌装借三夏弩:協争:f締ごと折、
ξ昆こと浄彗iこ露尋身橿係:括弩壕とををこと

'
なかったが、竪穴部の形状から16号、18号墓城

では桶棺、20号 、27号墓城では箱棺が使用され

たのではあるまいか。

副葬品として灰釉陶器碗、煙管、古銭がある。

16号、18号墓城出上の古銭は、錆ついてその名

称、枚数 ともに不明であるが、材質的には銅銭

24墓 /イ ＼
、

第5段階の墓躯Ч闇崖蒙冗響思

覇
墓

99基

る
ヽ9塞

＼
ヽ

騨

/
‖    /      ノ/   /

第66國 第4段階の墓拡(1措埒窪蒙稿響場鐵

第67図
16号。18号・20号。27号墓



第 6段階

14号、26号、28号墓城が該当する。 2号墓城

の北側に位置するが、26号墓城は 2号墓拡盛土

部を切って掘り込んだものである。いずれも竪

穴部だけからなるもので、14号、28号墓拡の平

面形は、一辺がそれぞれ約06mと約07mの方

形を呈する。深さは概ね12m(周辺の地山上面

との比高)である。26号墓拡は確認面での平面

Ⅳ-2.墓 拡

と鉄銭であることが分かる。20号墓拡から出土

したものは、全て新寛永 (背文のない無背寛永

通宝の初鋳年1673年 、背文11波寛永通宝四文銭

の初鋳年1769年 である。

灰釉陶器碗の年代、並びに寛永通宝四文銭の

出土を考慮すれば、本段階は18世紀末葉から19

世紀前葉 と把握するのが適当である。

5墓

第68図
形は長軸 1.4m、 短軸約 1.Omと 長方形であるが、

/ 
‖   //    ノ// /

第6段階の墓躯(呵 9世紀後葉)
14号 ,26号・28号墓拡

底面では約07m四 方の方形を呈する。深さは約13mである。14号墓城の底面には、箱棺底部

の圧痕 と思われる49cm四 方のかたい平担面が認められたことから、遺体の埋葬にあたって箱棺

を用いたものと考えられる。

副葬品は14号墓城にのみ認められ、白磁紅皿、警、板ガラス片、木片、それに新寛永 (背文

のない無背寛永通宝の初鋳年1673年 、背文「元」寛永通宝の初鋳年1741年 )、 天保通宝百文銭 (初

鋳年1835年 )、 文久永宝四文銭 (初鋳年1863年 )が出上 している。

本段階の年代は白磁紅皿、天保通宝百文銭、文久永宝四文銭などから19世紀後葉 と推定され

る。

下藤沢H遺跡発掘調査のまとめ

前項では下藤沢H遺跡の墓城群について 6段階に分けてその概要を述べたが、要約すると次

のとお りである。

1)下藤沢H遺跡は瀬峰町藤沢字下藤沢に所在する門脇家の墓地で、今回の発掘調査によっ

て、その形成期間は17世紀前葉から19世紀後葉、概ね300年 間に及ぶものと推定された。

なお、門脇家は瀬峰町藤沢字下藤沢地区に居住する旧家で、その総本家は上の庄屋 と呼

ばれている。家系を遡ることのできるのは正徳四年(1714年 )生まれの平五良、次いで元文

“
ヽ
、キ
ー
ー
／
／
／

くィン
ノ
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二年(1737年 )生 まれの利右衛門で、以後、藩政時代は弥十郎、弥右衛門、良七、明治にな

ってからは良治、吉蔵、吉雄、敬吾、明夫と続いて現在に至っている。

同家の分家としては西と呼ばれる門脇吉郎家(今回、発掘調査を実施した下藤沢H遺跡が

所在する土地の前所有者 )、新崖と呼ばれる門脇秋彦家、後と呼ばれる門脇保治家、それに

門脇哲男家、門脇健家がある。

2)墓地の形成過程については、全ての墓拡を発掘調査していないため、必ずしも明確では

ないが、 6段階に細分することができた。

また、各墓拡からは豊富な副葬品が出上したが、とりわけ六道銭のあり方には貴重なデ

ータが得られた。

なお、今回の発掘調査では14号墓拡を除いて、埋葬時の棺 (箱棺・桶棺 )の使用の有無を

十分把握することができなかった。今後の調査実施にあたっての課題としたい。

3)発掘調査以前、門脇家が行った墓地整理では、十数基の墓標が菩提寺の観昌寺(曹洞宗 )

に移されたが、このうち、最古の墓標は元禄年間(1688～ 1703年 )の紀年銘が刻まれたもの

であったと門脇家より教示された。それは 6細分のうち、第 3段階 (17世紀末葉～18世紀

前葉)に比定され、極 く低平な盛上部をもつ墓城と、盛土部がなく、竪穴部だけからなる

墓拡とが併存する時期と把握されている時期である。盛上部の衰退
。消減と、墓標造立の

開始がほぼ同一時期に行われ、造墓活動にとって大きな変化が生じたことが具体的に検証

され、当地域の墓制史を考える上で貴重な資料が得られた。



第7表 下藤沢H遺跡から検出された墓拡

Ⅵ-2.墓 拡

第 1段階(17世紀前葉 )

頑
盛上部 :平面形
長軸 ×短軸 ×高 さ(m)
竪穴部 :平面形
長軸 ×短軸 ×深さ(n)

出 土 遺 物

古   銭(枚)(□ は塊となっていたもの。}合 訳枚
9=墓拡

盛土部 :隅九方形
約600× 600× 140
竪穴部 :一―――

第 4段階(18世紀中葉～18世紀後葉 )

感
盛上部 :平面形
長軸 ×短軸×高さ(m)
竪穴部 :平面形
長軸 ×短軸 ×深 さ(m)

出 土 遺 物

古    銭 (枚 )(□ は一塊 とな っていた もの。}1合 計 (枚 )

45号墓拡

盛上部 :一―――一

―
×
一
×
一

竪穴都 :隅丸長方形
130× 1 11× 076

和鏡 1

煙管 1
新 寛 永 9

17号墓拡

盛上部 :―――――

―
×
一
×
一

竪穴部 :隅丸長方形
127× 108X061

煙管 1

金具 5

和鋏 1

鉄

石

打

打

火

火 新 寛 永12

19=墓拡

盛上部 :一

竪穴部 :隅丸長方形
121× 093× 073

鏡

片

片

和

木

布

炭化物 新寛永 2 古 寛 永 2

新 寛 永10

25号墓広

盛上部 :一――――

―
×
一
×
一

竪穴部 :隅丸方形
112× 1 12× 136

第 2段階(17世紀中葉～17世紀後葉 )

頑
盛上部 :平面形
長軸 ×短軸 ×高さ(m)
竪穴部 :平面形
長軸 ×短軸 ×深さ(n)

出 土 遺 物

古    銭(枚 )(□は塊となっていたもの。}合 計(枚 )
1号墓拡

盛上部 :隅丸方形
400× 390× 042
竪穴部 :隅九長方形
173× 102× 092

古寛永 4

淳化元宝 1

古 寛 永27

銭
よ
銭

来
た
鋳

渡
ま
私

2号墓墟

盛上部 :隅丸方形
362× 359× 031
竪穴部 :隅丸長方形
170× 113× 085

染付磁器碗 1 和鋏 1
和鏡 1    錠前 1
鏡箱残片 1  火打鉄 2
釘状鉄製品 6 火打石 1

古寛永 3
２‐

　

　

１

水

銭
よ
銭

寛

来
た
鋳

古

渡
ま
私

4号墓壊

盛上部 :隅九方形
421× 390× 029
竪穴音Б:隅九長方形
155×099× 100

古寛永 1 古 寛 永 1

12号墓姑

懸上部 :隅丸方形
339× 327× 025
竪穴部 :隅九長方形
140× 105× 086

古寛永 3      宋通元宝 よ

洪武通宝 1

３ ３

　

２

水

銭
よ
銭

寛

来
た
鋳

古

渡
ま
私

13号墓埴

盛上部 :隅九方形
490× 454× 034
竪穴部 :隅九長方形
154× 119× 081

‐４

　

　

１

水

銭

よ
銭

寛

来

た
鋳

古

渡
ま
私

第 5段階(18世紀末葉～19世紀前葉 )

頑
盛上部 :平面形
長軸 ×短軸 ×高 さ(m)
竪穴部 :平面形
長軸 ×短軸 ×深 さ(m)

出 土 遺 物

古    銭 (枚 ){□ は一塊 となっていた もの。}1合 訳 枚 )

16号墓妬

墨上部 :一――――

―
×
一
×
一

竪穴部 :円 形
100× 090× 098

煙管 1 名称・枚数
不明 2塊

18号墓魃

盛土部 :一

―
×
一
×
一

竪穴部 :円 形
098× 092× 108

灰釉陶器碗 1

煙管 1

名称・枚数
不明 1塊

20号墓払

盛土部 :一

―
×
一
×
一

竪穴部 :隅九長方形
108× 094× 030

煙管 1
水
四
銭

寛
歎
文

新
新

3

3

27号墓拡

騒上部 :一――――

―
×
一
×
一

竪穴部 :隅丸長方形
084× 065× (025)

第 3段階(17世紀末葉～18世紀前葉 )

頑
騒上部 :平面形
長軸 ×短軸 ×高さ(m)
竪穴部 :平面形
長軸 ×短軸 ×深さ(m)

出 土 上
瑾 物

古    銭 (枚 )(□ は一 塊 となっていた もの。)1合 訥 枚 )

3=墓拡
盛上部 :隅丸長方形
272× 233× 016
竪穴部 :不整隅丸長方形
095× 082× 074

鈴釉陶器碗 1

煙管 2

21号墓拡

盛上部 :一――――

―
×
一
×
一

竪穴部 :隅丸方形 ?
102× ―――×082

水

水
は

水

寛
寛
量績

古

新

古

22号墓返

盛上部 :―――――

―
×
一
×
一

竪穴部 :I島丸方形
097× 090× 093

和鏡 1

血盆経が記された和紙
新寛永 2

古 寛 永 6

新 寛 永16

23号塁垣

盛上部 :一――――

―
×
一
×
一

竪穴部 :隅丸長方形
132X080× 084

新 寛 永 8

名称不明 1

24号墓虹

盛土部 :一

―
×
一
×
一

竪穴部 :隈九長方形
122× 099× 090

煙管 1

鉄鍋 1

古 寛 永 9

新 寛 永 15

第 6段階(19世紀後葉 )

頑
駆上部 :平面図
長軸×短軸 ×高さ(n)
竪穴部 :平面形
長軸 ×短軸×深 さ(m)

出 土 遺 物

古    銭 (枚 ){□ は一塊となっていたもの。}1合 訳 枚 )

14号墓魃

盛上部 :一

―
×
一
×
一

竪穴部 :隅 丸方形
062× 062× (026)

白磁紅皿 1  木片
かんざし 1

板ガラス小片

新寛永 1       天保通宝 1

文久永宝 4

新 寛 永12

天保通宝 1

文久永宝16

26=墓拡

盛上部 :一――――

―
×
一
×
一

竪穴部 :隅丸長方形
140× 102× 132

28号墓広

盛土部 :一

竪穴部 :隔九方形
078× 073× (029)

| 64・ 65



V-1.は じめに

V.旧仙台領栗原郡藤沢村・富村・中村に
おける近世墓標の出現について

―― 宮城県栗原郡瀬峰町にある近世墓標の調査一―

1. 1ま じめに

近年、各地で開発が進み、従来までの景観は急速な勢いで姿を変えつつある。即ち、自然ば

かりでなく、歴史の中で受け継がれてきた伝続や、生活の場である町並みなど、私たちを取り

巻 く諸々の生活環境は、歴史上、かつてなかったほどのスピー ドで変貌している。

ここで扱う近世墓標は全国各地に分布し、その数も膨大で、しかも当時の信仰、生活や経済

など、様痺なデータを内包したものであるにもかかわらず、昨今の状勢にあっては、まさに危

機に,頻 している歴史資料の一つである。それは都市部においては市街地再開発や寺院の増改築、

農村部においては大規模開発や ミ́在する墓地の整理統合等によって、十分な調査も実施されな

いままに移動されたり、所在不明になるなど、いわば、抹殺されるケースが各地で多発してい

るのである。

このような状況の中、近世墓標は自明のこととして片付けられることが多く、極 く一部の研

究者しか取り上げなかったと言えよう。即ち、その調査研究は、戦前、京都府木津の惣墓を調

査し、3,000余基の墓標を類型化した論文(坪井良平 :1989.6)も あるが、その後はこれを超える

研究は余りなされなかったというのが実情である。ただし、最近、調査研究の対象が年ごとに

拡大されるに及んで、近世墓標調査の重要性を唱える研究者が次第に増えてきて、個別的では

あるものの、資料に則した堅実な論文や報告が少しずつ蓄積される傾向にある。

2.調査の目的とその方法

標題にある旧仙台領栗原郡藤沢村、富村、中村は近世における村名で、明治に至って合併 し

て藤里村となり、昭和26年 4月 1日 に町制施行をした翌 日、名を瀬峰町 と改め、今 日に至って

いる。現在、用いている「瀬峰町藤沢字………」(旧藤沢村 )、「瀬峰町大里字富………」(旧富村 )、

「瀬峰町大里字中・……・・」(十日中村 )と いう表示は、江戸時代、どの村に所属 していたかを確実に

知ることができるもフ9である。

瀬峰町教育委員会では昭和55年度から旧藤沢村、富村、中村の二村(瀬峰町 )における石造物

の拓本悉皆調査に着手した。その大部分は、近世から近代にかけて講中で造立した供養碑 (佐々

木尚見・阿部正光・赤澤靖章 。佐藤敏幸 :1987.3ほ か )であったが、中世の板碑や近世の墓標も



V-2.調 査の目的とその方法

採拓調査の中に含まれていたのである。

中世の板碑は既に、『栗原郡藤里村誌』上巻 (鈴木玄雄 :1922.12)に 20余基が報告されて
いるが、

その資料的価値は高いにもかからわず、近年、破損したり、所在不明になるものが目立って増

えてきている。近世墓標に関しては、江戸時代前期に全国各地で急増するといわれているが、

東北地方、とりわけ宮城県北部においてはどのようにして出現するのかなど、具体的な様相は

ほとんど知 られていない。幸い、本地域は農村地帯であるため、開発による著しい破壊や散逸

は進行しておらず、旧墓地や墓標が比較的、旧状を保っており、調査を実施するにあたっては

好条件であった。本論では、板碑については資料数が不足であるため今回は紹介するだけにと

どめ、これに後続する近世墓標については調査が可能な旧藤沢村・富村
。中村 (瀬峰町 )と いう

極 く狭い地域における出現期の様相を観察することによって、その成立過程と変遷、宗教 と人

々の関わりなどを考える一視座にしようとしたのである。

具体的には瀬峰町藤沢字瀬嶺10番地 2(十日藤沢村 )現住、小野寺善右衛門家の荒神堂墓地、横

森前墓地に所在する古式の墓標を観察し、次いでtそ れに年代的、形態的にほぼ共通 した特徴

を有する旧藤沢村 。富村 。中村(瀬峰町 )所在の近世墓標に関して、拓本と実測図、説明を付し、

若子の考察を試みたい。なお、本論に収録 した資料は、旧三村という極 く限定された地域にお

ける具体例である。よって、近世墓標の出現 とその変遷の過程は、他の地域と異なることは明

白である。対比資料として位置づけて頂ければ幸いである。

3.小野寺家荒神堂墓地、横森前墓地に
所在する墓標について

小野寺家が居住する瀬峰町藤沢字瀬嶺は、江戸時代前期、仙台藩によって宿駅が置かれた所

である。瀬嶺宿 と呼ばれ、元町とこれよりやや遅れて町割 りされた新町が「 LJ字形の町並みを

形成する。旧藤沢村に所属し、栗原、登米両郡を結ぶ仙台領内主要道の一つ、佐沼街道上の要

衝でもあった。佐沼街道は奥州街道高清水宿から東に分枝 して、瀬嶺宿、佐沼宿を経て登米宿

に至るもので、正保年間制作「奥州仙台領絵図J(元禄十年再製、仙台市博物館所蔵 )に よれば高

清水宿から瀬嶺宿までの里程は 1里 18町 、瀬嶺宿から佐沼宿までは 3里 15町 30間 、佐沼宿から

登米宿までは 2里 31町 と記載されている街道である。

小野寺家は藩政時代以来、現在に至るまで、代々、この瀬嶺宿元町に居住してきたが、『栗原

郡藤里村誌』上巻 (鈴木玄雄 :1922.12)に よれば、藤原鎌足を遠祖 とし、建久三年～四年 (1192年

～1193年 )頃、小野寺信氏は奥州総奉行葛西清重の幕下としてこの藤沢館 (遺跡登載番号 :46006)

に入城 したのが始まりと言われている。正中年間(1324年 ～1325年 )に至 り、高野山に僧 となっ

て修業した定朝は、帰郷して藤沢館の真東に位置する五輪堂山に現在の観昌寺の前身である観
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昌院を開山したと記されているが、天二十八年(1590年 )、 信春の代に至って主家大崎家減亡によ

り代々の居館藤沢館を去 り、一門ことごとく帰農 したと伝えられる名家である。小野寺家の旧

墓地は現在でも、荒神堂地区と横森前地区の 2ヶ所に残されている。

荒神堂墓地

瀬峰町藤沢字荒神堂58番地 1に ある荒神堂墓地は、資料 1(寛文十二年・1673年 )と 資料47(明

治八年 。1875年 )に亥1ま れた没年号より、概ね、17世紀後葉、寛文年間頃から19世紀後葉、明治初

期まで、ほぼ200年 にわたって形成された小野寺家の墓地である。

瀬嶺宿の元町と新町が「 L」字形に交差した地点の西方、約300mの位置に所在するが、標高約

40m前後、山林中に形成されたこの墓地からは瀬嶺宿の地域ばかりでなく、その左右にある中

藤沢や下藤沢の景観も一望のもとに眺めることができる。墓地は東西約25m、 南北約21m、 西

側を幾分削平し、東側に上盛 りして平坦に仕上げたもので、近世から一部、近代の墓標57基 (地

蔵菩薩像形式 1基、無縫塔形式 1基 も含む )が造立されている。その石質は大多数が粘板岩であ

るが、凝灰岩のもの(資料 11、 資料20、 資料21)、 安山岩のもの(資料 13、 資料 14、 資料23)も あ

る。南側は基底部での幅2.5m前後の土塁で区画されているが、中央部分にはその土塁を切って、

この墓地の入口が設けられている。

中に進むと、円相 と名号「南無阿弥陀佛」、偶頌、「寛文拾二年」(1673年 )の没年号が亥1ま れた

資料番号 所 在 地

資料 1～ 5ア 藤沢′す:荒神壁58番 地 1、 小野寺家差地

費榔 卜 62 藤沢宇横森前157番 地、小野寺家墓地

資料 63 大里年中牛法126番地 1、 佐々木B4義邸

資料 64 大11年 中三代Hl番地 1、 高橋家所有の山林

資料65～66 大里年中荒町61番 地 虎澳寺境内

資料 67 大里字中三代72番 地の南側、町道天神線脇

資料68～69 大里宇中除 7番地 と、高橋千忠了邸

資料 70 大里宇中荒町61番 地 虎澳寺境内

資料 71 大里年中宮日81番地の地先、天神堤の堤防

資料 72 藤沢字下藤沢■7番地、観昌寺山造協の自山祠

資料 73 大里宇中長根137番 地の南イR!、通称、折越浦

資料74～76 大里字筒ヶ崎48番 地 3、 千坂辰男邸内の熊野社

資料 7ア 藤沢字Xl安沢90番地、メ∬安沢共葬墓地内、佐々木家蓬地

資料 78 大里宇中西原前 1番地、奥州めるぎの松

資料79-82 大里宇中荒町61番地、虎澳寺境内

資料 83 藤沢字XJ安沢90番地、刈安沢共葬墓地内、佐々木家墓地

資榔 4-85 藤沢字要害 1番地 14、 葛城家tt地

資料番号 所 れ: 地

資料 86 藤〃(′ ,ヌ 1安沢90番 地、Xl安沢共非基地内、佐々木家来地

資料 87 大里宇中れイⅢ橋64番地 、手島家所有の山本へ

資料 88 藤沢字下藤沢116番 地 、観呂寺住I碇集地

資料 89 大里宇富寺浦63番 地、旧陽岩寺跡、佐々木家察地

資料 90 藤沢′

'寺
沢105番地、小野手家素地

資料 91 藤沢宇新下田94番 地、千葉家柴地

資料 92 大堅 1宙 根岸23番地 1 大場家 tt地

資料 93 大里宇富桃生田24番地 4、 白鳥家集地

資料 94 藤沢字刈安沢90番地、Xl安沢共葬集地内、佐々木家基地

資料 95 大巳字中四 ソ壇37番地、高橋家 H・・地

資料 96 藤沢宇要害 1番地 14、 再城家纂地

資料 97 藤沢宇下藤沢116番 地 、観昌寺境内、坂元家墓地

資料 98 大里字中宮田130番 地、亀井家蕪地

資榊 9-101 大里字中荒町61番 地、虎漠寺境内

資料 102 大里宇富寺浦03番 地、旧陽岩寺跡、佐々木家墓地

資榊 tl～ 10S 夫里字中荒町61番 地、虎漢寺

資紳 0,～ 1]1 大量宇富桃生田24番 地 4、 自鳥家墓地

第8表 瀬峰町にある板碑・近世墓標(地名表)
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粘板岩製の資料 1が、あたりを威圧するかのように、比高50Cm前後の方形を呈する盛土と巨大

な台石の上に堂々と造立されている。没年号を造立年とすることはできな
いが、荒神堂墓地の

中で最古のものであろうことは、造立場所や大きさなどから容易に推察することができ
る。

そして、その東隣 りには資料 2、 西隣りには資料 3が、同じく比高40～ 50Cm程 度の方形の盛土

と台石上に建てられている。「南無阿弥陀佛」の名号以下、資料 1と ほぼ同様の体裁をなす
が、

同じく粘板岩製であるものの石材が小型化すること、掲頌が簡略化すること、さらには没年号

が資料 1に それぞれ 3～ 5年遅れる「延宝四年」(1676年 )、「延宝六年」(1678年 )であることなど

から、資料 1に次いで間もなく建てられたものと推定される。

なお、資料 1～ 3は碑面中央に名号、下部に「孝子敬白」と刻 まれているため供養を目的と

していることは明らかであるが、頂部に大きく円相が刻まれること、没年月日と戒名が左右
に

書き分けられることなどから、墓標の特徴も兼ね備えていると思われる。管見するところ、
こ

うした調査報告例がほとんど認められないため断定はできないが、本書ではとりあえず墓標と

して扱ってお くことにしたい。

資料 1～ 3の前面には、地表との比高がいずれも40Cm前後、平面が幾分、変形した長円形を

なす盛上が、 3基築かれている。これら3基の盛土上には、それぞれ資料14(宝永八年
。1711

年 )～資料15(正徳六年・1716年 )、 資料10(正徳三年
。1713年 )、 資料25(宝永七年

。1710年 )が

建てられている。よって、17世紀後葉、資料 1～ 3造立後の18世紀初頭の所産であることは間

違いなく、同一の盛土上、もしくはその周囲に建てられた後出の墓標群の中核 をなすも
のであ

る。墓標の形状 と石材については、資料10は頂部が隅九方形を呈する扁平な粘板岩製
で、江戸

時代中期以降、当地域で流行する形態を呈しているが、資料 14、 資料 15、 資料
25は いずれも分

厚な粘板岩を用い、古式の要素をもっている。ただし、盛上に関してはそれがやや不整な
長円

形を呈することから、整った方形をなす資料 1～ 3の それとは異なり、当初から長円形だった

のではなく、墓標が追加されるたびごとに手が加えられ、結果的に現在のような形にな
ったの

ではないかと推察される。

上記以外の墓標50基 (便宜的に年代不明の墓標、地蔵菩薩像形式、無縫塔形式も含め
た)は、

荒神堂墓地内の東イ貝」や、盛土上に造立された資料 1～ 3、 資料 10、 資料 14～ 15、 資料
25の周囲

に建てられているが、前掲資料25の北側に接する資料23(正徳二年
。1712年 )を 除いては、年代

的に享保年間(1716年 ～1735年 、資料24・ 資料40)以 降、明治八年(1875年 、資料
47)に かけて形

成されたもので順次、建てられていったものである。石材は大部分、扁平な粘板岩 (資料
H・ 資

料20。 資料21は魂灰岩製、資料 13・ 資料23は安山岩製 )で、頂部は隅丸方形を呈するも
のが圧倒

的に多い。このタイプの墓標は江戸時代中期以降、旧藤沢村
。富村・中村(瀬峰町 )に大いに流

行した特徴的な墓標形式である。
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横森前墓地

瀬峰町藤沢字横森前157番地にある横森前墓地は、前述の荒神堂墓地と同様、小野寺家の墓地

である。本墓地の形成開始期は、墓標に刻まれた没年号をもってすれば、資料59(承応三年
。16

54年か ?、 万治二年 。1659年 )に よって17世紀中葉、承応・万治年間、終了期は未採拓資料 (享

保十年 。1725年 )に より18世紀前葉、享保年間と推定される。

ちなみに、前述の荒神堂墓地は、資料 1(寛文十二年 。1673年 )の没年号から17世紀後葉、寛文

年間頃と考えられた。本墓地は、この荒神堂墓地に若千、先行するものであるが、寛文以降、

享保年間にかけては両墓地が併存しているのである。また、形成終了期については、荒神堂墓

地は資料47(明 治八年 。1875年 )に よって19世紀後葉、明治初期とされ、約200年の長期にわたっ

て形成されたが、本墓地は約60年余でその形成に終止符を打っている。こうした事実がどのよ

うな背景に基づ くのか今回の調査では解明できなかった。

瀬嶺宿元町と新町が「 L」字形に交差した地点の北東方向、約400mの位置に所在し、藤沢宇横

森前171番地鎮座の八幡神社前面を走る幅の狭い道路 (十日イ山北鉄道路線敷 )か ら約20数 m、 東側の

山林中に分け入った所にある。途中、緩い登 り坂の左手には、元禄期から明治期にかけての没

年号が記された墓標 (未調査 )が建つ小原家の墓地が形成されている。

横森前墓地は四周を杉や雑木で囲まれた標高30m前後の丘陵斜面に形成され、南北約15m、

東西約 7m、 ほぼ長方形を呈するもので、墓域内には赤松の老松 2本が植えられている。前述

の緩い登 り坂は本墓地の南西隅に接続している。墓標は合計 8基存在するが、それらは前列に

2基、後列に 6基、表面は全て西側に向けられている。

後列は北端 (入口に対して最奥部に位置する)か ら南端にかけて造立されたもので、資料59(承

応二年・1654年 か ?、 万治二年 。1659年 )、 資料58(天和三年 。1683年 、寛文三年 。1663年 )、 資

料60(元禄十二年 '1700年 )、 未採拓資料 (享保十年 。1725年 )、 資料62(元禄十四年・1701年か

?、 年号は摩減により不明 )、 未採拓資料 (宝永二年・1705年 )か ら構成される。これらの墓標

はいずれも微かな高まりの上に建てられているが、これが当初から意識的に造られた盛土なの

か否かについては、今回の調査では明らかにすることができなかった。ちなみに、資料 59、 資

料58は荒神堂墓地における資料 1～ 3と 同様、名号を刻む供養塔形式を踏襲するものであるが、

前項でも述べたとおり、墓標の栗素も看取されるところから、ここでも一応、墓標 として把握

することにする。

なお、資料60と 資料62の間に建てられている未採拓資料は、地面から残存する高さ48Cm、 幅

32cm、 扁平な粘板岩製で上半部を欠いている。中央部には戒名「・……庵妙貞信尼」が大書され、

その右側には「享保十歳」(1725年 )、 左側には「・……月二十四日」と記されている。
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資料62の南側に建てられている未採拓資料は、台石からの高さ92cm、 幅41cm、 ゃや分厚な続

灰岩製で、頂部を三角形、側縁部を一直線に調整しているものである。周縁よりもわずかに掘

り下げられた碑面上端部には円相が配され、そこから下部にかけては戒名「瑚室妙報禅定尼」

が大書され、その右側には「宝永二乙西稔J(1705年 )、 左側には「八月十八日」と記されている。

最下部には蓮華座が刻まれている。

前列は北端に資料61(正徳二年・1712年 )、その南隣 りの未採拓資料 (元禄年間十年以降・1697

年～1703年 )か ら構成される。この未採拓資料は、地面から残存する高さ46cm、 幅34Cm、 扁平な

粘板岩製で、上端部を欠いている。中央部には種子「キリーク」力減1ま れ、その下には戒名「浄

円紗…………」が大書されている。その右側には「元禄十……」(1697年 ～1703年 )と 記されて

いるが、左側の月日については確認することができなかった。地中に埋まっているものと思わ

れる。
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4.近世墓標出現期の具体的様相と若千の問題

ここでは小野寺家の荒神堂、横森前墓地、並びに瀬峰町内各所に散在する江戸時代前期から

中期初め頃にかけての墓標について、悉皆調査を実施して得られた成果の概要を記すとともに、

若干の問題点も述べることとする。

虎渓寺の三石の造立年代

旧仙台領栗原郡藤沢村、富村、中村(現瀬峰町 )に 所在する墓標中、従来まで最も古いと言わ

れてきたものは、虎渓寺に保存されている永正三年(1505年 )の紀年銘をもつ資料99、 元亀二年

天和三年

資料58盤雙翠
(ユ 663年 )

図 応三年

資料59(腎解
)

(1659年 )

資料60壬掃誌予行

元□ 十四年

資料62(1701年
か?)
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(1572年 )の資料 100、 正保元年(1644年 )の資料101である。

これらは虎渓寺の三石 (鈴木玄雄 :192212)と 呼ばれるもので、奥州探題大崎氏の家臣で、

虎渓寺を開基し、藩政時代には中村に帰農して左近、徳右衛門、久兵衛、五郎七と四代
に亘っ

て肝入を輩出した高橋家の墓標 として知られている。しかし、これらの墓標を詳細に観察す
る

と、形態や石質、碑面の体裁や書体、文字の彫り方などに共通性が認められ、近世
墓標出現期

以降、同一時期に製作、造立されたものと考えられる。ちなみに、その書体は元文
五年 (1740

年 )、 虎渓寺六世家山禅梁和尚が、村内の安全を祈願して中村諏訪原(瀬峰町大
里字中諏訪原221

-2)に 造立した「南無妙法蓮華経千部 一年一石一部供養砕」(佐々木尚見・卜可部正光
・赤 i畢靖章・

佐藤敏幸 :1982.3)の書体に酷似する。よって、虎渓寺の三石は享保十一年(1726年 )、 中村肝

入高橋五郎七の助力を得て本堂を

新築した家山禅梁和尚が、五郎七

の先祖の供養と顕彰を目的として

筆を揮ったと推定され、最 も古い

段階の墓標からは除外して考える

必要がある。三石造立の実年代は

享保十一年(1726年 )か ら元文年間

(1736～ 1740年 )頃 と位置づけるの

が妥当であろう。

藤沢村・富村・中村最古の墓標

一―虎渓寺所在の承応二年「倉」墓標―一

虎渓寺の三石 と呼ばれる資料99、 100、 101以外の資料で藤沢村、富村、中村における最古
の

墓標は、同じく虎渓寺に保存されている「鴛」の頭書と承応二年(1653年 )の紀年銘をも
つ資料79

である。

本資料については、碑面に刻まれた紀年銘をめ ぐって『栗原郡藤里村誌』上巻 (鈴木玄雄
:19

22.12)では応仁奏芭、『宮城縣史』17(菊池武一 :1956.2)で は明応仁癸丑 (1493年 )、 『瀬峰町史』

(瀬峰町史編纂委員会 :1966.3)では応仁癸巳、即ち応仁七年(1473年 )、 『佛教考古学研究』 (久

保常晴 :1967.11)で は明応二年癸■11493年 )、 『栗原郷土研究』5(鈴木正夫 :197312)で は承

応二年癸巳(1653年 )、 『日本石仏事典』(横田甲一 :1987.9)で は明応二年(1493年 )と 報告され、

その年代をめ ぐって各々、相違が生じているものである。今回、拓本
・実測調査を実施してそ

の判読に努めたところ、承応二年癸巳(1653年 )であることが分かった。

また、「えんとうこんの助」とは米沢譜代の伊達家の家臣、遠藤孫十郎を祖とし、正保二年 (16

虎渓寺三石と「鳶」墓標 (在から資料101、 99、 100、 79、 81、 82、 80)
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46年 )、 栗原郡中村に 5貫493文を拝領した次助、明暦

二年(1656年 )、 遠藤家を相続して8貫 436文を拝領した

次兵衛に連なる者であることも判明した。

伊達家家臣造立の出現期の墓標

――虎渓寺所在の承応三年～明暦
二年「鳶」墓標――

虎渓寺には「鴛」の頭書をもつ墓標が 4基保存されて

いる。先述した承応二年(1653年 )銘 の資料79、 承応三

年(1654年 )銘の資料80、 資料81、 明暦二年(1656年 )銘

の資料82がそれで、破損の著しい資料80を 除いて、「孝

子敬白」と記されて供養塔的色彩を残しているが、7f4面

中央に円相や戒名が大きく亥Jま れているところから、

近世墓標の初期形態と考えられる資料である。

右は資料81)

なお、資料81に刻まれている「大内雅楽之丞」とは塩松浪人の出で、政宗の代に 3貫文で奉公

し、後に3貫601文を拝領して中村に知行地をもっていた大内孫右衛門の子、雅楽丞をいう。孫

右衛門の番代として出仕していたが、寛文三年(1663年 )、 病を得て他界したという人物で、墓

標に記された「母」とは孫右衛門の妻をさしていると思われる。

虎渓寺に伝わる略髄切紙と文化■年略鳥」位牌

「篤」は鳥・八・臼が幾通りかに組み合わされてできる合字で、他に「鵠」や鴫白」とも表記され、

また、その読み方も「タン」、或いは「カン」と必ずしも定まっていない謎の多い文字である。室

町時代末頃、または江戸時代初期頃から中期の宝暦年間(1751～ 1763年 )頃にかけて、しばしば

曹洞宗、浄土宗に関係する墓地で、墓標の頭書に刻まれているものである。その字義について

は諸説があるが、減罪成仏の功徳を表わすとも言われている(久保常晴 :1941.1、 1967.11、 横

田甲一 :1975,12)。

4基の「鶯」墓標が残されている虎渓寺には「享保七年壬寅歳膿月二十八日 前総持廣修兼越臨

渾山観音禅寺二十一世一苓囲(花押 )」 と墨書された『永平元禅寺嫡也流伝秘参切紙』が保存され

ている。各種の切紙が冊子風にまとめられたもので、その中に「鵠」について説明している箇所

がある。詳細な分析は筆者の力量不足のため不可能であるが、享保七年 (1722年 )における「鶴」

の解釈として興味深いため、その中の一部分を抜粋して本書に収録することにした。

なお、今回、虎渓寺で近世墓標の調査を実施した際、頭書に「鵠」が墨書された文化十一年(18

虎渓寺所在の「鳶」墓標
(左は資料79、
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14年 )の位牌 (資料103、 写真は図版22に収録 )

が発見された。文化年間(1804～ 1817年 )頃、

富村の肝入を勤めた秀蔵 (佐々木巳之吉 )の

位牌で、墓標 (資料102)は瀬峰町大里字富

寺浦63番地に現存している。どのような経

緯から「鵠」が用いられ、虎渓寺に伝存され

たか不明であるが、鳥八日の使用年代が宝

暦年間(1751～ 1763年 )ま でと考えられてい

る現在、それを年代的に半世紀以上も降る

例 として貴重である。

また、刈田那七ヶ宿町関には「鵠」が頂部

に刻まれた二十三夜塔が残されている。地 七ケ宿町関所在の聡烏」三十三夜塔  (図 :縮尺約1/30)

面からの高さ約 200cm、 分厚な安山岩製で、上端部には「鵠」、その下には「二十二夜塔」と大書さ

れ、右側には「明和五戊子年」(1768年 )、 左側には「九月十有九烏」、下部中央には「講中十四人」

と建碑に関わった人々の名前カラ1まれている。「鵠」の使用が宝暦年間を降ること、さらには「鵠」

が墓標だけでなく講中碑にも用いられた例 として注目したい。

帰農した小野寺家が造立した出現期の墓標――荒神堂墓地と

横森前墓地所在の承応三年～天和三年墓標一―

藤沢館の旧主、小野寺家の荒神堂墓地で注目しなければならないのは、同墓地最古の寛文十

二年(1673年 )紀年銘を有する資料 1が中央に位置し、その両側に年代的に後続する延宝四年 (16

透

褻
歩
力酵
争

ト
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76年 )、延宝六年(1678年 )の紀年銘をもつ資料 2、 資料 3が造立されていることである。 3例 と

も、南無阿弥陀佛の名号が碑面中央に刻まれたもので、その後の明治八年(1875年 )に至るまで、

荒神堂墓地における造墓活動の中核となる墓標である。

また、資料 1～ 3は いずれも0.5～ 0.4m前後の盛上部の上に建砕されているが、本書に収録

した下藤沢 H遺跡でも第 1段階(17世紀前葉 )、 第 2段階(17世紀中葉～17世紀後葉 )に属する墓

城は盛上部を伴うことが判明しており、下藤沢H遺跡と荒神堂墓地の造墓形態には共通した特

徴を見い出すことができる。但し、下藤沢H遺跡では第 1段階、第 2段階において石製の墓標

は未だ出現 しないにもかかわらず、小野寺家の荒神堂墓地では第H段階に相当する時期におい

てすでに、名号が亥1ま れ、供養塔的性格を有する巨大な石製墓標が出現しているのである。

こうした小野寺家の活発な墓標造立活動を可台とにした背景には、鎌倉時代以来の藤沢館城主

としての出自と、宗教的結びつき、それに天二十八年(1590年 )の奥州仕置によって帰農したに

もかかわらず、佐沼藤沢村之長者と呼ばれて下藤沢屋敷に住み、寛永十八年(1641年 )『藤沢村

検地帳』(鈴木玄雄 :1922.12)で は田 8貫403文、畑923文を所有していたという抜群の経済力に

よるものと推定さ″化る。

なお、横森前墓地にも南無阿弥陀佛 と大きく刻まれた供養塔的性格の強い承応二年(1654年 )

・万治二年(1659年 )紀念銘の資料 59、 寛文三年(1663年 )・ 天和三年(1683年 )紀念銘の資料58と が

建てられており、仙台領栗原郡藤沢村における墓標出現期の資料 として貴重である。

富裕百姓層造立の出現期の墓標――富村桃生田屋敷白鳥家、

藤沢村小深沢屋敷佐々本家の明暦元年～天和三年墓標――

小野寺家荒神堂墓地にB5hける出現期の墓標 (在から資料 3、 1、 2)
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近世墓標が藤沢村、富村、中村において富裕百姓層の間に出現する段階の資料 としては、悉

皆調査終了後に存在を確認した資料 107、 資料108、 それに資料83がある。

資料 107は 明暦元年(1655年 )、 資料 108は 万治二年(1660年 )の紀念銘を有する極 く小さな粘板

岩製の墓標で、中央に法名、その左右に年月日を亥1ん だだけのもので、虎渓寺所在の資料79～

82、 小野寺家荒神堂墓地の資料 1～ 3、 同家横森前墓地の資料58、 資料59と 比べると極 く質素

なものである。造立したのは奥六郡の司として強大な勢力を持っていた古代豪族安倍氏を祖と

し、中世には葛西氏に仕えていたが、奥州仕置によって主家が減亡した後は、佐沼藤沢村之長

者小野寺家を頼って富村に帰農したと伝えられる桃生田屋敷白鳥家である。寛永十八年 (1641

年 )の『富村検地帳』(鈴木玄雄 :1922.2)に よれば、同家は田 4貫721文、畑 1貫89文 を所有し、

富村の中では、当時、肝入を勤めていた北ノ沢屋敷惣左衛門家 (佐々木家)の 田 5貫 128文、畑

463文、御所ノ沢屋敷左馬之丞家の田 5貫 567文 、畑279文 と並ぶ富農であった。

資料83は天和三年(1683年 )の紀年銘をもつ安山岩製の小さな自然石を用いた墓標で、中央に

円相 と戒名、その左右に年月日と俗名、下部に「敬白」と刻まれているもので、これも資料 107、

108同様、虎渓寺に所在する仙台藩士の墓標や荒神堂、横森前に所在する小野寺家の墓標と比較

すると極 く質素な墓標であると指摘することができる。造立したのは藩政時代初期、初代の久

七に始まり、以後、安永七年(1778年 )に至るまで次郎右衛門、庄八、庄兵衛、喜右衛門、善太

郎と続いた藤沢村小深沢屋敷 (屋号 :中 )の佐々木家 (米山健家文書 :『藤沢村代数有之御百姓書

上』)で、藤沢村富裕農民層の家系である。

元禄年間における墓標造立活動の流行

藤沢村、富村、中村の有力百姓層の間に墓標の造立が流行するのは、概ね元禄年間 (1688～

1703年 )頃である。

今回の調査で得られた資料を概観すると、資料93(元禄十六年 )は前に触れた富村桃生田屋敷

の白鳥家、資料86(元禄十五年 )、 資料94(元禄十六年 )は 同じく前掲の藤沢村小深沢屋敷 (屋号

:中 )の佐々木家が建てたものである。資料89(元禄四年 )は富村寺浦の中屋数の佐々木家、資

料90(元禄十二年 )1よ藤沢村高見屋敷 (屋号 :二反田)の小野寺家、資料92(元禄十五年 )は富村根

岸の大場家、資料95(元禄十六年 )は中村野沢の高橋家、資料97(貞 享二年
・元禄五年 )は藤沢村

八幡屋敷 (屋号 :新勘 の坂元家、資料98(元禄八年・元禄十四年 )は 中村宮田宝積院の亀井家、

資料88(元禄三年 )は藤沢村観昌寺家が造立したものである。これらはいずれも肝入を勤めたり、

代数有之御百姓家、或いは田畑の持高の多い有力百姓層、修験、檀那寺等で、全国的な墓標造

立の流行を受けて藤沢村、富村、中村の夕くの百姓層に先駈けて建碑したものである。なお、

三村での墓標造立にあたっては檀那寺の果した役割 りも見逃すことができないが、この件に
つ
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いては別の機会に触れることにしたい。

ところで、今回の悉皆調査を実施 して、幾つか気付いたことがある。後日の調査の参考にす

るため、その概略を記しておきたい。

資料90(元禄十二年 )は藤沢村高見屋敷 (屋号 :二反田)に住み、元禄年間(1688～ 1703年 )、 父

(瀬嶺宿に住し、延宝年間、藤沢村肝入を勤めた休二郎 )の後を受けて肝入を勤めた久二郎の墓

標であるが、本例は盛上部の上に造立されたものである。下藤沢H遺跡の発掘調査では、元禄

年間は第 3段階、即ち、低い盛土部を有する墓城 と、盛土部がなく、竪穴部だけからなる墓拡

とが併存する時期と把握されているが、資料90は このような調査成果を他家の墓地でも検証す

ることができた資料である。

資料87(宝永七年 )は中村野沢の船橋に所在するもので、造立した家系は不明である。頂部が

三角形、両側縁部が一直線となる駒形の墓標で、形態、石質、供養塔的色彩が強いことなどの

点で資料86に 共通する特徴を持っている。板状の粘板岩製墓標が大部分を占める中にあって、

今後、墓標の製作地や流通、石工集団の実態などを解明する際、注意しなければならない資料

である。

資料84(享保十一年 )、 資料85(享保十九年 )、 資料96(享保二十年 )は 、藤沢村高見屋敷に住ん

だ修験、宝泉院の葛城家が造立した墓標で、享保十一年の墓標の下部に刻 まれた「孝子敬白」が、

享保十九年には「敬白」となり、そして享保二十年にはこれが消減するという変遷が同一墓地内

で認められる好資料である。なお、本資料が所在する藤沢字要害地内の宝泉院(葛城家 )墓所南

方約200mの 藤沢字岩石地内には、江戸時代の前期にかけて築造されたと言われる塚が数基保存

されている。最大のものは標高50m程の見晴らしのよい丘陵頂部に位置し、一辺が20m前後、

二段築成の方形を呈し、その北側には小規模な塚が隣接する。寛永年間(1624～ 1643年 )没 と伝

えられる宝泉院開祖の不動院園信以降、元禄年間(1668～ 1703年 )頃にかけての盛上部を伴 う墓

城群 と推定され、石製墓標が出現する以前の墳墓遺構として極めて貴重であり、今後の調査が

期待されている。
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板碑 。近世墓標 (資料 1～ 3、 資料58～ 103)

>資料63 大里字中牛渕26番地 1、 佐々木勝義邸内にある板碑

鈴木玄雄 (1922.12)P209～ 210「牛淵に在る古碑」、

「佐々木紐吉所有地田尻道路の側松木の下にあり元佐

々木米蔵の洗場の江梯をなせる時掘出したるものなり

と云お、」に該当するものである。菊池武― (19562)P

40、 瀬峰町史編纂委員会 (1966.3)P394、 佐々木 。鈴

木・阿部 (1982.3)P6に も収録されている。

高さ92cm、 幅31Cm、 極 く扁平な粘板岩製である。上

端部に種子「キリーク」が大きく薬研彫 りで刻み込ま

れている。その下には、比較的大きな文字で紀年銘「正

安四年二月日」(1302年 )力渭己されている。

牛済」地区は、高清水町から当町を貫流し、南方町蕪

栗沼に注 ぐ小山田川の南岸、標高 7m前後の沖積低地

上に位置する小集落である。本資料は、瀬峰町内で現

在発見されている板碑の中で、最 も古いものである。

0          25cm

―

▼資料64 大里字中三代111番地 1、 高橋家所有の山林にある板碑

()

…

鈴木玄雄 (1922.12)P213「高木前に在る

古砕」、「高橋所有山林の東北隅道路の側に

あり」に該当するものである①菊池武― (19

562)P40、 瀬峰町史編集委員会(19663)P

394に も収録されている。

現 /―tiは基吉るがコンクリー トで固定さイして

いるが、その面からの高さ98Cm、 幅44Cm、

扁平な粘板岩製である。上部を欠 くが、中

央部には願文「右志義阿聖霊相当 第二位

之忌京□□」、紀年銘「元享四甲子八」(1324

年 )、 「□□ 敬白」(三宅宗議氏の教示によ

る)が刻まれている。原位置は保っていな

いものである。
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>資料66 大里字中荒町61番地、虎渓寺

境内にある板碑

鈴木玄雄 (1922.12)P209「 虎渓寺境内

にある古碑」、「上野沢松木下と称する所

を開墾 したるに土中より掘出せるもの虎

澳寺石階の下に移し建て置 く高四尺五寸

巾一尺四寸」に該当するものである。菊

池武― (19562)P40、 瀬峰町史編纂委員

会(1966.3)P395に も収録されている。

本碑は1962年 、宮城県北部地震のため倒

れ、中央部で折れて現在に至っている。

高さ156cm、 幅47cm、 扁平な粘板岩製で

ある。上部に種子「サJ、 中央部に偶「若

有善男子 造立率都婆 其人此功徳 佛

智不可量」、紀年銘「元弘四年甲成正月十

八日」(1334年 )、下部には「道智聖霊□□」、

「孝□□□」と亥1ま れている。

V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若千の問題

<資料65 大里字中荒町61番地、虎渓寺境

内にある板碑

鈴木玄雄(1922.12)P209～ 210「牛済1に あ

る古碑」、「不明の文字は徳に似たり……現

に佐々木東吉宅地西南隅にあり」 と記載さ

れているものに該当する。東吉没後、妻女

がこれを粗末にしてはならないとして、虎

渓寺に納めたという(佐々木・鈴木・阿部 :

19823P7)。 菊池武― (1956.2)P40、 瀬

峰町史編纂委員会 (1966.3)P395に も収録

されている。

聖.

25(I悧

残存する高さ84cm、 幅46Cm、 扁平な粘板岩製である。上部に月輪を伴う種子「キリーク」、そ

の下には紀年銘「元徳二季」(1330年 )力彦1ま れている。
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レ資料67 大里字中三代72番地の南側、町道天神線脇に

ある板碑

鈴木玄雄 (1922.12)P212「 大田界の東北田中に在る古

碑」に該当するものである。菊池武― (19562)P40、 瀬

峰町史編纂委員会 (1966.3)P395、 佐々木・鈴木・阿部

(1982.3)P8に も収録されている。大里宇中三代73呑地

の水田に建っていたが、水田区画整理のため、一時期、

所在不明となっていたものである。

残存する高さ79Cm、 幅34cm、 扁平な粘板岩製である。

上部を欠 くが、中央部には紀年銘「貞和三年丙成二月二

十九日」(1346年 )が刻まれている。

<資料68 大里字中除 7番地 1、 高橋千恵子邸内にある板碑

鈴木玄雄 (1922.12)P213「 富と称する所の東方に在る古碑」、

「中野勘二郎所有の畑中にあり……此石は藍色にて上の一字

は康の宇ならんか」に該当するものである。一時期、水口止

めなどに用いられ、その所在が不明であったが、最近、見つ

け出されて、現在は標記地内に移されている (佐々木・鈴木・

阿部 :19823P8)。 菊池武― (19562)P40、 瀬峰町史編纂

委員会(1966.3)P396に も収録されている。

残存する高さ68cm、 幅29cm、 扁平な粘板岩製である。上部

を欠 くが、中央部には偶「□□三界 固是我有 □ 中衆生 困是吾子」、下部には紀年銘「康応

元年十月日」(1389年 )、 それに判読不能の文字が幾つか刻まれている。

レ資料69 大里字中除 7番地 1、 高橋千恵子邸内にある板碑

鈴木玄雄 (1922.12)P213「野村忠助宅地天神を祭 りたる側に一

基あり梵字のみにて其他の文字不明旦つ破損せ り」、瀬峰町史編纂

委員会(19663)P398「 下荒町高橋万氏宅地内天神祠の傾Jに一」に

該当する。佐々木・鈴木・阿部(19823)P7に も収録されている。

残存する高さ54cm、 残存する幅23Cm、 分厚な粘板岩製である。

上端部を欠いているが、上部には「バ」と思われる種子が刻まれ

ている。中央部には願文「右志者□…… 過去慈□……」が大き

な文字で、かつ、粗雑に彫られている。下半部以下は欠いている。

原位置は保っていないものと思われる。
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<資料70 大里字中荒町61番地、虎渓寺境内にある板碑

鈴木玄雄 (1922.12)P209「 牛法1に在る古碑」、「梵字の

みにて年号の記載なきもの一基」に該当するものであろ

う。虎渓寺に移動 した経緯は、前掲資料65の元徳二年板

碑と同様で、現在、両碑は虎渓寺本堂南側の緩斜面に並

んで建られている(佐々木・鈴木・阿部 :1982.3R6)。

高さ84cm、 幅30cm、 扁平な粘板岩製である。左上端部

を欠いているが、種子「力」が L部 |こ刻まれている。

0           25(:in

―
レ資料71 大里字中宮田81番地の地先、天神堤の堤防上

にある板碑

鈴木玄雄 (192212)P212「 天神に在る古碑」、「天神堂

の側に一基あり梵字のみにて他は不明なり天神坊の墓碑

なりと云お、」、瀬峰町史編纂委員会(1966.3)R398「天神堂

の側に一」に該当するものであろう。佐々木・阿部
。赤

澤・佐藤(1986.3)P13に も収録されている。

高さ112Cm、 幅 33cm、 比較的分厚な粘板岩製である。右

上端部を欠いているが、上部 |こ は種子「バン」が刻まれて

いる。表面の風化が進んでいる。近世講中碑群 と並んで

いることから、原位置は保っていないと思われる。

0       25(n]

…

鈴木玄雄 (1922.12)P214～ 2151こ「五輪堂山に在る古碑」

として 6基の略図が掲載されている。本資料はそのどれ

に該当するか、判然としない。一時期、その所在が不明

であったが、1970年前後頃、瀬峰郷土研究会員が五輪堂

山の山中から本砕を見つけ出し、現在の場所に移 して保

存してきたものである(佐々木・鈴木 。阿部 :1982.3P9)。

残存する高さ65Cm、 幅32cm、 極 く扁平な粘板岩製であ

る。 上著Ьに 1ま種子「バン」が亥げまれてヤヽるが、 浅い薬研彫

りのため肉眼では観察しに くい。下半部は折損している。

▼資料72 藤沢字下藤沢117番地、観昌寺山道脇の自山祠にある板碑

q

―
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レ資料73 大里字中長根137番地の南側、通称

折越浦にある板碑

鈴木玄雄 (192212)P211「 折越浦に在る古碑」、

「高清水道路のイ買]に一基あり梵字のみなり」、瀬

峰町史編纂委員会(1966.3)P398「折越浦 (上荒 )

に一」に該当するものである。

地面からの高さ135Cm、 幅39Cm、 比較的分厚な

粘板岩製で、上端部右側を斜めに欠いている。

上部には種子「キリーク | ~  |「
~~¬
」

と推定される種子が刻まれているが、表面の摩

減が進んでいるため、肉眼では観察しにくい。

原位置を保っているか否かは不明である。
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<資料74 大里宇中筒ヶ崎48番地 3、 千坂

辰男邸内の熊野社にある板碑

鈴木玄雄 (192212)P213「 堂ヶ崎に在る古碑」、「五つの梵字を彫り

たるものなり」、瀬峰町史編纂委員会(1966.3)P398「 堂ヶ崎熊野社イ員1

に二」に該当するものである。

残存する高さ93cm、 残存する幅 1lCm、 分厚な粘板岩製で、破損品で

ある。五つの種子は大日如来真言の二行目、「ア ビ ラ ウーン ケ

ン」である可能性が強い(三宅宗議氏の教示による )。 原位置は保って

いない。

レ資料75 大里宇中筒ケ崎48番地 3、 千坂辰男邸内の熊野社にある板碑

鈴木玄雄 (1922.12)P213「堂ケ崎に在る古碑」、瀬峰町史編纂委員会

(1966.3)P398「 堂ケ崎熊野社側に二」に該当するものと思われる。

残存する高さ13cm、 残存する幅8.5cm、 扁平な粘板岩製である。願文「・
―

…一周忌京……」(三宅宗議氏の教示による)と刻まれている部分だけが ♀

鯵

獅

吼

残存する小破片である。原位置は保っていない。
…



思われる種子が浅い薬石汗彫 りで刻 まれている。

また、同 じ上部には、円相 と「直□ 人心 見性成仏」が種子

「バ ク」に重なって刻 まれ、その左下には「元禄未十六年四

月四 日J(1703年 )と も刻 まれているところか ら、本碑は近

世になって墓標に転用 された ものである。

なお、下部に「二十二」、Л    肝……」と浅く彫り

込まれているが、板碑、あるいは墓標のどちらに伴うもの

か不明である。原位置は保っていない。

V-4.近 世墓標出現期の具体的様相 と若子の問題

<資料76 大里字中筒ケ崎48番地 3、 千坂辰男邸

内の熊野社にある板碑

残存する高さ93Cm、 幅38Cm、 扁平な粘板岩製で、

上半部を欠いている。種子や偶、願文、紀年銘な

どは認められないが、碑面が著しく摩耗 している

ところから、何らかの理由で削り取られたか、あ

るいは自然に風化してしまったものと思われる。

原位置は保っていない。

▼資料77 藤沢字刈安沢90番地、刈安沢共葬墓地

内、佐々木家墓地にある板碑

残存する高さ66Cm、 幅 31cm、 扁平な粘板岩製で、

上端部は薄 く黒」落している。上部には「バク」と

25(li

<資料78 大里字中西原前 1番地、奥州ゆるぎの松の下

にある板碑

現 /―tは コンクリー トで固定されているが、その面から

の高さ45Cm、 残存する幅30Cm、 扁平な粘板岩製で、左側

面を縦に欠いている。上部に種子「タラーク」が浅い薬

研彫りで亥1ま れているが、風化 も加わって肉限では観察

しにくい。種子の右斜め上には「キ」、下方には「高……」

と彫 り込まれているが、追刻されたものである。

また、裏面中央には「摩理支…」(摩理支天 )、 その右側

には「□□□」、左側には「□月新□」と表面同様、追刻

が施されている。)          25(n,
|…
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V-4.近 世墓標出現期の具体的様相 と若千の問題

▼資料 1 藤沢字荒神堂58番地 1、 小野寺家墓地にある墓標

盛土と台石の上に建てられている。台石上面からの高さは173cm、 幅64cm、 分厚な粘板岩製
で、

頂部は三角形を呈している。

上端部に円相が配され、その下から中央部にかけて「南無阿弥陀佛」と大書され、その右側

には「寛文拾三癸丑暦J(1673年 )、 左十貝1に は「五月四鳥者□自′とヽ妙由信女落命忌日也」と記され

ている。

そして、下部中央には「銘云」、「一塔影高鎖日東 手辺光陸工玲壻目 自心妙由非他土 三世

諸尊在此中」、右側には「孝子」、左イ貝]に は「敬白」と刻まれ、最下部には蓮華座を中央にして、「瀬

嶺」、「小野寺甚七母Jと それぞれ、左右に書き分けられている。

本資料は合計57基の墓標がある荒神堂小野寺

家墓地の中央に据えられたもので、その形状と

碑面の荘厳さは、他を圧するものがある。
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「千時延宝四丙辰年二月九日」(1676年 )、 左十員1に は

「閑窓春庭禅定門」と記されている。

そして、下部中央には「銘云」、「閑庭休雨坤洞

清 伝国雨風生竹林」、右側に「孝子敬白」、左側に

は「瀬嶺町 小野寺甚七」と亥1ま れ、最下部には

蓮華座が表現されている。

レ資料 3 藤沢字荒神堂58番地 1 小野寺家墓地

にある墓標

盛土と台石の上に建てられている。台石上面か

V-4.近世墓標出現期の具体的様相と若子の問題

<資料 2 藤沢字荒神堂58番地 1、 小野寺家墓地

にある墓標

盛土と台石の上に建てられている。台石上面か

らの高さは171Cm、 幅42cm、 分厚な粘板岩製で、頂

部は三角形を呈している。

上端部に円相が配され、その下か ら中央部にか

けて「南無阿弥陀TWJ」 と大書され、その右側には

0           25Cm

―
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V-4.近 世墓標出現期の具体的様相 と若子の問題

らの高さは185cm、 幅40cm、 分厚な粘板岩製である。

上端部に円相が配され、その下から中央部にかけて「南無阿弥陀佛」と大書され、その右イ貝1

1こ 「千時延宝六戊午年」(1678年 )、 左側には「十一月十七 日 玉翁好雪信士」と記されている。

そして、下部中央には「銘云」、「不事紅油□面 但外玉雪真原」、右側には「孝子」、左側には

「敬白」と刻まれ、最下部には蓮弁を中央にして「瀬春」、「小野寺吉右衛門」とそれぞれ左右に

書き分けられている。

▼資料58 藤沢字横森前157番地、小野寺家墓地にある墓標

台石からの高さ158cm、 幅70Cm、 分厚な粘板岩製で、頂部はほぼ三角形を呈する。

上端部に円相が配され、その下から中央部にかけて「南無阿弥陀佛」と大書され、その右側

|こ は「維時天香三隼癸亥氣清九天」(1683年 )、 「風春道集禅信士」、「小野寺惣左・―・・」、左側には

「芝 吃寛文三希癸卯季恭念三真」(1663年 )、「莞室春公禅信女」、「小野寺正・…・・」と記されてい

る。下苦Бには「孝………J と刻 まれ ている。
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V-4.近 世墓標出現期の具体的様相 と若子の問題

く資料59 藤沢字横森前 157番

地、小野寺家墓地にある墓標

台石からの高さ144cm、 幅57Cm、

分厚な粘板岩製である。

上端部には「こン」形の円相が

配され、その下から下半部にか

けて「南無阿弥陀佛」 と大書さ

れ、その右側には「□應三刺コ

□三十  L(「承応三年」。1654

年か ?)、 日   應禅信士」、

日   し、左側には「万治仁年
希扮
玄部

應
二
奢
＝
ピ
ロ
ロ

日
日
日
□
春
輝
捨
碁

日
日
日
――

夫イ萬

昂ナ
ら,鉾
守
惣

亥大呂四鳥」(1659年 )、 「雪窓妙好禅信女」、「小

野寺惣……」 と記されている。

レ資料79 大里字中荒町61番地、虎渓寺境内に

ある墓標

鈴木玄雄 (1922.12)P208「 虎渓寺境内にある

古碑」、「不明の文字は季の如 く見10地上高四尺

巾一尺二寸厚四寸」に該当するもので、略図に

は「千時年応仁己歴□丑八月七日」と紀年銘が

報告されている。

以後、数々の文献に引用され、菊池武―(1956

.2)P40では「千明応仁癸丑八月七 日」、瀬峰町

史編纂委員会 (1966.3)P396では「千時応仁癸

巳匠コ八月七 日」、久保常晴(1967.H)P320では

「干時明応仁癸丑八月七日」、鈴木正夫(1973.11)
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V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若子の問題
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▼

「千時承応仁癸巳季八月七日」、横田耳

年代観が与えられていないものである

さ164Cm、 幅39Cm、 分厚な粘板岩製で、「

ら下部にかけて「倉 退歩承頭特地新

左側には「えんとうこんの助」と記さ

日」(1653年 )、 「孝子」、「敬白」と刻ま

部には欠損により不明の梵字と「力」

碑は元来、板碑であったものを近世に

1里字中荒町61番地、虎渓寺境内にある

さ88Cm、 残存する幅38Cm、 分厚な粘板

―(1975.12)P371で は「明応二年」と必ず

三角形をなす。上端部に「卍」が配さ

」と大書され、その右側には「嶺松

るヽ。そして、下部には「千時承応仁

頂部は三角形をなす。上端部に「卍」が貼き

定以」と大書され、その右側には「嶺松

れている。そして、下部には「千時承応仁

れている。

と思われる掩字が薬研彫 りで記されている

なって改刻再利用したものである。

墓標

岩製で、上部から中央部の右側部分だけが

残存するものである。「食 帰寂菊窓騒…

……」と大書され、その右側には「千時

承応二年甲午」(1654年 )と 記されている。

0          25Cm

―

レ資料81 大里宇中荒町61番地、虎渓寺境内に

ある墓標

高さ150Cm、 幅36Cm、 扁平な粘板岩製である。

上著卜に円相が配され、その下から中央部にか

けて「倉 帰寂菊窓維公禅定尼」と大書され、

その右側には「千時承応三甲午年」(1654年 )、「九

月二十八日」、左側には「大内雅楽之丞母」、「孝

子敬白」 と記されている。
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V-4.近 世墓標出現期の具体的様相 と若千の問題

<資料82 大里字中荒町61番地、虎渓寺境内にある墓標

鈴木玄雄 (1922.12)P209「 虎渓寺境内に在る古碑」の

うち、明暦二年の紀年銘をもつものとして略図化されて

いるものである。

高さ129cm、 幅26Cm、 比較的分厚な粘板岩製である。上

部に円相が配され、その下から中央部にかけて「鴛 来

窓木公禅定門」と大書され、その右側には「千時明暦二

奄」(1656年 )、 「四月十日」と記されている。下部には戒

名の下に判読不明の文字が二年、さらに、その下には「孝

子 J、 「敬白」という文字が左右二行に書き分けられてい

る。

「篤」の頭書をもつ墓標は、4基 (資料79、 資料80、 資料

81、 資料82)残 されているが、そのうち、資料80と 資料

81は 書体は明らかに異なるものの、紀年銘や戒名が同一

であると推定されるところから、墓標的性格よりも、む

しろ供養塔的性格を強 く帯びるものと推定される。近世

墓標の出現段階のものとして位置づけられよう。

_5cm

>資料83 藤沢字刈安沢90番地、刈安沢共葬墓地内、佐々木家墓地にある墓標

高さ52Cm、 幅25Cm、 楕円形の自然石で、安山岩製である。

上端部に円相が配され、その下から下部にかけて「清林禅定門」と細字で戒名が刻まれてい

る。その右側には「天和三亥」(1683年 )、 左側には「六月七日」、「□兵衛 J、 最下部には「敬白」

という文字が、比較的大きく横書されている。

本資料は瀬峰町内で見つかっている墓標の中でも、虎渓寺

所在のもの(資料79、 資料80、 資料81、 資料82)、 荒神堂や横

森前のもの(資料 1、 資料 2、 資料 3、 資料58、 資料59)と 同

様、古い段階に属するが、自然の九石を用いていることなど、

他の墓標 とは明らかに異なる特徴を有している。

なお、本資料は前掲資料77と 同じ佐々木家墓地に建てられ

ているが、同墓地には明和五年(1768年 )の地蔵菩薩を形どっ

た墓標仏 も建てられている (佐々木・阿部・赤澤・佐藤 :19

863 P26)。



V-4.近 世墓標出現期の具体的様相 と若子の問題

レ資料60 藤沢字横森前157番地、小野

寺家墓地にある墓標

台石からの高さ160Cm、 幅47Cm、 比較

的分厚な粘板岩製である。

上端部に円相が酉己され、その下から

下部にかけて「一参風休禅定門」と戒

名が大書され、その上部右側には「元

禄十二庚辰年」(1700年 )、 左佃1に は「正

月十四日Jと 記されている。

また、下部右側には比較的大きな文

字で「孝子敬白」、左側には「小野寺忠

右衛門」と亥1ま れている。最下部には

蓮華座が丁寧に彫 り刻まれている。

標記の小野寺家は資料 1～ 資料57ま

でがある荒神堂 と、本資料がある横森

前に墓地を所有しているが、横森前に

は資料58～ 資料62、 合わせて 5基の墓

標が建てられている。これらの墓標は、

いずれも盛土上にあるのではなく、平

十

１

１

１

‐
―

―

ャ

ャ

ー

ー

ー

0          25Cm

…地に建てられている。

▼資料84 藤沢字要害 1番地 14、 高城家墓地にある墓標

地面からの高さ71cm、 幅40cm、 扁平な粘板岩製である。

0           25cm
十

一

上端部に梵字「ア」が大きく亥1ま れ、上部か

ら下部にかけては「法円妙影信女」と戒名が

大書されている。その右側には「享保十一丙

午天」(1726年 )、 左イ貝1に は「九月二十八日」と

記されている。また、下部右イ貝1に は「孝子」、

左側には「敬白」と比較的大きな文字で刻み

込まれている。資料84、 資料85、 資料96は修

験者、葛城家の単一の墓地にある墓標で、享保

年間中、徐々に「孝子敬白」の記載が墓標か

ら消えてゆく様子が明確に分かる好例である。

甦
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レ資料86 藤沢字刈安沢90番地、刈安沢共葬墓地内、佐々木

家墓地にある墓標

残存する高さ87Cm、 幅28Cm、 分厚な凝灰岩製で中央部 と下

部を折損している。頂部を三角形、側縁部を一直線に調整し、

基部を舌状につ くり出している。周縁よりわずかに彫 り下げ

られた碑面上端部には円相が配され、そこから下部にかけて

「為夏円禅定門菩提也 J、「敬自」と大書され、その右側には「元

禄十五年」(1702年 )、 左側には「五月□ 日」、

「藤沢村いの助」と記されている。

V-4.近世墓標出現期の具体的様相と若子の問題

<資料85 藤沢字要害 1番地 14、 葛城家墓地に

ある墓標

高さ106Cm、 幅40Cm、 扁平な粘板岩製である。

上端部に梵字「アーンク」が大きく刻まれ、

上部から下部にかけては「権大僧都法印盛信」

と大書されている①その右側には「享保十九甲

寅天」(1734年 )、 左側には、「八月二十五 日」、「法

名」、「宝□院」、「八十六」と記されている。ま

た、下部には蓮弁 と「敬白Jが比較的大きな文

字で左右に書き分けられている。

<資料87 大里字中船橋64番地、手島家所有の山林

にある墓標

高さ89Cm、 幅36Cm、 分厚な凝灰岩製で、頂部を三

角形、側縁部を一直線に調整し、基部を舌状につ く

りLLし ている。周縁よりもわずかに掘 り下げられた

碑面には、上端部から下部にかけて「為華顔妙春禅

定尼菩提也」 と大書され、その右側には「千時宝永

七庚寅天」(1710年 )、 左側には「正月十二日」、「太兵

衛 妻」 と記されている。また、最下部には蓮弁 と

「孝子」、「敬白」が左右に書き分けられている。
0           25(m

―



V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若子の問題

▲資料88 藤沢字下藤沢■6番地、観昌寺住職墓地にある墓標

高さ61Cm、 幅38Cm、 極めて分厚な自然石で、安山岩製である。四側面に彫り込
んだものであ

るが、全体的に刹落が進んでいる。

一つの面には、阿弥陀如来と考えられる坐像が放射状の後光を伴って陽刻され
ている。

その右側面は破損が進んでいる。下部に幾つか刻字されているが、風化により不
明である。

座像が表現された反対側の面には、上部に「鳥鶴山観昌寺」、「糸忽持首寺三世」、下部
には「□

天」、「匠三コ」と記されている。

座像面の左側面には「千時元禄三庚午年」(1690年 )、 「入月

拾五 日、是□」、「建立   Lと 亥1ま れている。

レ資料89 大里字富寺浦63番地、旧陽岩寺跡、佐々木家墓地

にある墓標

高さ81Cm、 幅24Cm、 扁平な粘板岩製で、頂部は隅丸方形を

呈している。

上端部には円相が配され、その下から中央部にかけて「寒

昌禅定門」と戒名が大書されている。そして、その右狽1に は

「元禄四天」(1691年 )、 左側には「十一月二十 日」と記されて

いる。戒名の下には連弁が陰刻されているが、戒名右下には

「博吉」という名前が刻まれている。



V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若子の問題

<資料90 藤沢字寺沢105番地、小野寺家墓地に

ある墓標

盛土と台石の上に建てられており、台石上面

からの高さは120cn、 幅33cm、 極めて分厚な粘板

岩製である。

上端部には「卍Jが配され、その下から地面

近 くのところまで「寒翁浄清信士」と戒名が堂

々と刻み込まれている。

そして、その右側には「元禄十二年」(1700年 )、

「小野寺久二郎」、左側には「十一月七日」、「匠

bと 記されている。戒名の下には蓮弁

が陰刻されているが、その下半部は盛上の中に

埋まっている。

本資料は、荒神堂の小野寺家墓地にある資料

1～ 資料 3と 同様、盛上の上に墓標が建てられ

ている例 として、特筆されるものである。

レ資料91 藤沢字新下田94番地、千葉家墓地にある墓

標

高さ114Cm、 幅 24Cm、 扁平な粘板岩製で、頂部は隅丸

方形を呈 している。

上部には円相が配され、その下から中央部にかけて

は「梅香妙発信尼Jと 戒名が極めて大きく刻み込まれ

ている。

そして、その右イ員1に は「元禄十五天J(1702年 )、 左側

には「二月朔日」と記されている。

戒名の下には、極 く簡素な連華座が小さく陰刻され

ている。荒神堂の小野寺家墓地にある資料 1～ 資料 2、

横森前の小野寺家墓地にある資料60～ 資料61に 顕著に

認められる丁寧な枯写の蓮華座が、徐々に変化し、本

資料のような簡略化された蓮華座が現われたものと推

定される。



V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若千の問題

レ資料92 大里字富根岸23番地 1、 大場家墓地に

ある墓標

高さ71Cm、 幅37Cm、 極めて扁平な粘板岩製であ

る。

上端部には円相が配され、その下から下部にか

けて「玉巖秀珍禅定門」と戒名が薬研彫 り風の細い

文字で刻まれている。そして、その右側には「元

禄十五壬午」(1702年 )、 左側には「二月二十五 日」、

「大場十蔵 □秀」と記されている。

大場家系図 (鈴木玄雄 :192212)に よれば、大

場氏は栗原郡一迫柳 目村石沢舘に居住して大崎氏に仕えていたが、主家減亡後、現在の富村に

移 り住んだと伝えられている。大場十蔵は景通のことである。

<資料93 大里字富桃生田24番地 4、 曲鳥家墓地にある墓標

地面からの高さ68Cm、 幅20Cm、 分厚な粘板岩製である。

上端部には大きな円相が配され、その下から地面近 くのとこ

ろまで戒名「遠巖道玖禅定門」と「霊位」 とが荻1ま れている。

そして、その右側には「元禄十六天癸未」(1703年 )、 左側には

「二月十八日」、「白鳥太郎左衛門 八十」と記されている。

白鳥氏系図 (鈴木玄雄 :192212)に よれば、奥六郡の豪族安

倍氏の末裔と伝えられるが、

葛西家減亡の後、現在地に帰

♀  I  為5Cm 農 したという。白鳥太郎左衛

門は実任のことである。

>資料94 藤沢字刈安沢90番地、刈安沢共葬墓地内、佐々木

家墓地にある墓標

高さ94Cm、 幅22cm、 扁平な粘板岩製で、頂部は半円形を呈

している。

上部には円相が配され、その下から下部にかけては「梅円

妙香信尼」と戒名が大きく刻み込まれている。

そして、その右側には「元禄十六未天」(1703年 )、 左側には

「二月六 日」と記されている。戒名の下には蓮弁が陰刻されて

いる。
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V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若子の問題

レ資料95 大里字中四ッ壇37番地、高橋家墓地にある墓

標

地面からの高さ61Cm、 幅31Cm、 極めて扁平な粘板岩製

である。

上部には円相が配され、その下には「日深妙雪禅定尼 J

と戒名が大きく刻み込まれている。

そして、右側には「元禄十六年」(1703年 )、 左狽1に は

「十一月二十六日」と記され、さらに、その下には「与惣

右衛門」、「母」と左右に書き分けられている。戒名の下には蓮弁が陰亥1さ れている。

なお、本資料がある墓地には高橋家の本・分家をはじめとする数家の墓所が山林の中に分散

している。また、山林中には一辺数 m、 高さ lm前後、方形を呈する塚が十余基点在している。

本書所収の下藤沢H遺跡 と同様、盛上を伴う墓 と推定される。

▼資料61 藤沢字横森前157番地、小野寺家墓地にある墓標

地面からの高さ134Cm、 幅66Cm、 比較的分厚な粘板岩製である。

上端部には円相が配され、その下から下部にかけては

「松岩梁樹信士Jと 大きな字で戒名が刻み込まれている。

そして、その右恨1

には「正徳二壬辰天」

(1712年 )、 左側には

「九月四日」と記され

ている。

戒名の下には、極

めて大きな連華座が

詳細に描かれている。

蓮華座の右上には、

「小野寺市良兵衛」と

いう俗名が刻まれて

いる。
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V-4.近世墓標出現期の具体的様相と若子の問題

レ資料96 藤沢字要害 1番地 14、 葛城家墓地にある墓標

高さ58Cm、 幅33cm、 扁平な粘板岩製である。

上端部に円相が配され、その下には戒名「浄岩道清信

士」、「霊位」と刻まれている。右側には「享保20卯天」(17

35年 )、 左側には「四月二十九日」と記されている。

葛城家墓所にある墓標 (資料84、 資料85、 資料96)中 、

本例は「孝子敬白」、「敬白」が消減 した段階のものである。

o          25(m

…

レ資料98 大里字中宮

田130番地、亀井家墓地にある墓標

地面からの高さ85Cm、 幅35Cm、 扁平な粘板岩製で、

頂部は隅九方形を呈する。

上端部には円相が配され、その下には「円応鎮月

禅信士」、「桃岸妙華禅信女」と戒名が大書されている。

右側には「元禄十四巳四月十 日」(1701年 )、 「亀井

源右衛門」、左側には「元禄八亥二月十七 日」(1695

年 )、 「同妻」と記されている。戒名の下には蓮弁が

陰刻されている。

()      ゼ5(ni
L__H

<資料97 藤沢字下藤沢116番地、観品寺境内、

坂元家墓地にある墓標

高さH3Cm、 幅43cm、 扁平な粘板岩製で、頂

部はほぼ円形を呈している。

上端部には円相が酉己され、その下には「法

庵妙蓮信尼」、「浄庵寿真信士Jと 戒名が大書

さ才とている。

そして、右側には「元禄五壬申年五月二十

八日」(1692年 )、左側には「貞享二乙丑天十一

月十三 日」(1685年 )と 記されている。戒名の

下には蓮弁が陰刻されている。
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L、 「

―

」 と記されている。戒

名の下には「霊位」と蓬弁が亥1ま れている。

レ資料99 大工字中荒町61番地、虎渓寺境内に

ある墓標

鈴木玄雄 (1922.12)P208「 虎渓寺境内に在る

古碑J、「三石」のうち、右イ貝‖下段の図に該当する

ものである。菊池武―(19562)P40、 瀬峰町史

編纂委員会(1966.3)P397に も収録されている。

高さ153Cm、 幅39Cm、 扁平な粘板岩製で、頂部

は半円形を呈している。上端部には円相が配さ

れ、その下には「首寺開基」、「然泉宗廓居士」

と大書されている。そして、右側には「永正三

年」(1505年 )、 左側には「四月五 日」と記されて

いる。戒名の下には、蓮弁が陰刻されているが、

その斜め上には「高橋和泉」、「平時景Jと いう

名前が亥1ま れている。

V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若千の問題

<資料62 藤沢字横森前157番地、

小野寺家墓地にある墓標

台石からの高さ11lCm、 幅47Cm、

分厚な凝灰岩製で、頂部は三角形、

両側縁部を一直線に調整したもの

である。

周縁よりもわずかに周ダ)下げら

れた碑面上端部には、一対の円相

が配されている。右側の円相下に

は「貞□良□禅定門」、「元□十四

□巳□」(元禄14年 。1701年であろ

う)、 「小野寺    し、左側の円

相下には「浄円妙香禅定尼」、「匡

i¬鼈 且角
1鼎  量塁
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V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若子の問題

>資料100 大里字中荒町61番地、虎渓寺境

内にある墓標

鈴木玄雄 (1922.12)P208「 虎渓寺境内に在

る古碑」、「三石」のうち、左側の図に該当す

るものである。

菊池武―(1956.2)P41、 瀬峰町史編纂委員

会(19663)、 P396に も収録されている。

高さ141Cm、 幅44Cm、 扁平な粘板岩製で、頂

部は隅丸方形をなす。

上端部には円相が配され、その下に「関翁

道餞居士」と大書されている。そして、右側

には「元亀三天」(1572年 )、 「高橋平左右門」、

左側には「六月十一 日」、「平時信」と記され

ている。戒名の下には、蓮弁が刻まれている。

幣
5(ロュ

<資料 101

る墓標

太里宇中荒町61番地、虎渓寺境内にあ

鈴木玄雄 (192212)P208「 虎渓寺境内に在る古碑」、

「三石」のうち、右イ員1上段の図に該当するものである◎

瀬峰町史編纂委員会(1966.3)P3971こ も収録されて

いる。

高さ134Cm、 幅33Cm、 扁平な粘板岩製で、頂部は半

円形を呈している。

上端部には円相が配され、その下には「秋山静′とヽ

信士」 と戒名が大書されている。そして、右側には

「正保元天」(1644年 )、 左十貝1に は「十月七 日」、「高橋

左近」と記されている。

戒名の下には、蓮弁が刻まれている5

◎



V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若干の問題

<資料102 大里字富寺浦63番地、

旧陽岩寺跡、佐々木家墓地にある

墓標

地面からの高さ109Cm、 幅45Cm、 扁

平な粘板岩製で、頂部は隅丸方形を

呈している。

上端部から下部にかけて「出朝軒

秀峯慧日居士」と戒名が大 きく刻み

込まれている。

そして、その右側には「文化十一

甲成年八月十六日」(1814年 )、左側に

は「佐々木秀蔵 行年四十有二Jと

記されている。戒名の下には蓮弁が

陰刻されているが、その下半部は土

の中に埋まっている。

本資料は、前掲資料89と 同一墓地内に建てられているものである。年代的に新 しいため、出

現期の墓標を考える資料とはならないが、「鵠」が記された位牌 (資料103)と 同一人物の墓標

であるため、参考資料として掲載した。なお、瀬峰町内からは、現在までのところ、「篤 (鵠 )」

が刻まれた墓標は 4例 (資料79、 資料80、 資料81、 資料82)発見されている。

>資料103 大里字中荒町61番地、虎渓寺にある位牌

総高300mm、 杉製の札型位牌である。保存状況は比較的良好である。

牌身は薄い白木の平頭型で、墨書されたものである。台座に挿入される部分が破損 している。

表面上端部には「金烏」が大きく記され、その

下には「出朝軒秀峯慧日居士」、「霊位」 と書

かれている。

裏面上半部には「千時文化十一稔甲戊星」

(1814年 )、 「八月十六日」、下半部には「俗名秀

蔵」、「4千年四十二オ 十六 日ノ朝死」と墨書

されている。

台座は二段に作り出されたもので、部分的

に祗の粉下地、黒漆塗 り、金箔押の痕跡が残

存している。
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V-4.近 世墓標出現期の具体的様相と若子の問題

追加資料 (資料104～ 108)

瀬峰町内における悉皆調査終了後、次に示す板碑 (資料 104)、近世墓標 (資料105～ 108)が ある

ことが分かった。時間的な制約から拓本、実測調査は不可能であるため、ここではとりあえず、

その所在地 と簡単な説明文を付して、後 日の詳細な調査を待つことにしたい。

>資料104 大里宇中荒町61番地、虎渓寺境内にある板碑

残存する高さ78cm、 幅25cm、 比較的分厚な粘板岩製で、上部を欠く。風化、刹落が進行して

おり、判読できるのは中央部に浅 く彫られた願文「□志□□□… (祭J落 )…」だけである。なお、

裏面には「禁章酒」と大きく刻まれているところから、近世に至って虎渓寺山門の戒壇石に転用

されたことカラ〉かる。

レ資料105 大里字中荒町61番地、虎渓寺境内にある墓標

台石からの高さ136cm、 幅51Cm、 分厚な凝灰岩製で、頂部を半円形、イ民1縁部を一直線に調整し、

基部を舌状につ くり出している。周縁よりわずかに彫 り下げられた砕面上端部には円相が配さ

れ、そこから下部にかけて「為玉公羽秋自信士菩提也」 と大書され、その右側には「宝永元天」

(1704年 )、 左側には「八月廿三日」、最下部には蓮弁 と「孝子」、「敬白」が左右に刻まれ
ている。

玉公羽秋自信士 とは虎渓寺開基、高橋和泉の後喬で、元禄年間(1688～ 1703年 )、 栗原郡中村
の

肝入を勤めた久兵衛の戒名である。

>資料106 大里字中荒町61番地、虎渓寺境内にある墓標

地面からの高さ137cm、 幅51cm、 Fm平な粘板岩製である。頂部は半円形を呈して
いる。上端部

には円相が配され、その下には「長屋栄久信士」と戒名が大きく刻まれ、その右側には
「延享四

年」(1747年 )、 「高橋五郎七」、左恨1に は「八月十二 日行年八十歳」と記されて
いる。戒名の下に

は蓮弁が亥1ま れている。高橋五郎七とは資料105高橋久兵衛の子で、享保年間(1716～
1735年 )、

栗原郡中村の肝入を勤めた人物である。

>資料107 大里字富桃生田24番地 4、 自鳥家墓地にある墓標

地面からの高さ74cm、 幅32cm、 扁平な粘板岩製である。碑面中央には「一光了信士」と戒名
が

刻まれ、その右イ貝」には「明暦元乙天」(1655年 )、 左側には「十月十八日」と記されて
いる。「一光

了信士」 とは、葛西家減亡により桃生田屋敷に帰農 した白鳥外記元任の跡を継
いだ自鳥太郎左

衛門忠任の戒名で、資料98白 鳥太郎左衛門実任の先々代に該当する。

>資料108 大里字富桃生田24番地 4、 白鳥家墓地にある墓標

地面からの高さ71cm、 幅26cm、 扁平な粘板岩製である。碑面中央には「一如正心信女」と戒名

が刻まれ、その右側には「万治三□天」(1660年 )、 左側には「十一月六 日」と記されて
いる。「一

如正心信女」とは資料107白 鳥太郎左衛門忠任の妻の戒名であろう。
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下藤沢 H遺跡と周辺の遺跡 (航空写真 )
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下藤沢 H遺跡調査前の風景
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図版 2 下藤沢 H遺跡表主除去作業



下藤沢H遺跡遠景 (表土除去完了)
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図版 3 下藤沢 H遺跡近景 (調査風景)



,■■`

1号住居跡と近世墓拡

図版 4 1号住居跡完掘状況
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1号住居跡 (カマド周辺 )



4号住居跡出主遺物
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図版 6 η号住居跡 (ヵマド)



1号住居跡 (ピット4断甜状況)

図版 7 1号住居跡 (住居内から外延溝を踊む)



η号住居跡 (外延溝の付設状況 )

図版 8 1号住居跡 (外延溝内の堆積状況)
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2号住居跡完掘状況
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1号墓IFA(盛上部の堆積状況)

図版11 1号曇jFA(堅穴部 )
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2号墓拡 (盛上部 )

図版12 2号墓砿 (盛上部の雄積状況)
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3号墓拡 (盛上部の雄積状況)
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3号墓拡 (竪穴部 )
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4号墓拡 (堅穴部 )

鞠 学・
:

図版16 12号墓jFA(盛上部)
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嗜:尊社ア

η3号墓拡 (堅穴部の遺構確認状況)
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15号墓拡
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図版21

出土遺物 (和鏡・和紙)
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虎漢寺にある位牌
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